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プロローグ　──俺の守りたいもの──




　決意表明──というか、今日のこの決意を忘れないために、俺の妹のことをここに書き記しておきたいと思う。




　妹の名前は千せん畳じよう敷じき一いち衣え。

　十三才、女子。中学二年生。血液型はＯ型。12月22日生まれ。

　髪型は艶つややかな黒髪のボブカットで、肌は色白ですべすべ。瞳ひとみは黒水晶のように澄んでいて大きく、鼻は小ぶりで整っている。

　美人と言うよりは可愛かわいらしい、愛あい嬌きようのある容姿。

　特に笑顔は天使の様だ。その笑顔で一日の疲れがふっとんでしまうくらいに。

　性格は少しおとなし目、の癖して好奇心旺おう盛せいでいつも大きな瞳を宝石のようにキラキラさせている。

　身体からだつきはやや幼く、特に胸部あたりの成長に関してはもはや絶望的な様子。

　ただし、その事を本人の前で口にしてしまうと「あれ？　私の家の中に知らない人がいるよ。誰だろこの人？　お母さんから知らない人とは話しちゃダメって言われてるから無視しよ」と無表情で言われ、その後はひたすら「可愛かわいいよ一いち衣え。一衣が世界で一番可愛いよ」とか「この世界の誰よりも一衣のことが大切だよ」とか言い続けて、機嫌を直してくれるまでは本当に口を利いてくれなくなるから要注意だ。

　運動神経はあまり良くない。すぐ転ぶ傾向にある。これは病気のせいでもあるけど。代わりに非常に真面目まじめで勤勉、成績は良し。

　趣味は読書とウィキペディアの閲覧。知的好奇心が非常に強く、故に知識豊富で分からないことを訊きけば大抵は答えてくれる。

　本人は隠しているけれど、意外なことに性の知識も豊富。四十八手をソラで言えるくらいには性に精通している。

　知らないふりをして結構マニアックなエロ用語とかを訊いてみると、最初は胸を張って得意気に解説をし始めた後、徐々に顔が赤くなっていって、最後は小さな声で「……こ、これ以上は教えてあげない」って言うのが可愛いので、ついつい色んなエロ単語を訊いてしまう。

　妹にセクハラをして喜んでいる兄ってのもどうかと自分でも思うけど。

　最近は「……なんかお兄ちゃんの質問してくる内容には変な偏りがあるように思えます」と薄っすら気づかれ始めているので、至急対策を講じる必要がありそうだ。

　好きな食べ物は甘いもの。特にアイスクリームが大好物。

　とはいえ一衣も多感な思春期の女の子。少しはダイエットを意識しているようで、最近では「お兄ちゃん、アイス半分こして食べよ？」と言ってきて一緒に食べるのが日課になりつつある。

　それだったら今日は半分だけ食べて、残りは明日食べればいいのに、とアドバイスしたところ、「そういうことじゃないんだよ。まったくお兄ちゃんは」と怒られたので、それ以来言わないようにしている。

　苦手な食べ物は辛いもの。気付かずに辛いものを食べてしまった時、びっくりした顔で目を潤ませながらこっちを見るのがちょっと可愛いかったりする。

　びっくりしたり、困ったことがあると俺の方を見てしまうのが癖になっているのだろう。

　上記のとおり、うちの妹はややブラコンの気がある。

　一衣が小学校低学年の時期に父親を亡くしている為ため、自分が父親代わりをしてきたって部分も大きいのだろう。

　可愛い妹に頼られるのは嬉うれしいので、ついつい甘やかしてしまう。母親からは甘やかし過ぎと言われるけど、これを止やめることはきっと出来ない、と思う。

　というか、せめて俺くらいは思いっきり甘やかしてあげたいと思う。

　だって、世界はこんなにも一いち衣えに優しくないのだから。




　──石化病。




　それが一衣のかかっている病気だ。原因不明、治療方法不明の現代の奇病。発症者は世界でも五十人にも満たないと言う。

　身体からだの末端から徐々に、まるで石になるように硬化していき、それは十年ほどの時間をかけて全身に及び、死に至る。

　一衣はそんな病気に八年ほど前からかかっている。

　膝ひざから下はすでに硬化していて、まるで感覚がなく自分で歩くことは出来ない。いつも車くるま椅い子すに乗り、ひとり家で俺が学校から帰ってくるのを待っている。

　俺の大好きな天使のような笑顔を浮かべて、俺が帰ってくると「おかえり、お兄ちゃん」と出迎えてくれる。

　だから、俺は思いっきり甘やかしてあげたいと思う。一衣に残された時間はあと二年ほどしかないのだから。

　これから先、一衣の身体に起きる変化は、俺なんかの想像を絶するほどに厳しく辛つらいものなのだから。

　そして──、

　そして、一衣が助かる可能性があるのであれば、大切な妹が救えるのであれば、俺はなんだってしようと思う。

　たとえ、その為ために他の大切な何かを失うとしても──俺は一衣を救いたい。

　そう、決意した。







１章　──最弱ＶＳ剣聖──




「すべての願いが叶かなう場所──『東京聖塔トウキヨウジグラート』へようこそ！　あなたは１４３８７人目の『塔覇士ハンター』です！」

「うわぁ！」

　漆黒の闇やみの中、突然、耳元で女の声が響いて、千せん畳じよう敷じき一いち護ごは思わず大きな声をあげてしまった。と同時に、闇の中に光が広がる。

　一護の視界の中に飛び込んできたのは四畳半ほどの小さな部屋だ。古めのマンションの一室みたいに無機質で寂しい印象があった。

　正面奥側にはボロい事務用の平机が置かれ、高校生くらいの女の子がにこにこと笑みを浮かべて座っている。

「あ、あれ？」

　想像していたものとはまるで違う景色に一護は首を捻ひねった。

「ん？　どうかしましたか？」













「ええと、ここは東京聖塔トウキヨウジグラートの中であってます？」

　外観から予想される風景とのあまりの違いに、間違えて別の建物に入ってしまったのかと思わず不安になったのだ。

「はい、そうですよー。ここは東京聖塔の内部です。正確には塔に入る為ためのエントランスですが」

　女の子はにっこりと笑ってそう答えた。




　東京聖塔と呼ばれる五十階建ての塔が、僅わずか十秒にして東京都新宿区に現れたのは今から十年前の事だ。

『──この塔を最初に攻略せし者に、一つだけ如い何かなる願いでも叶かなえてしんぜよう』

　塔が現れると同時にそんな声が世界中の空に響き渡り、科学では証明できない人知を超えたその現象に世界中が驚いた。

　そして『塔を攻略すれば本当になんでも願いが叶うかもしれないぞ』と希望を持った、たくさんの人がこの塔を訪れることになったのだ。

　塔に挑戦する人が増え、挑戦者たちから塔内部の情報が具体的に語られるようになるにつれて、盛り上がりはどんどん増していった。

　塔の内部は、石造りの迷宮や灼しやく熱ねつの砂漠、大森林、雪原、火山──フロアごとにがらっと環境が変化するダンジョンになっていて、そこを彷徨うろつくのは神話や物語の中にしか存在しないような怪物たちだ。

　挑戦者たちはそんな怪物たちに剣や魔法の力で立ち向かい、塔を登って行く。待ち構えるはもちろん怪物だけではない。凶悪なトラップや金銀財宝、ジューシーで弾力たっぷりなマンガ肉などの魅惑的な料理の数々。リアルＲＰＧの世界への挑戦と言えば話が早いだろうか。

　科学とはまるで別のシステムで構築された新しい夢のテーマパーク、しかもクリアすれば何でも願いが叶うというご褒ほう美びつき。

　挑戦者の数はどんどん増え、それに伴って塔の周辺にはさまざまな施設が併設された。

　もちろん、テレビや雑誌、ネットなどの様々なメディアも殺到し、ものすごい盛り上がりになったのだ。けど、その盛り上がりもすぐに限定的なものへとなるのだけど。




「で、あなたは聖塔の攻略を目指す塔覇士ハンター志望者ってことで良いですか？」

　受付の女の子が小さく首を傾かしげる。

「はい！　よろしくお願いします！」

　一いち護ごが返事をすると、女の子はじっと一護の目を見つめて、もう一度繰り返した。

「本当に塔覇士志望者ってことで良いですね？　ええと、ほとんどの人は死んじゃうので、軽い気持ちでの挑戦でしたらあまりオススメはしませんよ、と一応言っておきます」

　盛り上がりが限定的なものになってしまった理由。それは死亡率90％という厳しい現実だった。塔の中での死──それは現実世界での死でもある。

　そして、塔の中には普通の人間では太刀打ち出来るはずのない獰どう猛もうな怪物が徘はい徊かいしているのだ。塔に挑戦した者のほとんどが一年以内に死亡し、そのあまりにも過酷な環境に命からがら逃げ出し、攻略を諦あきらめた人も多数。

　新しく塔への挑戦をする者の数は極端に少なくなり、結果、今も塔の攻略に挑戦し続けている人の数は僅わずか三百名ほどとなっていた。

「本当に塔覇士ハンターになる覚悟は出来ていますか？」

　その言葉の裏には、死ぬ覚悟は出来ているのかという意味が含まれている。

　一いち護ごは女の子の顔をしっかりと見つめ返しながら頷うなずいた。

　そんな覚悟はとっくに出来ている。だからこそ、今日、この場所にやってきたのだから。

　一護の表情から覚悟を見て取って、女の子は柔らかく微笑ほほえんだ。

「あ、申し遅れました、私、登録手続きと新人さんのサポートを担当してますアトロポスと申します。気軽にアトロとお呼びください。どうぞよろしくお願いします」

「俺は千せん畳じよう敷じき一護です。よろしくお願いします」

「一護さんですね。では、最初にこの聖塔せかいについての説明をしますね。塔内の様子は一護さんの世界でもテレビ番組や漫画などになっていますから、そこそこの知識はあると思いますが、一応訊きいておいてください」

　そして、こほん、と可愛かわいらしく咳せき払ばらいをしてからアトロポスは続けた。

「まず、この塔内は一護さんの住む世界とはまるで異なる次元に存在しています。一護さんはここに来る時に新宿に立つ塔の入り口を通ってきたと思いますけど、あれが転送装置だと思って下さい。つまり、ここは新宿とは物理的に繋つながってはいません。ですので、一護さんの世界のものを塔内に持ち込むことは不可能です」

　それが塔に挑む為ための一つ目のルールだ。例えば銃などの武器、防弾チョッキなどの防具を塔内に持ち込むことは出来ない。

「逆に、塔で手に入れた一部のアイテムや記録映像は、『商人マーチヤント』、『記録者スコアラー』と呼ばれる塔覇士のスキルを使用する事で一護さん達たちの世界に持ち出す事は可能です。それで生計を立てている人も存在しますね」

　塔で手に入るアイテムや映像は希少性から高値で取引される。現在、塔に挑み続けている人間の半数くらいはそれが目的だと言っても過言ではないだろう。

「ですので、塔で使用するものに関しては、すべてこちらで作成することになります」

　アトロポスは机の引き出しから学生証くらいの大きさのカードを取り出した。

「ということで、早速キャラメイクをはじめましょう」

「キャラメイク──って、もしかして自分の能力とかを好きに決めたりできるの!?　ＲＰＧみたいに？」

　思わず一いち護ごの目が輝いた。キャラメイクという言葉に思わず心が踊ってしまう。

「そうです。やっぱりこの時代ではキャラメイクって言うと話が早いですね。さっきも言った通り、塔内と一護さんの世界は別次元になりますから、塔用に一護さんの身体からだを作り直す必要があるんです。って言っても、外見は変わらないですけど」

　外見は変えられないのか。それはちょっと残念だ。けど、自分の能力を数値化するってやっぱワクワクするよな。

　もし自分が三国志とかの歴史シミュレーションゲームに登場したらどんな能力になるんだろうとか妄想して遊んだりしてたし。

「まあ、口で色々説明するよりも実際にやってみた方が早いですね。一護さん、このカードに触れてみてください」

「それは？」

「パーソナルカードです。ここに一護さんの能力値や取得したスキル、レベル、経験値、装備などの情報が記載されるんです。塔内では他の塔覇士ハンターさんと一緒に行動することもありますから、その時に相手の技量がひと目でわかっちゃう便利アイテムってやつですね」

「へえ、それは確かに便利だ。ええと、これに触ればいいんだな──って、熱っ！」

　カードに触れた指先が火花を散らす。と同時に、まばゆい光を放った。

「な、なんだっ!?」

「一護さんの魂とこのカードがリンクされたんです。これで一護さんの能力値が表示されますよ。見てみて下さい」

　一護がカードを覗のぞきこむと、さっきまで空白だった場所に文字が浮かび上がってくる。




筋力　　　　：25

敏びん捷しよう性せい　　　：53

生命力　　　：32

思考速度　　：56

魔力　　　　：４

運　　　　　：91

残りタイカ　：１００




「ほ、ほほう。こ、これはなかなか個性的な感じの基礎能力が出てきましたね」

　アトロポスが目を丸くしながらそう言う。

　筋力、敏捷性、生命力、思考速度、魔力、運、が基礎となる能力値だろう。ＲＰＧとかでもよくある項目なので、大体どんな能力なのか予想はついた。にしても、この能力……。

「もしかして、かなり低くない？」

「ですねー。男の人の筋力が30以下とか久しぶりに見ましたよ。それに、生命力が30台の前半って言うのも滅めつ多たにありません。そういう場合、魔力に非常に高い才能を持っていたりするのですが……」

　アトロポスが哀れみの視線を向ける。

「能力値一桁前半なんて前代未聞ですよー。記録作っちゃいましたね♪」

　無理やり明るい声を作ってそんなことを言う。一いち護ごはがっくりと頭を垂れた。

「数値の低さで記録を作っても……。これって魔法の才能が──」

「まるで無いってことですー。魔法に関しては絶望レベルだと思って下さい」

「やっぱりそうだよね……」

　一護は小さくため息をついた。

　一護も健全な思春期男子だ。漫画やゲームは好きだし、だからこそ魔法に対する憧あこがれもある。出来れば使ってみたいと思っていた。けど、いきなりその夢が断たれたのだ。がっかりするのも当然だった。

　色んな意味で残念な結果だ。まさか、こんなに自分の能力値が低いとは……。

「でもでも、非常に残念なのはここまでですよー。敏びん捷しよう性せいと思考速度は平均よりもちょっとだけ高いですし何よりも驚きなのが運です！　90超えとかヤバイですよー！　多分、初期値で90を超えた人は初めてだと思います！　さらにさらに、残りタイカが１００もありますし！　これは本当に凄すごいことです。おめでとうございます一護さんっ！」

　パチパチパチ、とアトロポスが拍手をした。

「え、えっと、この残りタイカってのは？」

　聞いたことのない単語に一護が首を傾かしげる。

「簡単に言えば一護さんの魂が持つ力です。あーるぴーじーで説明するならばボーナスポイントみたいなものです」

「つまり、この数値を能力値に自由に振って良いってこと？」

「そうです。能力値に振ったり、あとは剣技や魔法などのスキル、武器や防具などの装備を取得したりもできます」

　なるほど。つまり、このタイカってポイントを消費してビルドをするわけだ。

「──って装備もこのポイントで取得するんだ？」

「はい。この世界は物質もタイカ──つまり、それを望む人間の魂の力を元にして創られますから。この塔自体、塔の主様──まあ神様だと思って下さい、が、ご自身のタイカを使って創造したものですし、徘はい徊かいする怪物とかもそうですね」

　物質創造の魔法みたいなもの、と考えれば良いのかな？

　要するにタイカを筋力など能力の底上げに使うか、スキルなど技術を習得するために使うか、武器や防具などの物質を造りあげるために使うか、その選択が重要ってわけか。

「ちなみに優先順位とかあるのかな？」

　どの能力を取得するかで強さは変わってくるはずだから、塔内での流は行やりのビルドの形があるはずだ。能力を平均に上げた方が良いのかとか、特化させた方が良いのかとか。

「何はともあれ、まずは装備を最優先に選ぶことをオススメします」

　一いち護ごの質問にアトロポスは即答した。

「え？　装備なんだ？」

「はい。装備をオススメする理由は三つあります。まず一つ目ですが、装備は今しか手に入らないのですよ。ここで手に入れた装備を最後まで使うことになります。だから、ここで良い装備を選ぶことが攻略に向けての非常に重要な要素になってきます」

「塔で買ったり、モンスターがドロップしたりはしないってこと？」

「装備に関してはそうなります。回復や強化などのアイテムは『商人マーチヤント』から買うことは出来るんですけどね。ですので、装備選択は慎重にしてくださいね。そして二つ目の理由、塔内は装備至上主義と呼ばれるくらい、装備の質によってのヒエラルキーが存在しています。性能の良い装備を持っていればそれだけでみんなから一目置かれますし、逆に貧弱な装備は軽けい蔑べつの目で見られます。そもそも仲間に入れてもらえません。これは塔での生活に非常に大きく関かかわってきますのでとても重要なポイントです」

「そ、そんなにあからさまに態度が変わるの？」

「はい。というのも、今、残っている塔覇士ハンターのほぼ全員が装備に特化したキャラメイクをされた方々なんです。それは逆に言えば、バランス型、能力特化やスキル特化の選択をした人の多くはすでに死亡しているか、攻略を諦あきらめて来なくなったか、そういう状況になってしまったということです。ですから、装備が弱い＝足手まといという図式になっていまして」

「そ、そうなんだ」

　けど、それなら、そういった空気になるのもわかる。塔内は死亡率90％を超える過酷な世界なんだ。見るからに足手まといになりそうな相手とはまともに関わらない、というのも生き抜くために重要なことなんだろう。

「そして三つ目。レベルの高い装備には能力値アップや専用スキル使用可能などの特殊効果が付加されています。ですので、いい装備を選ぶと、結果的に基礎能力もスキルも付いてきて、それぞれを個別に取得するよりもお得なのです！」

「ああ、なるほどね」

　それは確かに装備特化一択だよな。

「基礎能力によっては装備できない武器があったり、どうしても使いたいスキルや魔法もあったりするでしょうから、まず選べる中で一番良い装備を検討しつつ、残ったタイカで能力を上げたりスキルを取得したりするのが良いかと思います。一いち護ごさんの場合、筋力、魔力が低く、敏びん捷しよう性せい、思考速度が高いので、両手剣や斧おのなどの重量武器、杖つえや水晶などの魔法武器は諦あきらめて、軽めの片手武器もしくは遠距離武器が合っていると思いますよ」

「うん、そうだね」

　短剣ナイフとか細身剣レイピア、弩クロスボウあたりが適正ってことだろう。

「まあ、まずはどんな装備が取得可能なのか見てみましょう。残りタイカも多く運の数値も高いので、なかなかの装備が出てくるとは思うのですが」

　そう言いながら、アトロポスはパーソナルカードに人差し指で触れ、スワイプした。すると、カードに表示されていた情報が切り替わる。

「ここに一護さんの取得可能な装備の一覧が──って！　わあああ！　いきなり神器レジエンダリーが出てるじゃないですか！　こ、これはやばいですよ、一護さんっ！」

　アトロポスが興奮気味に一護の肩をガクガクと揺らす。

「ちょ、ちょっと落ち着いて！　っていうか神器って？　どうやばいの？」

「その名の通り、神器は神話なんかに登場しちゃう伝説の超強力な武器ってことです！　ブリューナク、レーヴァテイン、アッキヌフォート、一護さんも名前くらいは聞いたことがあるんじゃないですか？」

　アトロポスの言うとおり、カードに金色の文字で表示されている武器の名前は一護も知っていた。ケルト神話に登場する太陽神ルーが持つ光の槍やりだったり、北欧神話で巨人スルトが振るった炎の剣だったり。

「ほら、武器性能を見てみてください！」





◆アッキヌフォート



カテゴリー：弓

攻撃力　　：１３２

攻撃速度　：14

扱いやすさ：Ｂ

重量　　　：18

耐久値　　：50

残り強化数：５

特殊効果　：敏捷性＋８、追加ダメージ＋１％、ヘイト値減少＋２％、ハイディング＋（スキル）、必殺必中（スキル）、エレメンタルアロー（スキル）

レアリティ：レジェンダリー

必要タイカ：61




「うん。確かにすごく強そうな感じがするけど、これってどのくらい強いものなの？」

「そうですね。最低ランクの武器だと、大体、こんな感じの性能です」

　アトロポスがカード内に白い文字で表示されていた武器をタップする。





◆ひのきの棒



カテゴリー：棍こん棒ぼう

攻撃力　　：４

攻撃速度　：７

扱いやすさ：Ａ

重量　　　：５

耐久値　　：50

残り強化数：３

特殊効果　：無し

レアリティ：コモン

必要タイカ：７




「で、塔覇士ハンターの中の平均よりも少し上、このクラスの装備を持っていればみんなから一目置かれるぞ、って装備が大体こんなもんですかね」





◆虎鉄



カテゴリー：刀

攻撃力　　：58

攻撃速度　：10

扱いやすさ：Ａ

重量　　　：13

耐久値　　：50

残り強化数：４

特殊効果　：居合＋１、双虎斬（スキル）

レアリティ：ユニーク

必要タイカ：34




「おお！　こうしてみると確かに凄すごいね、神器って！」

　基礎攻撃力が飛び抜けて高い上に特殊効果が六つも付いている。必要タイカも多いけど、そんなのがまるで気にならないくらいの圧倒的性能だ。

「当然です！　この十年で神器適合者レジエンダリーマスターになれたのはわずかに五人。今も塔覇士ハンターを続けているのは『剣聖』『混世魔王』『星砕』のたったの三人だけ。確率で言えば０．０００５％にも満たない希少な武器ですから！」

「そ、そっか」

　自然と顔が緩んでいた。基礎能力値の低さで凹へこんでいた気持ちなんて一気に吹き飛ぶ。

「防具の方もかなり良い装備が出ているみたいですね。ええと、一いち護ごさんの能力値でも装備できるものの中から選ぶと、『アッキヌフォート』と『ヒーリングメイル』『エルフィンブーツ』の組み合わせが最適かと思います。神器である弓に、弱点である生命力まわりを全体的に底上げしてくれる鎧よろい、そして移動速度補正と緊急離脱のスキルが付いたブーツ。一撃離脱の狩猟者って感じでしょうか」

　アトロポスのオススメ装備を見てみると、三つ合わせて必要なタイカは95。

　残りでどれかの能力を強化するか、適当なスキルを取得するか、他にマントやリングなどのアクセサリーを取得するか、なども選択できる。悪くない組み合わせだ。

　悪くないどころか相当恵まれたと言っても良いだろう。

「これなら塔内で間違いなく英雄扱いされますし、効率良くレベルアップをしていけば十年、いや七年くらいで塔の攻略が出来ちゃうかもしれませんよ！　そうすれば億万長者だろうがハーレムだろうが何でも願いを叶かなえられちゃうわけで、一護さん、ウハウハですね！　仮に最初に攻略できなくても結構なお宝を見つけることは可能ですし、有名塔覇士としてテレビや雑誌などにも引っ張りだこでしょうから、どのみちウハウハです！　さすが運がずば抜けて高いだけありますね！　このこの！」

　アトロポスが満面の笑みを浮かべながら、肘ひじで脇腹のあたりを突っついてくる。

　これは、本当にすごくラッキーなことなんだと思う。数億円の宝くじが当たるのと変わらないくらいの。

　けど、さっきまでの高揚感が一気に萎しぼんでいくのを一護は感じていた。

「それじゃあダメなんです」

「はい？」

　突然、硬くなった一護の声に、アトロポスが不思議そうに首を傾かしげる。

「攻略に七年もかかっちゃったら何の意味もないんです。俺は二年……いや、一年で攻略しないといけないんだから」

　二年間、一いち衣えの身体からだが保もつという保証はどこにもない。だから、出来る限り早く塔を攻略して願いを叶える必要がある。

　一衣の病気を治すという願いを、絶対に叶える必要があるのだ。

「い、一年なんて絶対に無理ですよー！　今、塔が何階まで攻略されているか、知ってますよね？」

　一いち護ごは頷うなずく。二十四階。それが質問の答えだ。塔が現れてからの十年間で攻略された階数はまだ全階層の半分ほどに過ぎない。

「難易度の低い前半二十五階に辿たどり着つくまでで十年かかってるんです。上の階層に行けば行くほど難易度は上がっていきますから、一年での攻略なんて現実的じゃないです。無む茶ちやです、無謀です！」

「無理でも無茶でも無謀でも……それでも俺は一年で攻略しないといけないんだよ！」

　何がなんでも、攻略を成功させないといけない。でないと、一いち衣えは……。

　まっすぐに見つめてくる一護の瞳ひとみに強い光を見て、アトロポスは困ったような表情を浮かべながら小さく肩をすくめた。

「ええと、なにか、とても大切なお願い事があるみたいですね？」

「はい。俺の命を掛けてでも叶かなえたい願いがあります。だから、俺はココに来ました」

　でなければ、わざわざこの場所に足を運んだりはしない。

「ふぅ。わかりました。では装備は一いつ旦たん置いておいて、スキルの方も見てみましょう。それで最短攻略に繋つながるようなビルドが見つかるかもしれませんから。一緒に探していきましょう」

　一護の気負いを諭すように、アトロポスが優しい笑みを浮かべた。その表情に、少しだけ一護の肩の力が抜ける。

「ありがとうございます」

「いえいえ、これも私のお仕事ですからー。それに、スキルの方もどんなものが出ているのか興味津々ですし。なんせ神器適合者レジエンダリーマスターですからね。スキルも滅めつ多たに現れないエクストラスキルが選べるかもしれませんよ」

　そう言いながらアトロポスがパーソナルカードにタッチし、スワイプする。

　再びカードの表示が切り替わり、カード上段にスキルという文字が現れその下に──、

「あ、あれ？　一個しか出てない？」

　一護がカードを見つめながら呟つぶやいた。

　装備の時みたいに、ずらっと文字列が表示されると思っていただけに拍子抜けだった。

「俺にはスキルの才能も無かったってことか」

　運の要素が大きく絡んできそうな装備ではいい結果が出たけど、才能の要素が大きく影響しそうな基礎能力値やスキルはてんでダメ。

　一緒に最短攻略のビルドを探してもらう以前の問題だ。そもそも選択肢が無いのだから。

　一護は自分の才能の無さが悔しくて唇を噛かんだ。そんな一護の手をアトロポスが両手でぎゅっと握った。そして、

「才能が無いなんてとんでもございませんよ──────────!!!」

「え、ええー!?」

　いきなりハイテンションで身を乗り出してくるアトロポスに思わず気け圧おされる。

「確かに表示されているスキルはたったひとつです！　けど、このスキルをよく見て下さい！　なんて書いてありますかっ!?」

「ええと……高こう速そく剣けん？」

　首を傾かしげながら言う一いち護ごに、アトロポスはコクコクと何度も頷うなずく。

「そうです！　高速剣です！　素晴らしいスキルです！」

「でも、なんかちょっと弱そうじゃない？　名前もダサいし」

　多分、通常よりも早く剣が振れるとか、そんなスキルだろう。ありきたりな感じの。片手剣系の初期スキル的なイメージだ。

「って弱くないしダサくないですよっ!!!　それは私が運命の三女神がひとり『運命を断ち切りしアトロポス』と知っての暴言ですかー！　てめえちょん切りますよー！」

　アトロポスが一護の胸ぐらを掴つかんで、顔をぐぐっと近づける。目がマジだった。

「ご、ごめんなさい。っていうか、アトロさんがここでめっちゃキレる理由がわかんないんですけどっ！」

「はっ！　す、すみません。ちょっと取り乱してしまいました。えへへ……」

　アトロポスが顔を赤くしてぽりぽりと頬ほおを掻かく。

「ええとですね、この高速剣、実は私の力が大きく影響しているスキルでして、本当に凄すごいスキルなんですよ！　十億人にひとりの確率で取得可能者が現れるかどうかってくらいにスペシャルなスキルなんですから！　詳細情報を確認してみてください」

　そしてアトロポスがカードの『高速剣』の部分をタップする。と、カードいっぱいに文字が広がった。





◆高速剣



一時的に限界を遥はるかに越えて身体能力、思考速度を高め、通常の数倍の速度で行動できるようになる攻撃スキル。

そのあまりの速度に対たい峙じしたものは姿を追うことすらできないだろう。

しかし、使用者の身体からだ、神経に掛かる負担は大きく使用後は長時間のクールダウンが必要。

必要タイカ：１００




「どうです？　凄くないですか!?　このスキルを使うと何倍ものスピードで動けるようになるんですよ。スピードで相手を圧倒しまくれるんです！」

　それが事実だとしたら、確かに相当強いスキルだ。

　剣を振る速度だけでなく行動のすべてが速く、それも何倍にもなるんだったら、圧倒的な強さを誇れるだろう。

「さらにさらに、そのスピードを活用して超音速で剣を振るい衝撃波を発生させたり、高速移動により発生させた残像を利用しての分身攻撃を行ったりと、拡張性も非常に高いんです。剣の先から衝撃波がばばーんって出たり、びゅんびゅん分身出来たりしたらカッコヨクないですかっ!?」

「うん、めちゃくちゃカッコイイ！」

　王道ではあるけれど、超高速移動による分身とか、ものすごい速さで剣を振るって衝撃波を出すとかには憧あこがれがある。子供の頃にそんな妄想をしたりもした。

　特に魔法の才能が絶望的だからな。子供の頃の夢を叶かなえるって意味ではかなり魅力的だ。

「でも、これ、必要タイカが１００って」

　要するに、このスキルを選んだら最低限の装備すらも取得することができなくなる。

　身ぐるみを剥はがれた状態で塔の中に放ほうり投げられるようなものだ。

「そ、そりゃあスペシャル中のスペシャルですから、それくらいのタイカは要求されちゃいますよ。でも、確かにそうですね。このスキルを選ぶことは自殺行為に等しいですね」

　アトロポスが落ち着きを取り戻した声でそう言った。

「すみません、初めて高こう速そく剣けんを扱えるかもしれない人が現れたので、少し興奮してしまいました。でも、さすがに他のすべてを諦あきらめて高速剣を選びましょうとは言えないです。神器を選択するほうが絶対に賢いですし」

　そう言うアトロポスの表情には残念そうな感情が浮かんでいた。よほど高速剣の使い手が現れたことが嬉うれしかったみたいだ。

　それに十億人にひとりの確率って言うのも気にはなった。

「高速剣って実際、どのくらい強いものなの？」

「使いこなせれば最強、と言っても過言では無いです。ただ、負荷が大きく、持続時間が短い上に、長いクールダウンタイムを要求されるので、かなり扱いづらいです。まあ、その短い持続時間でも大抵の相手なら圧倒できます。たとえば──神器適合者レジエンダリーマスター程度なら普通に倒せちゃうと思いますよ」

「そ、そんなに凄すごいんだ？」

　さっき、神器の性能を見ているだけに、かなりびっくりだ。

「身体能力のみでなく思考速度も含めて相手の数倍の速度で動けるわけですから。スキル使用中は並の相手であればスローモーションのように見えますし、その間、自分は好き放題できちゃいます。ただ、持続時間は最大で三分ほどで、一度使用すると最低でも一日程度のクールダウンが必要になると思います。さらに、クールダウン中は全身に凄すさまじい痛みと疲労感が襲いかかって来て行動が制限されるでしょう。なんせ心身の限界を遥はるかに超えた行動を強制的に行うってことなので、その負担も半端ないんですよ」

「な、なるほど」

　それは、相当に扱いづらいな。もし使いどころを間違えれば、その先に待っているのは絶望的な状況だ。

　継続的に怪物とのエンカウントの可能性がある冒険には向かないし、集団戦にもあまり向いていない。一対一に特化したスキルってわけだ。

　さらに装備も諦あきらめないといけないってことは敵の攻撃を喰くらえば一撃でアウトってことだし──。

「って、タイカ全部使っちゃったら、高こう速そく剣けんのスキルを選んだとしても武器が無いからだめじゃん」

　いくら高速で動けたとしても、徒手空拳で何とか出来るほど甘くはないだろう。

「ああ、それなら大丈夫です。専用の装備が付いてきますから」

「そうなんだ。もしかして、その装備も結構強いとか？」

「ええと、普段の武器性能はコモンの、しかも最低ランクの装備とほとんど変わらないです。ですから、あまり期待しないでくださいね。特別と言えば特別なんですけど」

「そっか」

　けど、少なくとも装備は手に入るってことだ。であれば、最大の懸け念ねん事項はクリアされたってことになる。

　そして、このスキルが最強というのは間違いないだろう。けど、その分、マイナス部分も非常に大きい。要は、一瞬だけ最強で、あとの大部分は最弱ってことだ。

　多分、常に死がつきまとう事になるだろう。いや、99％以上の確率で死ぬことになると思う。

　一いち護ごはぎゅっと拳こぶしを握りしめた。一度短く息を吐いて、

「高速剣を取得したら、一年で塔の攻略は可能だと思う？」

　まっすぐにアトロポスを見つめながら問う。

　アトロポスは一瞬視線を逸そらした後、しっかりと一護を見つめ返し、

「可能性は限りなく低いですが、ゼロと言えるくらいに本当に低い可能性ではありますが、不可能では無いと思います」

　そう言葉にした。

「むしろ、今の一護さんに選べるたったひとつの可能性のある選択と言えるかもしれません。とても、冴さえたやり方とは言えませんけど」

　その言葉の裏には、装備を重視して、時間をかけて攻略を目指したほうが良いですよ、という意味が込められていた。

　そうすれば、塔では英雄と崇あがめられ、外の世界では有名人扱いされて、ほぼ間違いなく成功と言える未来が待っているのだからと。けど、

「うん。それだったら、俺は高こう速そく剣けんを選択するよ」

　冴さえていない選択だとしても、それが一いち衣えを救える唯一の方法であれば、それを選ぶ。それ以外の選択なんて最初から無いのだ。

「本当にそれで良いのですか？　非常に扱いづらいですし、装備も最低クラス。塔内での生活は最悪なものになっちゃいますよ？　それでも後悔しませんか？」

「うん。後悔はしない」

　真剣な表情を浮かべるアトロポスに、一いち護ごはしっかりと頷うなずき返した。

「わかりました。それでしたら私も全力で一護さんのことをサポートしますね！　私の高速剣で一護さんの願いを叶かなえて下さい。では、登録を開始します！」

　アトロポスがパーソナルカードに触れ、一護の視界はまばゆい光に包まれた。

「うわぁ!!」

　心臓のあたりがかっと熱くなり、その熱が全身へと伝染していく。

　まるで体内を巡る血液が沸騰し、内側から燃やされるような痛みと圧迫感に一護が呻うめく。

「もう少し我慢して下さいね。今、一護さんの身体からだが作り替えられていますから」

「うぐっ……んくっ、はっ……はっ……」

　実際は五秒ほどの時間であっただろう。しかし、永遠に感じるほどの長さの苦痛に一護は思わず膝ひざをついた。

　全身から吹き出した汗が滴り落ちて、床に小さな水たまりをつくる。

「はぁ、はぁ……はぁ、はぁ……」

　荒い呼吸を繰り返しながら、視力が戻ってきた一護の瞳ひとみに映ったのは慈愛の笑みを浮かべたアトロポスの顔だった。

「はい、よく我慢しました。これで高速剣の取得が完了しましたよ。無事に武器の方も作られたみたいですね」

　アトロポスに言われ、一護は自分の右手が刀を握っていることに気がついた。

　刃渡りは七十センチほどでどこか赤みがかった鈍にび色いろをしている。切れ味は悪くなさそうだ。けど、名刀って雰囲気でもない。

「カードを確認してみてください。スキル欄に『高速剣』の表示が、装備欄にこの刀の名が表示されているはずです」

　一護はまだ少ししょぼしょぼする目を数回瞬かせて、カードに視線を移した。

　アトロポスの言うとおり、スキル欄には高速剣の名が表示され、装備欄には──

「──Ｕｎｋｎｏｗｎ？」

　一護が首を傾かしげながら、Ｕｎｋｎｏｗｎの文字をタップする。





◆Ｕｎｋｎｏｗｎ



カテゴリー：刀

攻撃力　　：14

攻撃速度　：10

扱いやすさ：Ａ

重量　　　：９

耐久値　　：50

残り強化数：∞

特殊効果　：無し

レアリティ：ユニーク




　カード上に表示された武器のステータスはひのきの棒よりは少し強いくらいの、最低クラスの数値が表示されていた。

「これ、名前、Ｕｎｋｎｏｗｎって。確か、不明とか未知とかの意味だったと思うけど」

「はい、これはこういうものだと思って下さい。この刀、正式には武器ではなくスキルに所属するものですので、普段は『未知のもの』という表記になっています。この刀の真の姿は、いずれ時期がくればわかると思います」

　アトロポスは意味深なことを言ってにっこりと笑った。

「わかった。で、もしかして装備って……この刀だけ？」

　スキル取得と同時に現れた装備品は刀だけで、防具類はどこにも見当たらなかった。

　これだけだとしたら、最低限どころの騒ぎではない。装備のランクが低くて馬鹿にされる以前に、変態扱いだ。さすがにそれはキツい。

「あーいえいえ、防具もちゃんと用意されてますよ。と言うか、これから用意します！　さすがに全裸は色々とマズいですし！」

　アトロポスが妙に気合いの入った顔でそう言い、腕まくりをする。

「これから用意？」

「はい。私が高こう速そく剣けんの使い手に最適な防具を作って差し上げます！　高速剣の使い手は私の眷けん属ぞくと言っても過言ではありませんから。ですから、その生命を守るための最高の防具を私が用意します」

「い、いいの？　っていうか、払えるタイカは無いんだけど」

「大丈夫です。それも含めて高速剣のスキルですから。運命の三女神の名にかけて素晴らしい装備を用意しますので、期待して待っててくださいね！」

　アトロポスは力強く宣言したのだった。




　──それから三十分後、

「できましたー、会心の出来ですよ。ほら、早く着てみてください！」

　アトロポスは満面の笑みを浮かべて一いち護ごに防具一式を差し出した。

「って、なんじゃこりゃー！」

「なんじゃって防具ですよー。私のお手製の。名づけて『運命を断ち切りし女神の聖せい衣い』なんてどうです？　ですです？」

　アトロポスは得意顔でえへんと胸を張る。そのご満悦な様子からはまったく悪意は感じられなかった。

「い、いやいやいやこれダンボールだしっ！　デザインもなんか酷ひどいし！　っていうか途中で絶対に飽きたでしょ!?　兜かぶととか右半身とかはそこそこ気合い入ってるのに、左側とかもう適当すぎるし！」

「そ、そんなことないですよー。決して飽きてなんかいないです。そういうデザインなんですよ。ほら、アシンメトリーの美しさ、的な」

「アシンメトリーって」

　そう言うレベルではすでに無い──っていうか、

「そもそも素材がダンボールってのはさすがに！」

　装備至上主義の世界でなくても、１００％の確率で馬鹿にされること間違いなしだ。

「ふっふっふっ、これをただのダンボールだと思わないでください。見た目だけで判断したら後悔しますよ」

「え？　もしかして、凄すごい防御力を秘めているとか？」

「いえ、そこは見た目通り紙です。まさに紙装甲ですね。でも、意外と温かいです」

「確かにダンボールは温かいけど！　紙装甲って！　っていうか、じゃあ、何か特別な効果があるとか？」

　運命の女神の力で相手の攻撃を跳ね返すとか、炎や冷気などの威力を半減させるとか。

「何はともあれ着てみてください。そうすれば、これがただのダンボールの鎧よろいでは無いことがわかりますから。ふっふっふっ」

　自信満々に言うアトロポスに、一護は取りあえず着てみることにした。

　ダンボールで作った鎧を身につけるとか幼稚園の時以来だよ、とか考えながら胸当て、腰当て、肩当て、籠こ手て、具ぐ足そく、兜、そして外がい套とうと装着していく。

　そして、これがただのダンボールの鎧で無いことに一護は気がついた。

「こ、これって……」

「そう、ダンボールにしてはめちゃくちゃ重たいんです！　鉄並みですよ、鉄並み！」

「いらねーから、その効果！」

　一護は思わず全力でツッコンだ。

　防御力は紙のままなのに、重さだけ鉄並みって最悪じゃないか！

「さらにさらに、一度装備したら並大抵の覚悟では外れないセーフティーロック機能付きなんです！」

「うわ！　まじだ！　なんだこれ！　外れない！」

　試しに籠こ手ての部分を外そうとしてみるけど、腕に吸い付いているかのようにダンボールの鎧よろいは外れなかった。

「あ、ちなみに名前は『運命を断ち切りし女神の聖せい衣い』で登録しておきました」

「えええっ！」

　慌ててカードを確認してみると、装備欄の『Ｕｎｋｎｏｗｎ』の下に『運命を断ち切りし女神の聖衣』としっかりと表示されていた。

「こうして見ると、なんか凄すごい強そうな装備ですね。『Ｕｎｋｎｏｗｎ』なんてワケありな伝説の武器って感じがしますし『運命を断ち切りし女神の聖衣』なんて神々し過ぎますよー！」

　……ちゅ、中二すぎる。どっちも中二すぎる上に本気っぽくてすごくダサい……。その上、デザインがかっこ悪すぎるから、ダサさの相場が天井知らずだ。

　兜かぶとがフルフェイス型で外から顔が見られないのと、唯一素材からまともな外がい套とうがあるのがせめてもの救いか。

「呪のろいだ。これは呪われた装備だ……」

「そんなあ、呪いだなんて酷ひどいですよ一いち護ごさん。一生懸命作ったのにぃ」

　アトロポスが不満そうにぷくっと頬ほおを膨らませた。

「いや、だって、紙装甲な上に重いとか。総合的に見たら防御力、下がってるし」

「通常状態で考えたらそう感じるかもしれないですけど、その重さにもきちんと意味があるんですよ。簡単に外れないのにも。どっちも一護さんの身体からだを守るために必要なものなんですから」

　そう言うアトロポスの表情は真剣そのものだった。嘘うそをついている顔ではない。

「どういうこと？」

「拘束具、みたいなものです。高こう速そく剣けんから一護さんの身体を守る為ための。詳細は今から説明しますので──ってことで、すべてを投げ捨ててまで高速剣を選択した勇者さんに私から三つのアドバイスをしますね。まず一つ目ですが──」








　　　　◇◇◇









「へえ、ここが聖塔一階、塔覇士ハンターの街なのか」

　アトロポスの部屋から転送された一いち護ごが目を開くと、そこには中世ヨーロッパといった感じの街並みが広がっていた。

　一護は直径五十メートルほどの円形の広場に立っている。

　広場には趣を感じさせる石畳が敷き詰められ、中央には大きな噴水が設置されていた。

　多分、待ち合わせの場所としても利用されているのだろう。噴水の周辺にはいくつかのベンチが置かれている。

　そして、この広場を中心にして、東西南北へ十字の形で四本の石畳の道が延びていた。

　それぞれの道は五百メートルほどの長さがあるという。

　アトロポスの話だと南の道を突き当りまで行くと二階への階段が、北の道を行くと現在の最さい踏とう破は階かいである二十五階へ自動的に送ってくれる転送ポートが、東には攻略済みの階なら好きな階へと転送してくれる転送施設があって、西側が塔内から新宿へと帰還するゲートがあるらしい。

　そして道に沿うようにして、歴史を感じさせる石造りの建物が並ぶ。

　それぞれの区画によってグループ分けされているのか、屋根の色が北側の建物は黒、南側は赤、東側が青、西側が白になっていた。

「……にしても、これ、本当に塔の中なんだよな？」

　空は高く澄んでいて、太陽と雲もしっかりあって、とても建物内だとは思えない。

　天井なんてまるで見えないのだ。四方に壁もなく、遠くには薄っすらと山々の姿が見える。空気が篭こもっているなんて事もなく、時折気持ちの良い風が吹いていた。

　それは人工的に作られたものではなく、明らかに自然のものだ。

「すごいな、これ」

　こうして実際に塔の中に入ってみると、ここが完全なる異世界だってことを実感できた。

　現代の科学では、こんな施設、絶対に造れないだろうから。

「ええと、まずは酒場に行けばいいんだっけ」

　塔覇士ハンターの多くは、攻略に出ていない時はそこにいるはずだからとアトロポスは言っていた。

「──そして、何としてでも仲間を作れ、か」

　アトロポスからのアドバイスの一つ目。

『高こう速そく剣けんの使用は一日一回、それもほんの短い時間のみです。しかし塔の攻略は長時間に渡って行われるものですから、その大部分での戦闘を引き受けてくれる仲間を何としてでも見つけてください。一護さんの装備、能力では非常に難しいと思いますが、お荷物と言われようと寄生野郎と言われようと、そこはぐぐっと我慢して仲間──出来ればどこかのギルドに入り経験を積みレベルをあげてください。でないと、確実にすぐに死にます』

　事務的なその口調が、死という言葉をリアルに感じさせた。

『それと、これは可能な限りですが、高こう速そく剣けんはあまり人前で使わない方が良いです。高速剣の性能を広く知られてしまえば、それを利用しようとする輩やからが出てくるでしょう。しかし、それに対応できるだけの柔軟性が高速剣にはありません。さらに、高速剣は一度使えば大きなクールダウンタイムが生じ、その間の一いち護ごさんは赤子のように無防備な状態と言えます。それは致命的な弱点です。あまりこういう事は言いたくないですが、今後、高速剣の力で塔の攻略が順調に進んだとしたら、将来的にその無防備な状態を狙ねらって一護さんの命を奪おうとする連中が現れる可能性は非常に大きいと思います。願いを叶かなえられるのは最初にクリアをした、たった一人のみですから。だから、慎重に行動してください。常に最弱と思われ、侮られているくらいが丁度いいです。事実、高速剣を使用しない限りは最弱ですので』

　つまり、仲間と一緒に行動をすることは必須。でも、高速剣を使うタイミングは気をつけろ。使用しても、その性能をばれないようにしろってことだ。

　ハードルが高い上に、相手を利用するだけ利用して、自分の手の内は明かさない、そして最後の美お味いしいところだけを奪えということになる。

　正直、それは一護の趣味ではなかった。

「──けど、綺き麗れい事ごとを言ってる場合じゃないからな」

　それが最短で塔を攻略するための最良の手段であるならば可能な限り実行するだけだ。

「とは言え、まず仲間にしてもらうってところが難関だよなあ」

　一護からは仲間にしてもらうメリットをほとんど提示できないのだから。

　唯一、運の能力値が高いからアイテムドロップの確率があがるはず、というのが交渉材料になるかもしれないといったところだ。

（大きな組合ギルドに入れるのが理想的な展開だけど、それは難しそうだしな）

　塔内には、仲の良い塔覇士ハンター同士が集まって作られたギルドが複数存在する。

　御三家と呼ばれる攻略ギルド『白の騎士団』『梁りよう山ざん泊ぱく』『スーパーノヴァ』、商人の集まりである『ジグラート商会』や記録者の組合である『聖塔新聞部』あたりが有名どころだ。

　一護は『商人マーチヤント』『記録者スコアラー』のスキルは持っていないので後ろの二つは論外だし、御三家レベルのギルドにはまず相手にもされないだろう。

　となると、大きなギルドに属することが出来ない人達たちを相手に交渉してみるのが現実的なところか。

「ま、とりあえずは手当たり次第に声を掛けてみますか」

　そう考えて、酒場の方へと足を向けた所で、向こう側から三人の男が近づいてきた。

　みんな屈強そうな体格で顔つきも厳いかつい。無骨な鎧よろいを身につけ太刀や斧おのなど大振りな武器を携えている。

　良く言えば熟練の冒険者、悪く言えば山賊の集団。そんな出いで立たちの男たちは一護の前までやってきて囲むように立つ。

　そして無遠慮に好奇の視線を浴びせた後、思いっきり侮ぶ蔑べつの表情を浮かべた。

「おいおいおい、なんだよこりゃ。三ヶ月ぶりの新人だってわざわざ様子を見に来てみりゃ、幼稚園のお遊戯会会場じゃねえんだぞ、ここは」

「こいつぁ、今までで一番酷ひでえんじゃねえか？　まさかこんな貧相な装備まで用意してあるとは想像もしてなかったぞ」

「こんな装備しか選べないくらいに才能の無いヤツを塔に入れるんじゃないっての」

　ニヤニヤと下卑た笑いを浮かべながらジロジロと一いち護ごを舐なめるように見る。

　そのあからさまな態度に、さすがに一護も少しムッとした。

「なんなんですか、あなた達たちは？」

「ああ、悪い悪い。俺らはギルド『梁りよう山ざん泊ぱく』のメンバーだ。名前くらいは聞いたことあるだろ？」

　ギルド梁山泊。神器適合者レジエンダリーマスターのひとり『混世魔王』がギルドマスターを務める塔内で最大勢力の武闘派ギルドだ。

　メンバーとしては全体的に厳いかつ目めな男が多く、イメージカラーは黒。一護を取り囲んでいる三人も、装備を黒っぽく染めた上、腕のところに黒の布を巻きつけていた。

　きっとそれがギルドメンバーの証あかしなんだろう。

「で、最近はなかなか新人が入ってこねえから、少しでも期待できそうなヤツだったら勧誘しようと思ってきたんだけどよ」

「あまりにもへっぽこなヤツすぎてビックリしちゃったってわけよ」

「ねえ？　それ、まじでダンボールで出来てんの？　触っていい？」

　口調は多少改まっても、バカにしている様子を隠そうとしない三人に、一護の不快感は高まっていく。けど、アトロポスの言葉を思い出して、ぐっと我慢した。

　さっき排除した理想の可能性、有力ギルド『梁山泊』のメンバーが向こうから声を掛けてきたのだ。

　これはチャンスでもある。馬鹿にされるのは覚悟していた。であれば、多少卑屈な態度になっても、梁山泊に入れてもらうのが一護の目的にとって最善の手だ。

「はい、ダンボールです。触ってもいいですよ」

　怒りをぐっと堪こらえて、笑みを浮かべながら一護は丁寧に返す。

「お、マジで？　んじゃあ、遠慮なく」

　三人の内のひとりが距離をつめて、一護の鎧よろいを手で叩たたく。パンパンと軽く乾いた音がして、男は腹を抱えて笑い出した。

「ぎゃははは、マジでダンボールだよ、これ！　つうか、なんでわざわざこんなん選んだんだ？」

「これしか選択肢がなかったので」

「「「ぎゃはははははははっ！！！！！！」」」

　三人が盛大に腹を抱えて笑う。その目には涙が浮かんでいた。

「なになに？　んじゃあ、あんたは能力重視かスキル重視なわけ？　ちょっとパーソナルカード見せてみ？」

　一いち護ごが返事する間もなく、男たちは一護のカードを覗のぞきこんで、再び大爆笑した。

「ま、まじで笑えるんですけど！　筋力25とか！　ウチの女子連中の平均より20以上も低いじゃん！」

「つーか、生命力32もやばくね？　死んじゃうよ、まじで。転んだだけで死んじゃうんじゃね？　スペ◯ンカーの主人公かよお前！」

「それでいて魔力４って！　お前、きっと世界で一番魔法の才能ないぞ」

「で、運だけ91ってのも笑えるよな！　運だけ人間かよ！」

「スキルもひとつしかねえし！　なんだよこの高こう速そく剣けんって！　名前ダサすぎだろ！」

「ぎゃはは、ひ、ひぃ……ま、マジで腹痛いんだけどっ！　オレ、こんなに笑ったの人生で初めてだよっ！」

　大笑いしながら、一護の肩や背中をバンバン叩たたいてくる。

　正直、一護の堪忍袋の緒も限界が近かった。しかし、何とか堪こらえながら三人に笑顔を向ける。

　ここは我慢だ、我慢。

「……それで、俺は梁りよう山ざん泊ぱくに入れてもらえるんですか？」

　その瞬間、三人の爆笑がおさまる。一瞬「何言ってるんだこいつ？」って表情を浮かべて顔を見合わせた後、再び大爆笑した。

「お、お前が梁山泊に？　ま、マジで言ってんのっ!?」

「そんなへっぽこ装備で俺達たちと一緒に攻略したいってか？」

「どう考えてもお荷物にしかならねえだろうが。うちは攻略を最前線でする実戦ギルドなんだよ。お前みたいな二階でも危なさそうなヤツが入れるわけねえだろ？　能力の低いヤツはやっぱ頭も足りてないってか？」

「おいおい、あんまりイジメてやるなよ。そんな本当のことを言ったら可哀かわい想そうだろうが。どんなに雑ざ魚こだろうと、将来的に化ける可能性はゼロじゃねえんだからさ。まあ、その装備じゃ、可能性は限りなくゼロに近いだろうけどな」

「なんせ塔覇士ハンターの中で唯一のダンボール適合者だからなあ」

「「「ぎゃははははははは！！！！！！！！！！！！！！」」」

　あまりの侮辱に、一護の手が自然と腰の刀に伸びた。

　確かに能力は低い。それは認める。装備が酷ひどいのだって自覚している。塔覇士として一番の新人だし、仲間を得るために大抵のことは我慢しようと思っていた。

　けど、ここまでコケにされて黙っているわけにはいかない。そもそも、こんな奴やつらと一緒に冒険なんて出来るはずもない。

　それに、高こう速そく剣けんの性能を確かめるのにも丁度いい相手かもしれない。

　──そこまで言うなら、俺と勝負しろ。そう言葉にしようと思ったところで、

「止やめておきなさい。殺されるわよ」

「え？」

　突然、背後から掛けられた声に振り返る。梁りよう山ざん泊ぱくの男連中も視線をそっちに移した。

　そこには、ひとりの女性が立っていた。

　ぴんと背筋を伸ばし、まっすぐに一いち護ごを見つめる。視線は厳しく、アメジストのような瞳ひとみは強い意志の力を感じさせた。

　艷つややかな黒髪をポニーテールにして、着物をモチーフにしたような鎧よろいに身を包んでいる。

　その顔立ちは正真正銘の美少女だった。

「──剣聖、祇ぎ王おう寺じ葉は桜ざくら……」

　男の内のひとりが呟つぶやく。

　そう、彼女は祇王寺葉桜。剣聖の二つ名を持ち、神器である『三み日か月づき宗むね近ちか』を携えた神器適合者レジエンダリーマスター。ギルド『白の騎士団』のリーダーであり、塔内最強のひとりでもある。

　一護にとっても知らない人ではない。憧あこがれの人と言っても良いかもしれない。

　けど、よりによってこのタイミングで会っちゃうとは。一護は心の中で頭を抱えた。

「彼、私の方で預かってもいいかしら？」

　凛りんとした声。

　一言、そう言葉にしただけで、なんとも言えない威圧感がそこにあった。

　これが剣聖として、塔覇士ハンターのトップを張る者の存在感なのか。

　一護は思わず背筋を伸ばしてしまった。男たちも一瞬気け圧おされたように言葉に詰まる。

　けど、すぐに気を取り直し、挑発するような表情を浮かべた。

「これはこれは、剣聖様じゃありやせんか。剣聖様がこんなへなちょこルーキーに何の用で？」

「白の騎士団はこんなヤツまでスカウトしないと立ち行かないほどお落ちぶれで？」

「噂うわさじゃ、また三人ほど抜けたって話を聞きますしねえ？」

　さっきまで一護に向けていた下卑た嘲ちよう笑しようを、葉桜へと向けた。

　規律を重んじる白の騎士団と、力あるものが正義の梁山泊ではそもそもそりが合わない。

　そして、元々は最強ギルドであった白の騎士団に対し、ずっとその後こう塵じんを拝していた梁山泊は強烈な対抗意識を持っているのだ。

　最近ではその力関係が逆転しつつあるので、梁山泊の白の騎士団に対する態度は粗暴で嘲あざけるようなものへとなっていた。

　しかし、そんな男たちの態度を前にして、葉は桜ざくらは凛りんとした姿勢を崩さずに静かに言葉を続けた。

「彼に塔への挑戦を諦あきらめてもらいます。彼の装備、能力を見るに塔への挑戦は明らかに無謀ですから」

「へえ、諦めてもらうねえ？　それはどうやって？」

　ニヤニヤしながら言う梁りよう山ざん泊ぱくの男に、

「最悪、力ずくでも」

　葉桜は小さく答え、鋭い視線を一いち護ごに向けた。

「そういうわけで、申し訳ないですけど塔の攻略を諦めて、今すぐ出て行っていただけませんか？」

　言葉は丁寧に、しかし反論を許さない強い意志がそこには篭こもっていた。

　威圧感に軽く一護の足が竦すくむ。けど、頷うなずくわけにはいかなかった。誰に何を言われようとも、自分から諦めることは絶対に出来ない。

「それは出来ません。失礼します」

　一護ははっきりと言葉にして、その場から立ち去ろうと身を翻ひるがえす。しかし、一護の前に立ちふさがるように葉桜が移動した。













「もう一度言います。塔ここから出て行っていただけませんか？」

　まっすぐに、真しん摯しな視線を向ける葉は桜ざくら。

　一いち護ごは首を横に振った。

「俺は諦あきらめません。どうしても叶かなえないといけない願いがありますから。失礼します」

　再び身を翻ひるがえす一護。しかし、葉桜も更に一護の前に立ちふさがる。

「あなたに塔の攻略は不可能です。あなたに叶えたい願いがあるのはわかりますが、絶対に不可能なのです。だから、諦めてください」

「そんなの、やってみないとわからないでしょ？　どうしてあなたにそんな事を決められないといけないんだよ？」

　強く反論する一護に、葉桜は静かに首を振る。

「そうやって、無謀な挑戦をして死んだ人たちを私は何千人と見てきたから。ここに断言するわ。あなたに塔の攻略は絶対に無理だと。諦めないと確実に死ぬわよ」

　それはただの脅しではなく、事実なのだろう。けど、

「たとえそうだとしても、俺は絶対に攻略を諦めません。放ほうっておいてください！」

「仕方ありませんね……」

　葉桜は残念そうに呟つぶやいて、大きく息を吐き出した。そして、

「なら、力ずくで諦めさせてあげるしかないみたいね」

　腰に差した刀──三み日か月づき宗むね近ちか──に手を掛け、キッ、と一護を睨にらむ。

　周囲の気温が一気に下がったかのように一護は感じた。むき出しの刃のような殺気が一護の身体からだをビリビリと痺しびれさせる。

「くっ……」

　さすが剣聖の二つ名は伊だ達てではない。一護の脳裏に浮かぶのは、どうあがいても自分が葉桜に斬きられるイメージだけだった。

「さあ、刀を抜きなさい。私があなたの意地を挫くじいてあげるから」

「ちょ、ちょっと待って下さいよ！　ど、どうして俺がせ……祇ぎ王おう寺じさんと戦わなければいけないんですかっ！」

「あなたが素直に攻略を諦めてくれないからよ！」

「そんな！　俺が塔で何をしようが祇王寺さんに関係ないじゃないですか！　祇王寺さんが干渉してくる意味がわからないんですけど！」

「これ以上、塔で死者を出さないのが私たちの──白の騎士団の意義だから。そして、あなたのその才能では確実に死ぬわ。だからそうなる前に諦めてもらいます！」

「ぐっ──」

　死のうが怪け我がしようが放っておいてくれという気持ちはある。けど、死ぬことによって他の塔覇士ハンターに迷惑をかけてしまうのも事実だ。

　新しい塔覇士ハンターがなかなか増えないのも、塔内での死亡率が高いからというのが一番の理由だし。そして、それが攻略の停滞に繋つながっているのは間違いないだろう。

　さらに、これ以上塔での死者が増えれば、塔に対して大きな規制がかけられる可能性も小さくない。

　葉は桜ざくらの目には、絶対に自分は退ひかないという強い意思が篭こもっている。

　──ここは、覚悟を決めるしか無いか。一いち護ごは小さく息を吸い込んだ。

「なら、俺が勝ったら、塔に挑戦することに文句は無いですね？」

「はあ？」

　一護の台詞せりふがあまりにも意外だったのか葉桜が目を丸くする。

　梁りよう山ざん泊ぱくの男たちは、腹を抱えての大爆笑だ。

「こ、この私に勝つぅ？　あ、あなたが、剣聖と呼ばれる私に？」

「はい。戦う以上、俺は自分が勝つことを諦あきらめません」

　相手がたとえ最強のひとり、剣聖だとしても。

　それに、高こう速そく剣けんが最強のスキルであるならば葉桜にも勝てるはずだ。

　出来る事なら、最初はもう少しレベルの低い相手で試してみたかったけど。

　一護は葉桜に気け圧おされないように気合いを入れ、葉桜を見つめ返す。

「それは確かにその通りね。最初から自分の負けを認めるようなへっぽこは、このタイミングで塔に挑戦しようと思わないか。ええ、わかったわ、もしあなたが私に勝てたら、今後あなたに対して何の文句も言わない。なんだったら、ご褒ほう美びにあなたの言いなりになってあげても良いくらいよ。ま、絶対に勝たせたりはしないけどっ！」

　そして葉桜は後方に跳躍して、一護から五メートルほど距離をとり、

「ラキシス、いるわよね？」

　上空に向かって声を掛けた。

「はいはーい、葉桜ちゃん、何の用？」

　すると突然、空中にひとりの小柄な女の子が現れて地面へと着地した。髪自体が発光しているようなほどに眩まばゆい金色の髪をツインテールにした活発そうな女の子。

　少しつり上がった瞳ひとみは勝ち気そうで、口元には楽しげな笑みが浮かんでいる。

　表情や雰囲気は違うけど、その顔立ちはアトロポスに似ているように一護には思えた。

「これから私と彼で決闘デユエルをするわ。決着条件はそうね、相手の武器を叩たたき落おとしたら、で良い？」

　葉桜の問いに一護が頷うなずく。

　塔内では管理人に申請をすることで塔覇士同士での戦闘──決闘を行うことが出来る。

　決闘を行う当事者同士が決めた決着条件を元に管理人が判定を行い、勝者は敗者から経験値を奪える他、管理人の判定に異議を唱えることは塔覇士として最低の行為と認識されているので、ギルド間の揉もめ事ごとの解決方法であったり、モンスターの落とした宝物の所有権を巡ってだったりで、決闘デユエルのシステムが使用されることは多い。

　また、決着条件に対戦相手の死を設定することは出来ないので、純粋な力の競い合いの手段として決闘大会が行われることなどもあったりする。

「じゃあ、この条件で決闘を承認して」

　葉は桜ざくらがラキシスの顔を見やる。

「う～ん、承認するのは別に構わないけど本当にいいの？　あっちの彼、レベル１だから葉桜ちゃんとのレベル差が凄すごいことになってるよ？　もし葉桜ちゃんが負けるようなことがあったら、すごい量の経験値を奪われることになっちゃうけど？」

「余計なお世話よ。この私があんなルーキーに負けるはずないでしょ。さっさと承認してちょうだい」

　葉桜の有無を言わせない言葉にラキシスは小さく肩を竦すくめた。

「りょーかい。じゃあ、そっちの彼──イチゴくん、でいいのかな？　私はラキシス。運命の三女神のひとりで塔の管理人をやっているわ。あなた達たちの世界で言うとじーえむって言うの？　ま、そんな感じのやつ。で、葉桜ちゃんの申請どおり決闘を承認しちゃうけど、準備はいい？」

「はい」

　一いち護ごが再び頷うなずく。

「では、運命の三女神がひとり、ラキシスの名においてこの決闘を承認します！　双方、思う存分に己が力を振るいなさい！　決闘開始デユエルスタートッ！」

　ラキシスの声が高らかに響いて、広場には一気に緊張感が広まった。

　塔内最強のひとりである剣聖と、ダンボールに身を包む見るからに最弱の新人の決闘。

　唐突に始まったその面白い見世物に、気がついたら広場には結構な数のギャラリーが集まっていた。

（──まいったな）

　一護は小さく息を吐いた。これだけ注目を集めてしまうと、高こう速そく剣けんは使いづらい。まともに使ったのでは、その性能が一気にみんなにバレてしまう可能性がある。

　かと言って、高速剣を使わずに勝てる相手でもない。

　対たい峙じする葉桜は腰の刀に手を掛け、ぐっと身を沈ませる。その姿は獲物に飛びかかる前の豹ひようのようにしなやかで威圧的だった。

　全身にまるで無駄な力が入ってなく、一分の隙すきもない。

　葉桜の強さは、神器である『三み日か月づき宗むね近ちか』の性能の高さと、超高速でありながら正確無比な剣技にある。

　特にその速度は塔覇士ハンター最速であり、だからこその『剣聖』だ。

　──ごくり、と一いち護ごは唾つばを飲み込んだ。

　間違いなく強い。それも圧倒的に。

　これが初めての実戦である一護にもはっきりわかるくらい、葉は桜ざくらの強さは圧倒的だった。

「じゃあ、行くわよ」

「──っ！」

　一瞬だった。葉桜の姿がブレたと思った瞬間、一護の視界から葉桜の姿が消える。視線が追いつかない。

　ど、どこだっ!?　焦りながら、本能的にバックステップする。と、ほぼ同時に一護が今まで立っていた場所を、ヒュッ！　と風切り音が通り過ぎた。

　その刃を目で捉とらえることは出来ないが、間違いなく葉桜の斬ざん撃げきの音だ。

「へえ、私の初撃を躱かわすとは、なかなかやるじゃない？」

　気が付くと、葉桜は元の位置で立っていた。さっきと同じように刀を構えた体勢で。

　呼吸に乱れはなく、汗ひとつかいていない。

　一護の目にはまるで追えなかったその一撃も、まるで準備運動だと言わんばかりだ。

　さっきの一撃を躱せたのだって、単に運が良かっただけだ。太刀筋はまるで見えてなかった。何となくヤバイ気がしてバックステップしただけなのだ。

　これは想像以上にヤバイ状況かもしれない。普通にやったのでは絶対に勝てない相手だ。

　周りを気にしている場合じゃないな。ここは、高こう速そく剣けんを使わないとっ！

　一護は刀を握りなおして、気持ちを落ち着けるように深く呼吸を繰り返す。

「次は外さない。これで終わりにしてあげる。いくわよっ！」

　ぐっと葉桜の身体からだが沈み込んで、

「桜花一いつ閃せんッ！」

　再びその姿が消えた。

「──高速剣っ！」

　一護がスキルを発動させるために、気合いを入れその名を発する。




　──刹せつ那な、一護の見る世界が変化した。




　神経という神経が鋭敏になっていくのを感じた。と同時に、世界の色彩が薄く、そして音が遠くなる。

　静寂と白みがかった世界の中、さっきまではまるで認識することの出来なかった葉桜の姿を一護はしっかりと捉えていた。

　低い前傾で地面を蹴けり、跳躍するように一気に一護との距離を詰めてくる。そして腰に差した鞘さやから刀を抜き、そのままの勢いで前方へと斬きり上げる。

　さすが剣聖。無駄な動きがひとつもない、美しい動作だ。

　──しかし、その一連の動きが一いち護ごにはハッキリと見えていた。

　動体視力が、思考速度が、そして反応速度がとてつもない速さに強化されている。

　常人の目では姿を捉とらえることすら出来ないほどの葉は桜ざくらの迅速の一撃を、余裕を持って対処できるくらいに。

　最強のスキルのひとつ。アトロポスのその言葉に嘘うそは無かった。

　迫り来る葉桜の刀の柄つかに近い場所の刀身を、一護は横から思いっきり払いのけた。金属を打ち付ける硬い手て応ごたえが手のひらに返ってくる。

　その衝撃で、葉桜の手から三み日か月づき宗むね近ちかが弾はじかれ、宙に舞った。

「えっ！」

　葉桜の目が大きく見開かれる。葉桜にとって、決して払いのけられるはずのない一撃だった。

　桜花一いつ閃せん──踏み込みと同時に居合の応用で鋭い一撃を放つ、スピードを武器にする葉桜のスキルの中でもかなりの速度を誇る一撃だ。

　新人の塔覇士ハンターには躱かわすことすら難しく、ましてやその刀身を横殴りにするなど絶対に不可能だ。しかし、事実、葉桜の刀は一護に払いのけられた。

「──なっ」

　葉桜の表情が驚きよう愕がくへと変化する。

　一護はそんな葉桜の顔を見ながら、この後、どうするべきかを考えていた。

　この高こう速そく剣けんの威力、アトロポスの言うとおり、周りに知られるのは得策ではない。

　なんせ、葉桜の一撃を前にして、こんな事を考えられるだけの余裕が生まれるほどの性能を持っているのだから。

　と同時に、その負担の大きさも実感しつつあった。

　全身の筋肉が悲鳴を上げるように軋きしむ。ただ一ひと太た刀ち振るっただけなのに、刀を持つ両腕は神経が焼け切れてしまったのではないかと錯覚するような痛みを発している。

　身体からだだけではない。常人の何倍もの速度で思考し、判断するということは、それだけ脳や神経に掛かる負担も大きいと言うことだ。

　脳をガンガンとハンマーで叩たたかれているような衝撃と、眼球を押し潰つぶすかのような圧力。

　──これを持続させるのは、かなりキツいな。

　一護は集中を解いて、高速剣の発動を解除した。

　途端に、今度は自分自身がスローモーションになったかのような感覚が襲ってくる。世界が逆回転を始めたような錯覚に、視界がグラグラと揺れた。

　胃の中から酸っぱいものがこみ上げてきて、なんとかそれを堪こらえる。急激に切り替わる体感時間に三半規管が付いてこれず、吐き気と目眩めまいが襲ってきたのだ。

　アトロポスは最大で三分ほど持続できるって言ってたけど、これを三分も持続させるのはひたすら拷問に耐え続けるようなものだぞ。

　多分、今のやり取りでも二秒ほどしか経たっていないはずだ。確かに、これが自分の実力だと思われると色んな意味で危険だ。

　──であれば。

　一いち護ごはわざと自分の重心を後ろに移し、尻もちをついた。そして、情けない感じで刀を振り上げる。

　格好はなるべく滑こつ稽けいに。誰が見ても、葉は桜ざくらの攻撃に怯おびえ尻もちをついた情けない男という雰囲気を出して。

　そして、世界は再び正しい時間を取り戻す。

「あがっ！」

　その瞬間、一護の全身にさっきまで以上の激痛が走った。全身の筋肉を一斉に引き千切られたかのような痛みに思わず喘あえぐ。

　これが高こう速そく剣けんの代償かよ！　たった二秒ほどの発動なのに、ここまで負荷が掛かるとは。

　そして、この痛みは暫しばらく続くのだろう。アトロポスの話だと、クールダウンタイムは一日ほどってことだし。

　本当に使いどころが重要なスキルだぞ、これは。

　尻もちをついたまま、そんな事を考えている一護に、葉桜は驚きよう愕がくの視線を向けていた。

　言葉もなく、ただ唖あ然ぜんとした表情のままで。

　一撃必殺。絶対の間合い、最良のタイミングで繰り出した桜花一いつ閃せんが弾はじかれたのだ。

　ルーキーの、しかもこんなふざけた装備のヤツに。

　カラン、と葉桜の背後で金属の音が響いた。宙を舞っていた三み日か月づき宗むね近ちかが地面に落ちた音、つまり、葉桜の敗北の音だった。

「勝負あり！　勝者、イチゴくんっ！」

　それを肯定するラキシスの声が高らかに響き渡った。

　広場は静寂に包まれていた。いつの間にか、一護と葉桜を囲うようにして集まったギャラリーの数は百を超えている。

　そして、そのすべてが、目の前で起こった出来事が信じられなくて呆ぼう然ぜんとしていた。

　って、これはまずい！　自分が勝ったような印象が残ってしまうのは良くない！

「さ、さすが剣聖、祇ぎ王おう寺じさんです！　ものすごい勢いで突進してきたので、思わず尻もちついちゃいました！　その時、たまたま俺の刀が祇王寺さんの刀にぶつかって、偶然弾くことが出来ましたよ！　実力じゃぜんぜん敵かないませんね！」

　一護の声に「なんだ、そういうことか」「さすが運のパラメーターだけ高いことがあるな」「けど、こんな幸運、二度とないぞ」みたいな声があがる。

　剣聖がどうやったってこんなルーキーに負けるはずがないという常識と、一いち護ごの運だけがずば抜けて高い能力値が良い方に働いたみたいだった。

「けど、結果は結果。この勝負は俺の勝ち。ってことで、俺は塔の攻略を諦あきらめません。それは認めてもらいますからね」

　そう言って一護が立ち上がる。

「ぐっ……」

　ひとつの動作をする度に身体からだが悲鳴を上げるが、なんとか立ち上がることが出来た。

　葉は桜ざくらはそんな一護をじっと見つめていた。

　表情は驚きから悔しさへと変化している。

「私も剣聖と呼ばれる人間です。この結果は認めますし、自分の言葉には責任を持ちます。今後、あなたに塔の攻略を諦めろとは言いません。ただ、いくつか疑問があるので、少しお話をさせていただいて良いかしら？」

　葉桜の表情は悔しさから疑惑へと変わっていた。目を細めて、訝いぶかしげにじっと一護を見つめる。

「お、俺の方は特に話すことはないですから。と、とにかく、今後は俺に関かかわらないでくださいっ！」

　葉桜の問い詰めるような視線に晒さらされて、一護は慌てて背中を向け、体に鞭むち打うって走りだした。

　一歩進むごとに筋肉痛を何倍にも酷ひどくしたような激痛が走るけど、多分、このままここに残るよりはマシなはずだ。

「こ、こら！　ちょっと待ちなさい！　さっきのは何よ！　私は簡単に騙だまされたりしないわよー！」

　背中に聞こえる声はひたすらに無視して、脱だつ兎とのごとく一護は逃げ出した。




　──そして、この夜、この決闘デユエルの模様はセンセーショナルな出来事として全世界に発信されたのだった。








　　　　◇◇◇









「う～む」

　夜の八時過ぎ、千せん畳じよう敷じき家のリビングで一いち衣えは腕を組んで首を捻ひねっていた。

　テーブルの上にはホカホカのご飯、油揚げとワカメの味み噌そ汁しるに豚肉のしょうが焼き、イカと里芋の煮物と美お味いしそうな料理が湯気を上げている。

　全部一いち衣えが用意したものだ。

　八年前に父親を亡くし、それ以来、母と兄妹の三人で暮らしている千せん畳じよう敷じき家では、母親は朝早く夜遅い。なので、基本的に食事は兄妹のふたりで取ることが多く、夜ご飯の用意は小さい頃からずっと一衣の担当になっていた。

　ちなみに一衣の料理の腕は抜ばつ群ぐんだ。だから、今すぐにでも料理に手を出したいのだけど、そんな空気では無かった。

「ええと、一衣さんはさっきからなんで俺のことを難しい顔で見ているんだ？」

「お兄ちゃん、もしかして調子悪い？」

「え？　そ、そんなことないぞ？」

　そう言いながらも、一いち護ごは少し焦っていた。さっきの高こう速そく剣けん使用の後遺症で全身がバキバキなのだ。

　塔への挑戦を始めたことを一衣にバレないように気をつけていたつもりだったけど、どうやら誤ご魔ま化かしきれてなかったようだ。

「本当かな？　私の目には調子が悪そうに見えるんだけど。全身筋肉痛的な」

「ま、まあ、ちょっとそんな感じはあるかな。今日は結構身体からだを動かしたし」

　この程度の情報はまあ、いいだろう。変に全部を否定すると、そっちの方が怪しくなっちゃうし。

「それは今日帰りが少し遅かったことと関係があるんですか？」

　こちらが本命とばかりに一衣の目が鋭くなる。

　さて、どうしたものかな。一衣に深く追求されないように、かつ明日からも帰りの時間が遅くなることを伝えないといけない。

　となると、やっぱりいつもの手を使うしかないか。

「うん、関係あると言えばある感じかな。明日からも少し遅くなっちゃうと思う。友達の付き合いでね。けど、一衣のお世話を蔑ないがしろにするつもりはないぞ。一衣は俺の大切な妹だからな。一衣のことが何よりも一番大事だ」

　一衣の顔を見ながら、力強くそう言う。

「うっ。先手を打たれてしまいました。そう言われてしまうと、追及の手を緩めざるを得ません」

　効果はてきめんだった。一衣が嬉うれしそうにニヤニヤする。けど、こんなに扱いやすくて大丈夫なんだろうか？

　訪問販売とか、宗教の勧誘に騙だまされたりしないかとちょっと心配だ。まあ、今日のところはその扱いやすさのお陰で助かったけど。

「でもお兄ちゃん、身体は痛いんだよね？」

　一いち衣えが心配そうに小さく首を傾かしげた。

「うん。筋肉痛だと思う」

「そっか。これはいつも通り一緒にお風ふ呂ろに入って、いつものようにマッサージしてあげないとダメかな？」

「ってコラコラ。さもいつも一緒にお風呂に入っているような既成事実をちゃっかり作ろうとするな。一緒にお風呂に入ったのなんて十年くらい前が最後だろうが」

「じゃあ、今日は十年ぶりに一緒にお風呂に入るってことで」

「却下」

「ええー、なんでよー。辛つらそうなお兄ちゃんの身体からだを少しでも楽に出来ればという妹の愛情たっぷりの提案なのにー」

「その気持ちは嬉うれしいけど、年頃の兄妹は普通一緒にお風呂に入ったりはしないから」

「うー」

「唸うなってもだめ」

「お兄ちゃんのケチー。そのうち一緒に入らないといけなくなっちゃうかもだから、妹としては今のうちに練習しておいた方が良いと思うんだけどなー」

「え？　そのうちって？」

「んと、私の手とか動かなくなっちゃったら」

　手まで動かなくなったらお風呂どころか、生活のほとんどを一緒にしてあげないといけなくなる。

　そのことに億おつ劫くうに感じたり、嫌だと思うことは無い。一衣の為ためだったらどんなお世話だって喜んでしてあげるつもりだ。けど、

「なら、その練習は却下だ。俺は一衣の病気が治ることを信じてるからな」

　今から一衣の手が動かなくなった後のことなんて考えたくなかった。そして、そんな未来を肯定したりはしない。

「それは私もだけど、でも……」

「でも、も却下。一衣の病気は絶対に治る。それだけを信じてなさい」

　一いち護ごは真っ直ぐに一衣を見つめる。一衣は困ったような笑みを浮かべた後、こくん、と頷うなずいた。そして、

「そもそも、兄妹が一緒にお風呂に入るのに理由とか必要なこの世の中がオカシイんですよ！」

　少ししんみりとした空気を壊すように、ぷくっと頬ほおを膨らませて拳こぶしを振り上げた。

「いやいやいや、俺は一衣の頭がオカシイと思うぞ」

　そう言いながらも、一衣が本当に望むのであれば、いつか一緒にお風呂に入ってあげるのも良いかもしれないな。それで一衣が喜んでくれるのならば。

　一いち護ごはそんな風に考えていたのだった。







幕間　──一衣の日記一日目──




　ここのところ、病気の進行が急激に早まってきてしまっている。

　石化病。体中が石のように硬くなってしまい、やがては死に至るという奇病。私がかかっている病気。世界でもこの病気にかかってしまった人はほとんどおらず、データの数が多いわけではないけど、この病気を発症してから死に至るまでは大体十年らしい。

　そして、その進行は最後の二年で急速に早まるようだ。

　私がこの病気にかかってしまったのは今から八年前。つまりデータとぴったり当てはまってしまうわけで。だから、私の身体からだはこれからどんどん動かなくなっていってしまうだろう。そして、死というものを現実的に意識していくことになると思う。

　正直に言えば怖い。

　怖いし、悲しいし、苦しいし、なんで私なんだろうって気持ちもある。

　けど、それを嘆いているだけではきっと何も残せないだろうから、私は少しだけ頑張ってみようと思った。残された時間を笑顔で過ごすために、最期の時に楽しい人生だったと胸を張れるように、頑張ってみたいと思う。

　だから、今日から毎日、日記をつけてみようと思った。

　これは、いわば決意表明みたいなものだ。

　今日一日にあったことを日記に書こうと常に思っていれば、色々と行動的になれるだろうから。毎日、楽しく過ごそうって思えるだろうから。

　あとは自分が死んでしまった後に、自分の生きていた証あかしを誰か──まあ、お兄ちゃんなんだけど──に見てもらいたい、覚えておいて欲しいって気持ちもちょっとある。

　これは、ある意味、呪のろいみたいになっちゃうのかな？　重たいかな？　とは自分でも思うけど、それくらいは許して欲しいな、なんてわがままを言ってみたり。

　ということで、さっそく今日のことを書いてみようと思うんだけど、日記に書けることって基本的にはお兄ちゃんの事しかないんだよなー。

　病気の症状で私の足は膝ひざから下の感覚がまるで無くなってしまった。なので、私の居場所は大抵お布団の中か車くるま椅い子すの上だ。

　学校にも行けなくなっちゃったから基本的にはずっとお家で過ごしている。

　お父さんが亡くなってから、お母さんは毎日朝早くから夜遅くまで働いてくれている。私とお兄ちゃんを育てるために、身を粉にして働いてくれている。本当にありがたい。

　そして、お母さんがお仕事で忙しいため、私のお世話をずっとしてくれているのがお兄ちゃんなのだ。

　もちろんお兄ちゃんには学校があるから、私の相手をしてくれるのは朝、学校に行く前と、夜、学校から帰ってきた後だけだけど。本音を言えばちょっと寂しい。けど、そこは我慢。お兄ちゃんだって自分の時間を割いて私のお世話をしてくれているのだから。

　どんなに感謝をしても、し足りないくらいに感謝している。

　お兄ちゃんが居てくれるからこそ、私はグレないでいられているのだと思うから。

　そういう意味では、きっと私は凄すごい幸せものだ。

　だって、私のお兄ちゃんは私にしかいないのだから。これってもの凄い奇跡だと思う。

　もし、お兄ちゃんの妹が私じゃなくて、別の女の子がお兄ちゃんの妹になっていたとしたら、私はきっとその女の子にもの凄い嫉しつ妬とをしていただろう。

　思わず呪ってしまうかもしれない、なんて。

　それくらい、私はお兄ちゃんのことが大好きで、お兄ちゃんの妹に生まれてこれて幸せだと思っているのだ。

　ってこの日記、本当にお兄ちゃんことばかりになってしまっている。しかも私の溢あふれんばかりのお兄ちゃん愛が赤せき裸ら々らすぎる。

　う～ん、将来的にこれをお兄ちゃんが見ることを考えると、この内容はどうなんだろう？　とちょっと考えてしまう。

　けど、ま、いっか。私が日記に書きたいのはお兄ちゃんのことなんだから。

　こうしてお兄ちゃんのことを書いているだけで、自然と頬ほおが緩んでしまうのだから。

　あ、そういえば今日、少し心配な事があった。お兄ちゃんの帰りが遅かった事と調子が悪そうだった事だ。

　お兄ちゃんは誤ご魔ま化かしているようだったけど、すごくダルそうだったし、身体からだもかなり痛そうだった。明日以降も帰りが遅くなるって言ってたし、何か変なことに巻き込まれているんじゃないかなと勘ぐってしまう。

　お兄ちゃん、まっすぐって言うか、正義感が強くて熱血なところがあるからなあ。

　今までも何回か変な揉もめ事ごととかに巻き込まれていた事があるから少し心配だ。

　今日は素直に訊きかないでおいてあげたけど、あとで、やんわりと探りを入れてみよう。

　と、今日の所はこのくらいにしておこうかな。なんか思ったよりも長くなっちゃったし。まあ、私のお兄ちゃん愛を考えれば、この程度の長さじゃ全然足りないけど。

　本気で書こうと思えば、夜通しで書き続けられる自信もある。

　けどまあ、それは今後の楽しみにとっておこう。なんせ、これから二年間、毎日お兄ちゃんのことを日記に書けるのだから。

　ということで、おやすみなさい、お兄ちゃん。


千せん畳じよう敷じき一いち衣え









２章　──白の騎士団と六本腕の怪物──




　──翌日の早朝。

　この四月から、東京都豊島区西池袋にある私し立りつ律りつ教きよう学がく園えんの二年生に進級した一いち護ごは、生徒会室で書類整理の仕事をしていた。

　律教学園生徒会書記、それが今の一護の肩書だ。

　去年、ひょんな事から生徒会に所属するようになって、進級すると共に書記の役職に任命されたのだ。

　律教学園の生徒会は早朝、授業が始まる前に生徒会業務を行うのが日課になっている。

　ので、他の生徒たちよりも一時間ほど早く登校するのが決まりだが、一護はそれよりもさらに三十分ほど早く登校するのが習慣になっていた。

　去年、唯一の一年生ってことで鍵かぎ当番に指名されて、それからその時間に登校するのが習慣になってしまったのだ。

　一護の住むマンションは律教学園から徒歩で三十分ほどの距離にある。池袋の駅前の明治通りを北へ進み、六ツ又陸橋を越えて西にし巣す鴨がもの駅とのちょうど中間のあたりだ。

　ビッグターミナルである池袋駅徒歩圏内でありながら、ここまで離れると歓楽街の空気は無くなり、比較的住みやすい環境になっている。

　とは言え、朝の通勤ラッシュの時間は駅周辺の道が混みあうので、であればあまり人通りの多くない時間に登校した方が気持ち良いと言うのが一つ目の理由。

　そしてもうひとつ、というよりも圧倒的に本命な理由が──、

　ガラリ、と生徒会室のドアが開く。

　一いち護ごはそわそわしながらドアの方に視線を向けた。

　何度経験してもこの瞬間は緊張するし、胸が高鳴ってしまう。

「おはよう、千せん畳じよう敷じきくん」

　心地よいソプラノの声と桜のような香りが生徒会室に流れてくる。

「お、おはようございます、先輩！」

　生徒会室に入ってきたのは律りつ教きよう学がく園えんの生徒会長──祇ぎ王おう寺じ葉は桜ざくらだった。

　塔での凛り々りしい姿も綺き麗れいだったけど、学校の制服に身を包んでいてもやっぱり抜ばつ群ぐんに可愛かわいいなあ。凛りんとしていて、かっこ良くて、思わず視線が吸い寄せられてしまう。

　整った容姿に素晴らしいプロポーション、生徒会長を務める優秀さとリーダーシップの高さ、それでいて剣道の腕前は全国レベルという抜群の運動神経に、塔で『剣聖』とまで呼ばれる知名度の高さ。

　塔内での冒険風景はテレビやインターネットなどの人気コンテンツとなっていて、有名な塔覇士ハンターはちょっとした芸能人やスポーツ選手なんかよりも、よっぽどスターとして扱われているのだ。

　その中でも葉桜の人気は凄すさまじく、まさに学校の──といより普通に国民的アイドルと言っても良いくらいの女の子だ。

　そんな葉桜とほんの十五分程度だけど二人っきりで作業が出来る。それが一護がみんなよりも三十分も早く登校している一番の理由だった。

　葉桜は背筋を伸ばした美しい姿勢で歩き、自分の席へと腰を下ろした。

　そして鞄かばんからノートを取り出して机の上に置き、髪を掻かきあげて耳に掛け、小さく息をこぼす。

　そのひとつひとつの行動が絵になっていて、見ているだけで幸せな気持ちになる。

　けど、葉桜の表情はいつもと比べると少し冴さえないようだった。というか、明らかに機嫌が悪いような。

　──理由は、訊きくまでも無いよな……。

　間違いなく昨日の、一護との決闘デユエルが原因だ。

　あれから塔での話題はあの決闘のこと一色になった。

　もちろん、誰も一いち護ごが実力で葉は桜ざくらに勝ったとは思っていない。けど、葉桜が敗北したことも事実だ。

　結果、葉桜の名声は大幅に低下した。

　塔の至る所で葉桜のことを馬鹿にするような話が聞こえてきたし、特に白の騎士団とライバル関係にある梁りよう山ざん泊ぱくの面々は声高らかに葉桜と白の騎士団のネガティブキャンペーンを展開していた。

　その声は逃げるようにして塔から退却した一護の耳にも届いていたのだ。葉桜の耳に入らないわけがない。

　それは決して気分の良いものでは無いよな。

「──っていうか、私の話を聞いてる？　千せん畳じよう敷じきくん」

「へ？」

　いつの間にか葉桜が鋭い視線を一護の方へと向けていた。口元が微かすかにへの字に曲がっている。

　どうやら、葉桜が声をかけていたらしい。

「え、あ、す、すみませんっ！　ちょっと考え事してて聞いてませんでした」

「ほほう？」

　葉桜の大きな目が細められて、唇が尖とがる。













　普段はあまり感情──特に怒りや不満などの負の感情をおもてに表さない葉は桜ざくらには珍しい表情だった。

「なるほどなるほど。千せん畳じよう敷じきくんは先輩である私の話よりも、自分の考え事の方が大切なんだ？」

　ちょっと拗すねたような声だった。

　こんな態度をとる葉桜は本当に珍しかった。そして、そんな姿さえ──というよりも、そんな新鮮な姿は普段よりもさらに葉桜を可愛かわいく見せていた。

「そんなことないです！　先輩とお話する方が何倍も大切ですっ！　何時間でも話していたいくらいですよ！」

「うっ……せ、千畳敷くんって変なところでストレートよね」

　葉桜がちょっと照れたように顔を赤くしながら髪の毛の先をイジる。

「はい？　ストレート？」

「なんでもないわよ。で、千畳敷くんの名前って確か一いち護ご、だったわよね？」

　何気ない感じで葉桜が訊きく。けど、その瞳ひとみはじっと探るように一護を見ていた。

「そ、そうですけど」

　一護の心臓が大きく跳ねる。

　──も、もしかしてバレた!?

　思い返してみれば、昨日の決闘デユエルの時、審判役のラキシスさんが俺のことをイチゴって呼んでいたよな。

　聡そう明めいな先輩のことだ。そこから俺の正体に気づく、ということもあるかもしれない。

　葉桜の目に凝視されながら、一護の背中には冷たい汗が伝っていた。

　もし問い詰められたらどうやって誤ご魔ま化かそう。そんなことをぐるぐると考えていると、

「あのさ、殴っていい？」

　あまりにも予想外の言葉が葉桜の口から零こぼれた。

「へ？　って、ええっ！　い、嫌ですよ！　なんでですか!?」

「なんでってムカつくんだもん！　イチゴって名前のあの男！　あー、もー、ムカつくー！　まじでムカつくー！」

　葉桜がバンバンと机を叩たたく。

　それは本当にいつもの葉桜の姿からはまるで想像もできない、子供っぽい仕草だった。

　正直、ちょっと可愛い。

「え、ええと、すみませんでした」

　取りあえず一護が謝ると、葉桜はぷくっと頬ほおを膨らませる。

「なんで千畳敷くんが謝るのよ？」

　昨日、決闘で先輩のことを倒してしまったからです、なんて言えるはずもなく、

「なんか、俺の名前が先輩を不機嫌にさせてるみたいですから」

「じゃあ殴らせてよー。謝るくらいなら殴らせてよー。イチゴって名前なんだから殴らせてよー」

「そ、それは勘弁願いたいんです！　っていうか横暴です！」

　一瞬、葉は桜ざくらに殴られるんだったらある意味ご褒ほう美びかな、なんて思ったりもしたけど、やっぱり考えなおした。

　その扉はきっと開いてはいけない扉だから。

「そ、そもそも、イチゴって名前の人と何があったんですか？　先輩がそこまで取り乱すの、初めてみましたよ。なんか言動が子供っぽいですし」

「……あっ」

　一いち護ごに言われ、自分の失態に気づいた葉桜は顔を赤くしながら「こほん」と可愛かわいく咳せき払ばらいをして、

「な、なんでもありません！」

　誤ご魔ま化かすようにそう言った。少し声が上ずっていた。

「いや、なんでもないって……」

「ほ、本当になんでもないの！　い、今のはあれよ。真面目まじめに朝一番で生徒会のお仕事を頑張ってくれている後輩とコミュニケーションを取るための小粋なジョークみたいなものよ！　わ、私が本気でそんな子供っぽい八つ当たりするわけないじゃない。子供じゃないんだから」

　いや、さすがにその誤魔化し方は無理があるんじゃ、とは思ったものの、葉桜が頬ほおを膨らませながら「余計なことを指摘したら怒るわよ」という視線で睨にらんでくるので口をつぐんだ。

　その仕草がますます子供っぽいですよ、とはとても言えない。

（けど、先輩ってこんな風に怒ったり恥ずかしがったり誤魔化したりするんだ）

　一護の中で葉桜の印象が大きく変わっていた。もちろん、良い方に。

　一護が葉桜と出会ってからの一年間、葉桜はほぼ完かん璧ぺきと思える女性だった。ただ、完璧であるが故に、どこか取っ付きにくく、冷たく感じる部分があったのも確かだ。

　気安く接してはくれるけど、本心の部分は決して見せない、みたいな。造り物めいた美しさが葉桜のイメージだったのだ。

　でも、葉桜にもこんな風に人間くさい部分がある。隙すきを見せることもある。そんな姿を見れたことが一護には嬉うれしくて、思わず頬が緩んでしまった。

　それは、葉桜との心の距離感が縮まった証あかしといえるものだから。

「何をニヤニヤしてるのかしら、千せん畳じよう敷じきくん？」

　葉桜がジト目で一護を睨む。

「べ、別にニヤニヤなんてしてないですよ」

「ふ～ん、そう？　私の目にはニヤニヤしてるようにしか見えないんだけどぉ？」

　頬ほお杖づえをつきながら、唇を尖とがらせて拗すねる。

　その姿がまた可愛かわいらしくて、一いち護ごの頬は更に緩んでしまう。

「あの、なんでしたら本当に話、聞きますよ？　他人に話すことによってストレスの発散になったりしますし」

「いい。話したら思い出しちゃってますますイライラしちゃうから」

　葉は桜ざくらはそう言って、再び生徒会の資料へと視線を落とす。けど、すぐに、

「あーもー、それにしても私の三年間が……。苦労に苦労を重ねた戦闘の成果が……」

　ぶつぶつと呟つぶやきだして、

「あのダンボール男、次に会ったら絶対に捕まえて色々と問い詰めてやるんだからっ。今度は逃さないんだからね」

　そんな葉桜の声を一護は気づかないフリをした。
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（はぁ、マジで眠い……）

　あまり抑揚の無い、まるでお経のような老教師の教科書を読む声も原因のひとつだろう。

　窓から差し込んでくる、春の午後の暖かな日差しも当然原因のひとつだ。

　けど、この眠気の一番の要因は昨日のアレだろうな。

　高こう速そく剣けん──身体からだに負荷がかかるとは聞いていたけど、ここまで日常の世界にも大きく影響してくるとは思ってもいなかった。

　アトロポス曰いわく、『こっち側の世界用に身体を構築し直しましたけど、ベースになっているのはタイカ──つまり一護さんの魂そのものですので、こっちの世界でダメージを受ければ、当然一護さんたちの世界の身体にも起こります。一番わかりやすいのはこっちで死んじゃえば、あっちでも死んじゃうってことですよね』とのことだ。

　昨日に比べればだいぶマシになっているけど、全身の筋肉痛的な痛み、倦けん怠たい感かんはなかなかのものだ。

　特に一番酷ひどいのが精神的な疲労で、油断をするとすぐにでも意識を失ってしまいそうだ。

　これは、現実世界でまともな生活をする上でも、高速剣の使用タイミングはちゃんと考えていかないとな。

　その影響で居眠りばかりして成績を落としでもしたら、塔に挑戦していることが母親にバレてしまう可能性もあるし。

（……母さんは、俺が塔に入ることを絶対に許してくれないだろうからな）

　とりあえず、今はこの拷問のような授業を何とか乗り切らないと。

　新学年での新学期が始まってからまだ一週間、居眠りをするのはさすがにちょっとどうかなって思うわけで。

　ってことで、無む理り矢や理りにでも眠気を覚まそうとピンと背筋を伸ばした。

　気を張っていればその内、目も覚めてくるだろうと意識を集中したところで、

　──ん？

　一いち護ごは背中にじーっと視線が浴びせられているのを感じた。

　最初は気のせいかな？　とも思ったけど、五分経たっても、十分経っても見られている感じは消えなかった。

　一護の席は、一番窓際の列の後ろから二番目にある。つまり、一護の後ろにはひとりしか座っていない。

　牧まき野のヶが池いけ淡あわ雪ゆき。それが後ろに座っている女の子の名前だ。

　その名前にぴったりな淡い白金色の髪をツインテールにした、色白でビスクドールのような女の子だ。

　圧倒的に整った容姿から、始業式の日には主に男子連中の注目を集めていたけど、基本的には誰とも絡まない、会話も必要最低限しかしないという徹底的なバリアの張りっぷりで、今では話しかける猛も者さもいなくなっていた。

　一護も会話をした記憶は、始業式の日に「よろしく」と一言声を掛けたくらいしかない。

　しかも、それに返事は無かったので、会話にカウントして良いものか悩みどころだし。

　昨日まではこんな風に視線を感じることは無かったんだけど。

（俺、牧野ヶ池さんに何かしたかな？）

　考えてみても、思い当たることは何一つなかった。

　それも当然だ。牧野ヶ池さんとまるで絡んでないんだから。

（ってことは、やっぱり気のせいか？）

　確認してみたいけど、このタイミングで振り返ってみる勇気はさすがに無いし、「何か俺に用？」なんて訊きくことはもっと出来ない。

（でも、この感じ。やっぱり絶対に見てるよな？）

　結局、背中に感じる視線は、授業が終わるまでずっと突き刺さったままだった。
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　東京聖塔トウキヨウジグラートは新宿中央公園の中に立っている。池袋駅から山手線で新宿駅へ、さらに大江戸線に乗り換えて一駅の都庁前駅が最寄りの駅だ。

　この辺りはもともと高層ビル街であり、都庁を中心に有名ホテルやタワーマンション、複合商業ビルが建ち並んでいた区画ではあるが、聖塔が現れたことによって、さらに大きく発展していた。

　首都圏以外や海外から塔へ挑戦に訪れる人向けに、ロングステイ用のゲストハウスや大規模宿泊施設などが大量に作られ、新宿駅ほか、池袋や渋谷、上野、東京などのビッグターミナルからは直通のシャトルバスが運行されるなど、都政が中心となって交通動線の強化もされた。

　実際、塔が現れてからの一年間でこの地域を中心に東京を訪れる人の数は一気に膨れ上がった。飲食店やグッズショップなどが公園沿いに並ぶようになり、ちょっとしたテーマパークのような賑にぎわいを連日みせていたのだ。

　やがて塔での死亡率が問題視されるようになり、新しい挑戦者の数もぐっと減りだした辺りから『このような危険な場所を行政が支持するのは如何いかがなものか』という声が出始め、シャトルバスの運行の中止、また行政が運営していた宿泊施設の閉鎖など、塔に対する負の面も多く現れるようになった。

　しかし、それで賑わいがまるで無くなったのかと言えばそうでもない。盛り上がりが沈静化しているのは間違いないが、観光地としては依然人気があり、外国人向けの観光であったり、地方学生の修学旅行先としては定番になっているし、テレビドラマや映画のロケ地としても頻繁に利用されている。

　さらに有力な塔覇士ハンターはアイドルやスポーツ選手と同じように絶大な人気を誇り、確実に塔覇士に会える場所として出待ちのメッカになっていたりもするのだ。それはそれで、別の大きな問題となってはいるのだけど。

　そんな塔に関する大きな問題として、未成年者の挑戦を認めるかどうか、というものがある。塔が現れた当時から未成年の挑戦は全面的に禁止するべき、という声はあったし、危険性が露見してからは、その声はさらに大きくなった。

　しかし、葉は桜ざくらを筆頭にすでに塔覇士として活躍していた未成年者の数も少なくなく、様々な思惑が絡み、長い議論が交わされた結果、新規での十六歳未満の挑戦は全面的に禁止。そして21時半以降の塔での活動は禁止、という条件のもと挑戦は許される事となった。

　塔内がより危険と判断されれば全体的に条件を見直すという特記事項付きではあるが。

　というわけで、高校生である一いち護ごは遅くとも21時半には塔から出ないといけない為ため、平日に塔の攻略に費やせる時間はあまり多くない。

　放課後になると同時に学校を飛び出し、最短ルートで塔へと急ぐ。そして、駆け足で塔の入り口をくぐると、昨日と同じようにアトロポスが陣取るエントランスへと転送された。

「やりましたねー、一いち護ごさん！　たった一日にして、塔内の話題を独り占めですよー。さすが高こう速そく剣けんの使い手！　私の眷けん属ぞくなだけあります！」

　そして、やたらとハイテンションなアトロポスに出迎えられた。その頬ほおは興奮で紅潮している。

「話題を独り占めって言っても、俺じゃなくて先輩──祇ぎ王おう寺じさんの方だと思うけど」

「それはそうなんですけどねー。けど、そのキッカケを作ったのは間違いなく一護さんですから。どうでした、高速剣の威力は？」

「うん、凄すごかったよ」

　一護の目もく論ろ見み通り、世間的にはラッキーパンチがたまたま当たったって認識になっている。でも、それでも葉は桜ざくらが負けたことがここまで大きなニュースになっているってことが、高速剣の凄さを物語っていた。

　葉桜が決闘デユエルで敗北するってことは、それくらいに起こりえないってことなのだから。

「その後の反動も凄かったけどね」

　昨日、一護が一度も冒険をせずに塔を出たのは、決闘の話題が大きくなり過ぎて居づらかったってのが半分、そしてもう半分が反動が大きすぎてまともに身体からだを動かせるような状態ではなかったからだ。

「まあ、全身の筋肉や神経、脳などを限界以上に活性化させてますからね。反動はやっぱり来ちゃいますよ。それも成長することによって多少は抑えられるようになるんですけど。ってことで、レベルアップタイムの時間ですよ！　昨日、葉桜ちゃんに決闘で勝っちゃったので、もの凄いレベルアップをしてますよ。ほら、パーソナルカードを見てみてください！」

　アトロポスが一護のパーソナルカードに触れると、眩まばゆい光を放った後、カードに記載されている能力値が変化した。

　カード上段のレベル１と表記されていたところがガンガンあがっていき、一気にレベル20まで上昇した。

「おおっ！」

　なんかはぐれてるメタルなんちゃらを倒したような気分だ。ちょっと気持ち良い。

　それに合わせて、筋力などの他の能力値も変化していた。




筋力　　　　：27

敏びん捷しよう性せい　　　：56

生命力　　　：38

思考速度　　：59

魔力　　　　：５

運　　　　　：92




「ええと、これは順当に成長した、ってことで良いのかな？」

　ざっと計算してみると、筋力が＋２、敏びん捷しよう性せいが＋３、生命力が＋６、思考速度が＋３、魔力が＋１、運が＋１だ。

「あ、あはは。これは、びっくりするくらい成長率が低いですねー」

　さすがにアトロポスが気の毒そうな表情を浮かべる。

「そうか、成長率低いんだ」

　そうだよな。一気に19もレベルが上がってるのに、全部合わせて16ポイントしか能力値が上昇してないのって、低いよな。

　単純計算で、レベルが上がってるのに能力値がひとつも上がってないことが三回もあるってことだし。

「ああ、でもでも、残りタイカが15も増えてますよー！　これって凄すごいことですよ！」

　興奮気味にアトロポスが指差す先を見ると、確かに、残りタイカ：15の文字があった。

「へえ。一いち護ごさんはかなり特殊な成長の仕方をするみたいですね。普通、レベルアップでタイカが増えたりはしないんですけど」

「へえ、そうなんだ？」

「はい。残りタイカって基本的には潜在能力の数値ですから、後から増えることは無いんです。だから、一護さん、凄いです！」

「その分、基礎パラメーターがまったく伸びてないから結果としてマイナスな気がするけど」

「そんなことないですよー。タイカを使えば基礎能力値のアップもできますから。伸び率で言えばちょっと低いですけど、その分、自分の好きなように上げることができるので狙ねらった通りの強化が可能です。たとえばこの15ポイントを全部、思考速度に振れば一気に74まで上がりますしね。そうすれば思考速度に関しては十分なレベルです」

「ああ、なるほど。普通のレベルアップだと、ひとつの能力に特化してパラメーターが上昇するってことは無いのか」

「はいです。一回のレベルアップで、六つの能力値の内の二つが、１か２上昇するというのが普通の人の平均です」

　最初に割り振られたパラメーターがそのままのバランスで上昇していくのが普通の人。

　に対して、俺はある程度自由に、例えば特定のパラメーターに特化したようなビルドが可能になるってわけか。

「他にもタイカでスキルを取得するって選択肢もありますし──って、そうでした。一護さんは高こう速そく剣けん以外のスキルが表示されていないんでした」

　アトロポスがパーソナルカードの表面をスワイプさせて、スキル欄を表示させる。

　そこには相変わらず『高こう速そく剣けん』が表示されていた。





◆高速剣ｖｅｒ．２



高速剣の速度上昇率を向上させ、また一度だけクールダウンタイムを無視することができる。しかし、使用者に掛かる負担はさらに大きくなる。

必要タイカ：30




「おおお、なんとバージョンアップ情報まで出てるじゃないですか！　このスキル、本当に一いち護ごさんと相性が良いんですね。これにしましょう、これに！」

　興奮気味にアトロポスがまくし立てた。

「い、いやいや、これにしましょうって、タイカ足りてないから」

「あー、そうですね。残念です……」

　アトロポスがしょんぼりと肩を落とす。

　そんな顔をされると非常に申し訳ないような気持ちになるんだけど。

「ま、まあ、今回はタイカの割り振りをしないで、あと15ポイント貯ためて高速剣をバージョンアップさせるってのはありかもね。タイカを貯めておくことはできるんでしょ？」

「ええはい、それはもちろん。ただ、あと十五ポイント貯めるのはかなり大変だと思いますよ。単純計算しますと、レベル40くらいにしないといけないってことですから」

「レベル上げってそんなに大変なの？」

　昨日、たった一回バトルをしただけで一気に20まで上がってしまったから、正直その辺の感覚はよくわからなかった。

「かなり大変です。ええとですね、昨日、一護さんが葉は桜ざくらさんから奪った経験値ですが、これを怪物を倒しながら貯めようと思ったら、毎日きちんと冒険をして、早い人で三年、普通の能力の人だったら五年くらい掛かる計算になります」

「さ、三年っ!?」

　そう言えば、今朝学校で葉桜がどんよりとした顔で「私の三年間が……」と呟つぶやいていたのを一護は思い出した。

　それは、確かに恨まれてもしょうがないと言うか。

「今、残っている塔覇士ハンターの平均のレベルが30くらいです。トップクラス──つまり神器適合者レジエンダリーマスタークラスで60程度。葉桜さんは昨日、一護さんに経験値を奪われたので一気に40台まで下がっちゃいましたけど」

「そ、そうなんだ……」

「レベルがあがればあがるほど、次のレベルアップに必要な経験値は増えますし、逆に怪物を倒して手に入る経験値は下がってしまいます。なので、どんどんレベルは上がりづらくなると思って下さい」

　つまり、タイカをあと15ポイント増やそうと思ったら、三年以上は確実にかかる計算になるわけだ。

「まあ、二十五階を無事攻略して、上の階に行けるようになればより強力な怪物も出てきますので、多少はレベルアップもしやすくなると思いますが。それで、どうします？　基礎能力値をアップしますか？」

　アトロポスが小さく首を傾かしげる。

　一いち護ごは腕を組んで少し考えたあと、首を横に振った。

「いや、今回は様子見にしておこうと思う」

　高こう速そく剣けんのバージョンアップはやっぱり魅力的だし、

「まだ一回も塔の怪物と戦ってないから、取りあえずこのまま少し冒険してみて、厳しそうだったら能力値を上げるよ」

「おお、なかなかに懸命な判断ですね。では、このまま塔覇士ハンターの街に転送してしまって大丈夫ですか？」

「うん、頼むよ」

「はい。では、いってらっしゃいませー。幸運をお祈りしてますっ！」
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「つまり、この私を更迭したいと？」

　葉は桜ざくらは胸を張ったまま、目を鋭く細める。

　場所は塔覇士の街の西側に位置する白の騎士団の本拠地、通称『白亜館』と呼ばれる屋敷の一室だ。

　葉桜の正面に立つのは齢よわい二十半ばほどの男。ウェーブのかかったやや重みのある茶色の髪を顎あごのあたりまで伸ばし、切れ長の目はどこか蛇のような陰険さを感じさせた。

　白金の鎧よろいに身を包み、腰には立派な西洋剣を下げている。いかにも騎士と言った風ふう貌ぼうだ。

　男の名をコベインと言う。

　葉桜には及ばないがかなりの剣技を誇り、塔では実力者として名を知られている。入団して僅わずか一年ながら、三年前から落ちぶれ傾向にあった白の騎士団を立て直し、その功績から一気にナンバー２まで上り詰めた男だ。

「いえ、そこまでは言っておりませんよ。ただ、このまま何の処分も無し、というわけにはいかないのでは無いでしょうかと提案をしているのです。聡そう明めいな団長さまに」

　口調は丁寧に、しかしその裏にある、これを機に葉は桜ざくらを団長の座から更迭し自分がその位置に座るという野望を隠しきれていないので、逆にその丁寧さが聞く者の不快感を増大させていた。

「提案ね。ものは言いようね」

　葉桜が吐き捨てるように言う。

　しかし、コベインの言にも一理あるのは事実だった。

　ギルドのトップであり象徴でもある葉桜がルーキーに、しかも前代未聞のダンボール装備という最弱ルーキーに、自分からふっかけた決闘デユエルで敗れたのだ。

　白の騎士団は笑いものとなり、ギルドとしての威厳がかなり低下したのは間違いない。

　さらに葉桜の経験値の多くが一いち護ごに奪われ、レベルを大きく下げた。

　純粋な力という部分においても同じ神器適合者レジエンダリーマスターである『混世魔王』や『星砕』に比べて『剣聖』が一段階落ちてしまったのも、これまた事実だった。

　名声的にも力的にもたった一日で大きな低下を招いてしまい、その原因はすべて葉桜にあるのだ。

　ギルドメンバーの中に葉桜に対して怒りを覚えたり、失望をしたりしている者がいてもおかしくなかった。

「あなたたちもコベインと同じ意見？」

　コベインの後ろに立つ四人の男たちに葉桜は声を掛けた。

　それぞれが白を基調とした鎧よろいに身を包んだ白の騎士団の幹部であり、創設期から支え続けた実力者たちだ。

　彼らもコベインと同じ意見であるならば、その意見を無視することは出来そうになかった。

　白の騎士団の意思決定は団長と副団長、そして幹部の四人のあわせた六名で行うというのがギルド創設期から定められた決まり事なのだから。

「私は副団長と同意見です。昨日から塔での話題の大部分が白の騎士団のこと──それも嘲ちよう笑しようや愚ぐ弄ろうなど我々を馬鹿にするものがほとんど。ここは団長に責任を取っていただきギルド内外に我々の覚悟を見せると共に、新団長のもとで名声を回復していくのが道理かと」

「ギルドのトップはやっぱ一番強いヤツじゃないとな。葉桜は昨日の敗戦でレベルダウン。レベルで言えばギルド内で四番目に落ちたわけだ。そんなヤツが団長やってるのはやっぱおかしいだろ？」

　コベインに賛同するのは二名。リュークとサカザキ。どちらも白の騎士団の現状に不満があり、大きく改革を求めているメンバーだ。

「俺は反対だな。白の騎士団の象徴は剣聖だ。それ以外に考えられない。失敗は誰にでもある。要はそれを取り返せばいいだけだ」

「私も団長は葉は桜ざくらさんが続けるべきだと思います。白の騎士団を作ったのは先代であり、その意思を継いだのは葉桜さんですから。失った信用はすぐに取り戻せます」

　葉桜を支持するのも二名。弦げん一いち郎ろうとクライン。

　塔の攻略は大切だけど、それよりも白の騎士団の結成理由である塔内の安全と秩序を守る為ための活動こそ大切、という部分に重きを置いているメンバーだ。

「なるほど。どうやら幹部の意見は真っ二つに分かれてしまったようですね」

　コベインが腕を組みながら、うんうんと頷うなずく。

「しかし、弦一郎さんもクラインさんも団長が失態を犯し、大きく信用を失ってしまったという部分に関しては依存はありませんね？」

　コベインの言葉に渋々といった感じでふたりが首肯する。

「そして、その信用は取り返すことができると？」

「当然だ。取り返せない失敗などない」

「なるほどなるほど。確かに失った信用を取り戻し、白の騎士団の名声を回復させることが出来るならば、団長の座を降りていただく必要はありませんね。私は別にクーデターを起こしたいわけではありませんから。ということで、どうでしょう？」

　コベインがにやりと、獲物を狙ねらう蛇のような残忍な視線を葉桜に向ける。

「どうでしょう、とは？」

「信用を取り戻していただけませんかね？　白の騎士団の団長『剣聖』は今でも塔内トップの塔覇士ハンターであると」

　芝居がかった言い回しに、リュークとサカザキも大げさに頷く。

　どうやらコベインは最初からこの展開に持っていくつもりだったのだろう。葉桜はそう気づいても、頷く以外の選択肢は無かった。

「具体的には何をすればいいわけ？　あのダンボール男と再戦して勝てばいいわけ？」

「いえいえ、あんな雑ざ魚こに再戦して勝ったところで何の意味もありません。勝てて当然ですからね」

　呆あきれたように肩をすくめるコベインに、葉桜は逆に小さく肩をすくめてみせた。

　世間的には一いち護ごの勝利はラッキーパンチによるものとなっている。けど、どんなに運が高かろうと、ただのラッキーで葉桜が敗北することは絶対にないのだ。

　あの瞬間、葉桜の目をもってしても一護の動きを捉とらえることは出来なかった。

　本当に一瞬だけだけど、葉桜には一護が自分のスピードを超えたようにしか思えなかったのだ。

　ただ見かけだけで判断してバカにしているようじゃ、あとで恥をかくのは自分よ、と心の中で忠告する。

「団長には誰の目から見ても偉業を達成したとわかることに挑戦していただきたいと思います」

「なに？　ひとりで飛ひ燕えんでも倒して来いと」

　竜たつ串くし飛ひ燕えん。二十五階のボスであり階段の番人。退けた塔覇士ハンターの数は百を超え、五年もの間、塔覇士たちを二十五階で足止めし続けているとてつもなく強い難敵だ。

「そうですね。それが出来れば間違いなく汚名を返上できると思いますが、私もそこまでの難題を押し付けたりはしませんよ。アレをひとりで倒すなんてことは不可能でしょうからね」

　コベインは口元をニヤリと釣り上げて、

「ですから、飛燕の代わりに、十五階に陣取っているユニークモンスター『アスラ』を是非ともひとりで退治していただきたい」

「なっ！」

　葉は桜ざくらは思わず呻うめいた。

　ユニークモンスター。それは十五階毎に出現する、その階のボス以上の強さを持つ特殊な怪物だ。

『聖域』と呼ばれる特別な場所に陣取り、三百人以上の塔覇士を死へと追いやった悪魔的な存在。

　各階のボスは次の階へと繋つながる階段を守っている為ため、必ず退治する必要があるが、ユニークモンスターは住処すみかである聖域に踏み込まない限りは襲ってこない。だから、塔覇士たちはその退治を諦あきらめスルーしてきたのだ。

「む、無む茶ちやな！」

「そうですよ。アスラがどれだけ危険な怪物かは、我々が一番よく知っているじゃないですか」

　弦げん一いち郎ろうとクラインがすぐさま声をあげる。しかし、コベインは涼しい顔でふたりの声を受け止めた。

「だからこそ良いのではないですか。今まで三百以上の塔覇士たちを血祭りにあげてきた憎き怪物、アスラ。我々、白の騎士団にとっては宿敵とも言える相手。そんな化け物をうちの団長がひとりで退治したとあれば、名誉回復どころか、その名声は揺るぎないものとなるでしょう。さらにアスラを倒せば大量の経験値を得られるでしょうから失ったレベルも取り戻せる。どうです？　いいコトずくめだと思いませんか？」

　コベインがつかつかと葉桜の至近距離まで移動する。

「どうします？　もちろん無理強いはしませんよ。アスラに挑戦する意気地もないようでしたらそう仰おつしやっていただいて構いません。その場合、当然団長の座から降りていただきますが。ギルド内の順列も、そうですねぇ、自ら弱小ルーキーに決闘デユエルを挑んだ上、敗北をするという無ぶ様ざまな姿を晒さらしたのですから最下位まで落ちていただきましょう。そして迷惑を掛けたギルドの皆さんに全身全霊でお詫わびをしていただきます。まさに全身で奴隷のようにね」

　粘ねば着つくような視線で舐なめるように全身を見られ、葉は桜ざくらは身震いした。悪寒が背中を走り抜ける。

　アスラをひとりで退治するなんて不可能に近い無理難題だ。難易度で言えば飛ひ燕えんを倒す事と変わらないと言える。

　むしろ危険度で言えばアスラの方が数段高い。無駄な殺生をしない飛燕に対し、アスラは残虐で人を殺すことに快感を覚える怪物なのだから。

　アスラと戦って死ぬか、団長の座をコベインに譲り渡し奴隷のような扱いを甘んじて受け入れるか。

　白の騎士団を脱退する、というのが一番正しい選択かもしれない。

　けど、葉桜にはその選択肢を選ぶことが出来ない。白の騎士団は、葉桜にとって命よりも大切と言えるくらいに大切な場所なのだから。

「わかったわ。アスラを退治してみせるわ」

　葉桜はコベインを睨にらみつけながら、腰に差した刀の柄つかをぎゅっと握りしめる。

「ほう、さすが剣聖。見事な覚悟です」

　コベインが愉たのしそうに口元を歪ゆがめる。

「団長！　こんな無む茶ちやな要求、受ける必要なんてないですよ！」

「そうです。汚名返上なら他の方法でも！」

　弦げん一いち郎ろうとクラインに向かって葉桜は首を横に振ってみせる。

「コベインとリューク、サカザキが賛成している以上、これはギルドからの正式な要求として受け入れざるを得ないわ。それに、ここまで強気な態度を取るってことは、すでにギルド内の過半数は懐柔済みってことでしょう」

　コベインが団長になった後の地位か金か、それとも奴隷扱いにした葉桜の身体からだか。何かを餌えさにして自分の味方に引き込んでいることは間違いない。

　それに、コベインの言った通りアスラは白の騎士団の宿敵とも言える相手。団員の誰もが、できる事であればすぐにでも縊くびり殺したいほど深い恨みを抱いている。

　そんな皆の気持ちを利用して、葉桜の汚名を返上するにはアスラの討伐こそが最適。今こそ我々の宿敵を団長の手によって討っていただこう！　くらいの空気をギルド内に作っているはずだ。

　悔しいことにコベインはそれくらいの根回しが出来るくらいには優秀なのだ。

　──どうあがいても、他に道はなさそうね。

「大丈夫。私はもう、あの頃の私じゃないから」

　ぴんと背筋を伸ばして、弦げん一いち郎ろうとクラインに微笑ほほえみかける。

「今度こそアスラを倒してみせるわ。そして、みんなのかたきを取ってくるから！」

　身を翻ひるがえして、部屋を後にする葉は桜ざくら。

「吉報を期待しておりますよ、団長さま。敵のラッキーパンチにはせいぜいお気をつけくださいませ」

　そんな葉桜の背中に、嘲あざけるようなコベインの声が掛けられたのだった。
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「大ニュース大ニュース！　剣聖がアスラ退治に向かったらしいぞ。それもひとりで！」

　情報収集をしようと酒場を訪れていた一いち護ごの耳にそんな声が聞こえてきたのは、二杯目のレモネードを飲み干した時だった。

　一気に酒場内がざわつく。

　周囲の反応からどうやらもの凄すごいニュースらしいけど、一護には何がどう大ニュースなのかわからなかった。

　剣聖ってことは先輩のこと、だよな？　それにアスラ退治って？

　一護が首を捻ひねっていると、背中を指でちょんちょんと突っつかれた。

　振り返ると、そこには同い年くらいの女の子が立っていた。ボサッとした青みがかった髪を肩のあたりまで伸ばし、猫耳型のカチューシャを付けている。

　目は大きくアーモンド形で、口元には楽しそうな笑みが浮かんでいた。

「こんにちはー、話題のお兄さん。良かったら情報買わない？」

　女の子はそう言って、小さく首を傾かしげた。

「え？　情報？　っていうか、キミは？」

「あー、ごめんごめん。ボクはクロネコ。情報屋をやっているの。なんか困惑してる顔だったから声を掛けてみたんだけど、いろんな情報、知りたくない？」

「それは知りたいけど」

　塔に来て二日目。昨日の決闘デユエルのせいで一気に知名度はあがったけど、どちらかといえばあまり好意的なあがり方では無い。

　ダンボール装備に最低ランクの能力値って印象が大きいため、ギルドに誘われることもなく、みんな一護を遠巻きに見ながらヒソヒソと内緒話をするだけだ。

　正直、まともに会話をできる相手もいなかったので、渡りに船なんだけど。

「情報屋ってことはやっぱお金がかかるんだよね？」

　そしてあいにく、一いち護ごにはほとんどお金が無い。昨日、挑戦開始のお祝いにとアトロポスから貰もらった１００セルカが財産のすべてだ。それも、このレモネード二杯で90セルカまで減っているし。

「当然。情報を仕入れるのもタダじゃないからね。危険もいっぱいだし。でもでも、今日は特別。今後とも仲良くしてくれるんだったらタダで色々教えてあげるよ。どうする？」

　クロネコと名乗った少女はそう言って人懐っこい笑みを浮かべた。ニカッと笑った口からは可愛かわいらしい八重歯が覗のぞく。

　なるほど、確かにクロネコだ、と一護は思った。

「うん、じゃあ頼むよ。ちょうど誰かに訊ききたいって思ってたところだから」

「剣聖とアスラのこと？」

　そう言いながらクロネコは一護の隣の席に腰掛けた。

　さすが情報屋、話が早い。一護が頷うなずくと、

「あ、そうだ。さっきタダって言ったけど、少しだけ報酬を要求してもいいかな？　そのダンボール装備を触らせて欲しいんだけど。なんせ話題沸騰中の面白装備だからね。感触を確かめてみたくって。触らせてくれたら、お兄さんの知りたいこと、何でも教えてあげる。どう？」

　好奇心いっぱいの表情でクロネコは一護の装備をじろじろと眺めた。

「そのくらいなら別に構わないけど」

「ほんと！　やった！　それじゃあ、遠慮なくー」

　クロネコはどうやって動かしているのか、頭の上の耳をピクピクさせながら、一護の装備にぺたぺたと触れてきた。

「うっわー、ほんとダンボールだー。正真正銘の紙だよ紙。これ、防具としての意味はあるのかな？　もしかして、凄すごい防御魔法がかかっていたりとか？」

「いや、かかってないよ。見たまんま紙装甲だって」

「へえ、そうなんだー。っていいの？　そんな重要な情報をタダでボクに話しちゃって」

「え？　重要な情報かな？」

　首を傾かしげる一護に、クロネコは大げさに肩をすくめてみせた。

「重要も重要、場合によったらかなり高値で売れちゃう情報だよ。だってお兄さんの装備は低防御力だよって証明しちゃったことになるんだから」

「ああ、そっか。なるほど」

　見た目がダンボールだからって本当にダンボールの素材で出来ているのか、さらに言えばその防御力がまんまダンボールなのかは自分以外は誰も知らないのだ。

　つまり、クロネコがさっき訊いたように、凄い防御魔法がかかってるかも、と想像する人がいてもおかしくないってことになる。

　って、それって、

「もしかして、カマかけた？」

　一いち護ごが尋ねると、クロネコが「てへへ」と舌を出した。

「もしかしたらポロッと喋しやべっちゃうかなって思ったんだけど、まさかここまでノーガードだとは思わなくてびっくりしちゃったよ」

「うわあ。抜け目ないね」

「まあ、情報屋ですから。お兄さんはもうちょっと色々と警戒した方が良いと思うよ。って、ボクが言うのもなんだけどねー」

　そう言って笑うクロネコの表情は本当に無邪気で、少し恐ろしさを感じさせる。この無邪気さがどこまで演技なのか、まるでわからないからだ。

「思いがけずいい情報を貰もらっちゃったから、ほんと何でも聞いて。特別にＳランクの情報でも教えてあげるから」

「じゃあ、まずはアスラについて詳しく教えて欲しいんだけど」

　名前自体は一護も聞いたことはあった。非常に強力な怪物で、今まで何人もの塔覇士ハンターが戦いを挑み、そのすべてが血祭りにあげられたという話だ。

　三年ほど前に雑誌や番組で取り上げられ、話題になっていたのを薄っすらと覚えている。

　けど、実際に塔の中ではどんな扱いになっているのか、その情報が欲しかった。

「アスラだね。えーと、アスラは一言で言えば超強い怪物だよ。十五階の聖域と呼ばれる部屋に住んでて、そこからは出てこない。だから聖域に入りさえしなければ安全なんだけど、逆に一歩でも聖域に踏み込んでしまったら生きては出てこれないって言われている。事実、過去に聖域に挑んだ塔覇士の数は三百を超えるけど、生還者はたったのふたりしかいないんだ。今ではアスラの聖域には近づくなっていうのが常識になっているね」

「どんな姿でどんな攻撃をしてくるとかは？」

「これが詳しくはわかんないんだよね。なんせ生還者がふたりしかいない上に、ひとりはすでに引退。もうひとりもあまり語ろうとしないから。一応、三つの顔に六本の腕を持つ怪物って言われてるね。遠距離では三つの顔から火炎、冷気、雷のブレスを吐き、近距離では六本の腕に持った神器クラスの武器で攻撃をしてくるとんでもない相手と」

　それが事実だとしたら、まさに怪物だ。遠距離、近距離ともにまるで隙すきがない。

「そのアスラに先輩──ええと祇ぎ王おう寺じさんが挑むって話になっているみたいけど、それは本当？」

「うん、本当みたい。さっき剣聖が準備を整えて十五階に向かったって情報も入ってきたし」

「それは、どうして？」

「これは最新すぎる情報だから、まだ完全に裏がとれてるわけじゃないんだけど」

　クロネコはそう前置きをしてから、言葉を続けた。

「どうやらお兄さんが原因みたいだよ」

「ええ、俺がっ!?　なんでっ!?」

「昨日の決闘デユエルでお兄さんが勝っちゃったから。あれで剣聖の──って言うより白の騎士団の名声が一気に下がっちゃった、ってのはお兄さんも気づいてるよね？」

　クロネコの言葉に一いち護ごは頷うなずく。

　昨日、今日と、塔では葉は桜ざくらと白の騎士団を嘲あざけるような声が頻繁に聞こえてきていた。

「多分、実際にはそれほど名声が落ちてるわけじゃないと思うんだけどね。でも、そう見えるように意図的に話を大きくしている連中がいる」

「もしかして梁りよう山ざん泊ぱくの連中が？」

　昨日の梁山泊の連中の態度を見ていると、白の騎士団のことをライバル視しているような印象があった。

　だから、ここぞとばかりに蹴け落おとそうとするのは十分に理解できる。

「そうだね。梁山泊がそういう扇動をしているのは間違いない。けど、実はもっと力を入れている連中がいるんだ」

「梁山泊以外に白の騎士団を貶おとしめたい連中が？」

「うん。それも身内にね」

　クロネコの目が鋭くなる。

「身内って、白の騎士団内にってことか？」

「うん。今の白の騎士団は一枚岩じゃないからね～。祇ぎ王おう寺じ葉桜を頭にギルド結成当初からの古参組が中心となった穏健派と、副団長であるコベインを中心とした過激派の間で派閥争いが起きていてね。昔は──白の騎士団が最強のギルドであった頃は圧倒的に穏健派の方が強かったんだけど、最近は白の騎士団自体が弱体化しちゃってて、復権のためにもやり方を変えていくべきだって過激派に付くメンバーが増えてるのよ。でも、剣聖という称号を持つ祇王寺葉桜の影響力は絶大だから、過激派としてはなかなか主導権を取れなかった。けど、その葉桜が昨日、ダンボール装備に身を包んだルーキーに決闘で負けるという大失態を犯してくれた」

「それを盛大にネガティブキャンペーンして、祇王寺さんの影響力を低下させようとしてるわけか」

「そういうこと。さらに、責任感の強い祇王寺さんに汚名返上を名目に無理難題を押し付けたんでしょう。失った名誉を挽ばん回かいするために、ひとりでアスラを倒して来い。それが出来ないなら団長の座を譲れ、みたいな」

　なるほど、そういうことか。

「……祇王寺さんはアスラに勝てると思う？」

「はっきり言って、百パーセント無理だと思う。ひとりで倒せるくらいなら、とっくの昔に退治されてるわ。それくらいアスラは強い」

　クロネコはきっぱりとそう断言した。その後、顔を曇らせる。

「それに、祇ぎ王おう寺じさんにとってアスラは特別な相手だから」

「特別？」

「さっき言った、たったふたりの生還者。そのうちのひとりが祇王寺さんなの」

「えっ！」

　思いがけない言葉に、一いち護ごは思わず大きな声を出す。

「三年前。当時最強を誇っていた白の騎士団は、その時の団長で葉は桜ざくらの父親であり当時の『剣聖』と呼ばれていた祇王寺雪せつ柳りゆう、副団長で神童の名をほしいままにしていた天才少女、祇王寺葉桜、他十八名の全二十名による精鋭を以もってアスラ攻略に挑んだの。しかし、結果は祇王寺雪柳を含む十九名の死亡。ただひとり生き残った祇王寺葉桜はあまりのショックから半年ほど精神障害を起こしてしまった」

「そんなことがあったんだ」

　普段の──学校で生徒会長を務めている葉桜の姿からはとても想像もできない過酷な過去だった。

「だから祇王寺さんの中でアスラの存在は強烈なトラウマとなっている。アスラを前にして、祇王寺さんが普段通りの動きをできるとはとても思えないわ。だから、多分、残念だけど、祇王寺さんは、もう二度と──」

　クロネコの言葉を最後まで聞く前に、一護は立ち上がっていた。

　もう二度と──その後に続く言葉が予想できてしまったから。

　一護は身を翻ひるがえすと、全力で酒場から駆け出した。

「あ、お兄さん、ダメだよっ！　余計なことをしたら、お兄さんまで死んじゃうっ！」

　そんな声は当然無視する。

　自分のせいで先輩が死んでしまうなんて、そんなことは絶対に許されないことだから！




　──間に合ってくれっ！　俺が到着するまで、無事でいて下さい、先輩っ！




　そう祈りながら、一護は転送施設のある東側の道をひた走った。
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「──くっ！」

　アスラの〝一の顔〟から鉄すらも焼き尽くさんばかりの業火が吐き出され、葉は桜ざくらは間一髪で横に転がり、それを避よけた。

　それでも、空気を伝わってくる熱で肌がジリジリと焼け、髪の先が少し溶けて焦げ臭い匂においが鼻を突く。

　しかし、葉桜に止まっている時間は無かった。

　間髪を容いれずに葉桜を襲うのは空気中の水蒸気さえも凍りつかせるほどの極寒の冷気。

　煌きらめきながら迫る『絶対零度の吐息ダイヤモンドダスト』は、見た目には綺き麗れいだが、カスリでもすればすぐにその箇所は凍りつき、凍傷を起こし、人体としての機能を一瞬で奪い去るだろう。

「はぁっ！」

　無む茶ちやな体勢から気合いと共に無理やりに身体からだを動かし、葉桜は何とかその一撃も避ける。

　その無理な動きに全身の筋肉が悲鳴を上げた。

　多分、筋の何本かは切れてしまっているだろう。けど、そんなことに構っている余裕はない。

『絶対零度の吐息』を吐いたアスラの〝二の顔〟が残忍な笑みを浮かべると、続けざまに轟ごう音おんが葉桜の鼓膜を震わせた。

　まずいっ！　と脳が判断する前に、葉桜は手に持った刀を地面に突き刺し、その場から飛とび退のく。

　直後、刀に直撃したのは雷だ。

　アスラ〝三の顔〟が放った雷が葉桜の刀に落ちたのだ。

　一瞬でも刀を放すのが遅れていれば、それは葉桜の身体に直撃していただろう。そうしたら今頃は確実にバーベキュー状態になっていた。

　事実、刀に落ちた雷から流れた電流の影響で、むき出しになっている部分の肌は火傷やけどを負っているし、電圧を受けた筋肉が硬直し身体の自由が奪われている。

　直撃を避けはしたものの、受けたダメージは決して小さいものではない。

（距離をとってもダメだ。まるで隙すきがない……）

　葉桜の顔からはボタボタと汗が滴り落ちている。すでに全身はボロボロ、満まん身しん創そう痍い状態だった。

（……かと言って、接近戦をしたって勝ち目は無いし）

　アスラの六本の腕に握られた武器は、そのひとつひとつが神器クラスと言っても良い。

　それを変幻自在に扱ってくる。それは神器適合者レジエンダリーマスターレベルの剣士を三人、同時に相手にしているのとまるで変わらないのだ。

　速度では分のある葉桜だが、相手に三人分の腕があるとなれば有利には働かない。

　なんせ上下左右の四方から斬ざん撃げきが襲いかかってくると同時に、防御用に二本の腕を残しているのだから。

　最初に二合打ちあっただけで、接近戦では圧倒的に不利なことを理解した。

　であれば、距離をとってからのヒット・アンド・アウェイ作戦をと思ったのだけど、それすらさせて貰もらえない。

（引いてもダメ。近づいてもダメ。まるで打つ手なしね）

　肩で大きく息をしながら、葉は桜ざくらは絶望的なため息をこぼす。

　──聖塔十五階。

　葉桜が立つこの場は通称『煉れん獄ごく』と呼ばれ、常に蒸気が立ち込めていた。

　四十度を越える高温と纏まとわりつくような湿気が容赦なく体力を奪うことから、塔覇士ハンターからも嫌われているエリアだ。

　特にアスラの住処すみかである『聖域』は三年前の白の騎士団壊滅事件以降、誰も近づきもしなかった、まさに地獄だ。

　広さは二百平方メートルほどの正方形の部屋で、部屋の至るところに直径一メートルの円柱型の柱が何本も立っている。

　柱によっては途中で折れていたり、血しぶきの跡があったりと、過去に激しい戦いがここであったことを物語っていた。

（本当に……どうしよう……）

　正直、甘く見ていた。

　あの日から──葉桜のすべてをアスラに奪われた日から三年。すでに心の傷は癒えていると思っていた。

　尊敬できる父と、たくさんの大好きな仲間たちに囲まれた、大切な思い出の場所である白の騎士団。

　それを──昔と変わらぬ、父の理想の元に作られた白の騎士団を守るために、毎日がむしゃらに戦い続けてきた三年間だった。

　大切な場所を守る。みんなのかたきを討つ。その為ためには強くなる。何倍も、何十倍も。

　そのためだけに心を奮い立たせ、身体からだにひたすら鞭むち打うった。ただただ強くなるためだけの努力を繰り返した。

　辛つらく苦しい毎日だったけど、その目的があったからこそ、心が壊れないでいられた。

　白の騎士団は、それだけ葉桜にとって大切な場所なのだ。

　だから、コベインなんかに団長の座を譲り渡すわけにはいかないし、自分が白の騎士団を出ていくことも考えられない。

　絶対に、この戦いから逃げるわけにはいかなかった。

　ひとりでアスラを倒す。それは無む茶ちやだとは思ったけど、無理だとは思わなかった。

　この三年間で心も身体も強くなったと──三年前の自分とは違うと、驕おごっていたのだ。

　けど、現実はどうだ？

　まるで歯が立たず、力の差は大人と子供──いやそれ以上に大きな隔たりがある。

　何よりも、心が負けていた。

　聖域に入り、アスラの姿を見た瞬間に、葉は桜ざくらは恐怖してしまったのだ。

　ガクガクと膝ひざが笑って、冷たい汗が背中を流れた。唇が無意識に震えた。

　それでもなんとか気持ちを奮い立たせ、大切な場所を守るために、みんなのかたきを討つために立ち向かった。

　その意気地さえも、今、打ち砕かれようとしていた。

「ハッハッハ、人間の娘よ。愉たのしませてくれるじゃないか。なかなかに見事な逃げっぷりだったぞ」

　身長三メートルはあろうかというアスラがゆっくりと葉桜に向かって歩みを進める。

　三つの顔、六つの血走ったギョロリとした目が葉桜を嬲なぶるように見る。

　耳まで裂けていそうなほど大きな口からはそれぞれ二本の鋭い牙きばが覗のぞいていた。

　真紅の髪は逆立ち、まるで怒りの炎が燃え盛っているように葉桜には見える。

　そんなアスラがニタリと笑った。

　嗜し虐ぎやく的な、ゾッとする笑みだった。

　その笑みを見た瞬間、葉桜の脳裏に強烈な恐怖の記憶がフラッシュバックした。

　それは、三年前のあの日、父親が、仲間たちが無残にもアスラに惨殺されていく記憶だ。

　ぼろぼろになり、血みどろになりながらも、何とか葉桜だけは逃がそうと盾になり、囮おとりになり、そして皆死んでいった。

　そして情けないことに、悔しいことに、葉桜の記憶に深く深く刻み込まれていたのは、そんな風に自分を守ってくれた仲間たちの勇敢な姿ではなく、仲間たちを残酷に切り刻むアスラの狂気と愉悦に歪ゆがんだ笑みだったのだ。

「お父さん、私……」

　怖い。

　死にたくない。

　戦わないといけないのに。

　白の騎士団を守らないといけないのに。

　みんなのかたきを討たないといけないのに。

　でも、怖くて、逃げ出したくて。

　けど、逃げることなんてできるはずなくて。

　この前に待っているのは──死だけだ。

　死。

　怖い、怖い。

「私、私……」

　絶望的な状況の中で、様々な感情が渦巻いて、葉は桜ざくらの瞳ひとみからは知らずと透明な雫しずくがこぼれ落ちていた。

　足が大きくガクガクと震える。

　──なにが剣聖だ。なにが神器適合者レジエンダリーマスターだ。

　一ひと太た刀ちすらまともに浴びせることも出来ずに、無ぶ様ざまに這はいつくばり、転げまわり、敵を悦よろこばすことしか出来ない。

　圧倒的に弱くて、どこまでも無力だった。

　臆おく病びよう者もので、泣き虫で、怯おびえ、竦すくむ、ただの女の子だ。

　勝ち目なんて無い。逃げ場もない。

「あっ、あっ、あっ……」

　気がつけば、アスラはすぐ近くまで来ていた。

　葉桜は慌てて地面に突き刺さった刀を抜き、構える。

　しかし、その剣先が大きく震える。

　体中がふわふわして、まるで力が入らなかった。

「なんだ、人間の小娘よ。今頃になって我に恐怖したか？　もう少し抵抗してくれた方が面白いんだがな。まあ良い。それならば、別のベクトルで愉たのしませてもらおうじゃないか。なんせ久しぶりの玩具おもちやだ、楽に死ねるとは思うな？　この世に生を受けたことをひたすら後悔するだけの、ありとあらゆる苦痛を恥辱を貴様に与えてやろう。せいぜい、いい声で哭ないてくれよ？」

　アスラの三つの顔がサディスティックに歪ゆがみ、六本の腕を振り上げる。

　そして、葉桜に向かい、振り下ろした。
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　聖域に飛び込んだ一いち護ごの視界に入ってきたのは、アスラの圧倒的な攻撃と防戦一方で追い詰められていく葉桜の姿だった。

　六本の腕から繰り出される剣撃は竜巻のように激しく、離れれば、獰どう猛もうな火炎、過酷な冷気、激烈な雷に襲われる。

　驚異的な力だった。それに対し葉桜もよく対処していた。

　しかし、それも限界だった。

「間に合え──────────!!!」

　腰が引け、剣先の震える葉は桜ざくらに対し、アスラが大きく剣を振り上げる。

　一いち護ごは全身の筋肉という筋肉を総動員して、地面を蹴けった。

　死なせるわけにはいかない。

　こんなことで、先輩を死なせるわけには絶対にいかない！

「──高こう速そく剣けんっ!!!」

　アスラの六本の腕に持たれた剣が振り下ろされる瞬間、一護の目にはすべてが停止したように見えた。

　世界が一護の時間に上書きされる。

「でりゃあああああああああああああああああ！！！！！！！！！！！！」

　気合と共に一護は高速で葉桜へとタックルする。葉桜の身体からだを抱きしめ、勢いそのままに地面を転がった。

　直後、葉桜の立っていた場所の地面がえぐれ、土が舞い上がる。

「何ヤツだっ！」

　憤怒の声が響き、アスラのギョロリとした目が一護を睨にらんだ。絶頂の瞬間を邪魔された怒りに、目は真っ赤に血走っている。

　凄すさまじい殺気だった。それだけで足が竦すくみそうになるくらいの、凄まじいまでの殺気。

　けれど、一護は負けじとアスラを睨にらみ返かえす。

　葉桜を守るように立ち上がりながら、腕を引っ張って立ち上がらせる。そして、

「あとは俺に任せて下さい」

　そう言って、葉桜の顔を覗のぞき込こんだ。

「え？」

　葉桜は何が起きたのかわからないといった感じで目を丸くしていた。

「アイツは俺が片付けます。だから、せんぱ──祇ぎ王おう寺じさんは後ろで休んでいてください」

「え？　片付け──っていうか、な、なんで？　どうしてキミが、ここに？」

「情報屋から聞いたんですよ。祇王寺さんがアスラを退治しにいくって。だから、俺もその恩恵に与あずかろうかなって思って」

「恩恵にって、ば、馬鹿じゃないの！　死ぬわよ、あなた！」

「そんなの、やってみないとわからないですよ」

　そう言って、一護は一歩前に出る。

　アスラが並大抵の強さでないことは、葉桜との戦いを見ただけでも十分に理解できた。

　接近すれば六本の腕から自在に繰り出される暴風のような斬ざん撃げき。離れれば三つの顔から放たれる三種のブレス。

　そのどれもが一撃でも喰くらえば致命傷に成り得る、必殺のものだ。

　身体は逞たくましく力は強いだろう。敏びん捷しよう性せいだって葉桜と対等に渡り合えるくらいに優れている。他に隠し持っている能力もあるかもしれない。

　剣聖と呼ばれる葉は桜ざくらを一方的に追い詰め、今まで血祭りにあげてきた塔覇士ハンターは三百人以上。

　まさに化け物。そんなことはわかっている。けど、

「俺は負ける気なんてさらさらないですから」

　一いち護ごの目にはアスラの動きがハッキリと見えているのだから。

　高こう速そく剣けんを発動してから九十秒ほどが経過している。だから、一護に残された時間も僅わずか九十秒だけ。

　けど、それだけあれば十分だ！

「いくぞ、化け物、覚悟はいいか！　剣聖の借りは俺が何倍にもして返してやる！」

　咆ほえると同時に一護は地面を蹴けった。

「人間の小僧が生意気を言う！　雑ざ魚こが我に生意気な口を利いたこと、後悔しても遅いぞ！」

　アスラも咆ほう哮こうし、六本の腕が武器を構える。が、遅い。一護の身体からだはすでにアスラの目前へと迫っていた。

「ぬっ！」

　憤怒の中に驚きの色を滲にじませながらアスラは右上段の腕に持つ剛剣を振り下ろした。岩盤を切り出して作られたそれは剣と言うよりは柱に近い。

　巨大で分厚い刀身にまるで切れ味は無いが、その頑強さと重量が生み出す破壊力はすべてのものを粉砕する威力がある。

　並大抵の剣であれば受けた瞬間に折れてしまうだろう。

　しかし、受ける必要なんてどこにもない！　その一撃がどれだけ強力であろうとも、俺の目にはスローモーションのように映っているのだから。

「──はっ！」

　一護はわずかに横に飛とび退のいて躱かわす。振り下ろされた剛剣は地面を砕き、石埃ぼこりを巻き起こした。そこに、アスラ左手中段の腕が水平に刀を振るう。

　アスラの持つ武器の中ではもっとも薄く鋭い武器。故にその速度も最速だ。空気を切り裂きながら迫るその刃を、一護はしゃがんで避よけた。

　一撃目を躱した体勢からではそれ以外の選択肢がなかったのだ。

　そして、それがアスラの狙ねらいでもあった。人間相手であれば、これで攻撃は止まる。

　しかし、一護が相手をしているのは六本腕の悪魔だ。

　しゃがみこみ、無防備に近い体勢の一護にアスラは右下段の腕が握る曲きよく刀とうを斬きり上げた。

「これで終わりだ、人間の小僧っ！」

　一護の背中に最短距離で刃が迫る。アスラの三つの顔には嗜し虐ぎやくと興奮と悦楽の表情が浮かんでいた──が、

「な、なにぃ!?」

　その表情はすぐに怪け訝げんなものに変わった。絶対の自信を持って斬きり上げた一撃は空を切ったのだ。

　それだけではない。今まで存在していた一いち護ごの姿がどこにも見当たらなかった。アスラの六つの目が一護の姿を探して彷徨さまよう。

「もらったぁぁぁ！！！！！！」

　その声はアスラの背後で響いた。一瞬にして──アスラの視界が捉えられない速度で、一護はその背後へと回り込んだのだ。

　身体からだを捻ねじり、捻ねん転てん力りよくにすべての体重をのせた一護渾こん身しんの一撃がアスラを襲う。唸うなりを上げて走る刀身はアスラの胴体に叩たたきつけられ、

　──ガキンッ！

「なっ!?」

　今度は一護が目を見開く番だった。

　一護の手に響いたのは鉄塊に刀を打ち付けたような硬い衝撃だけだ。刀はアスラの胴体を切り裂くどころか、傷ひとつ付けられていない。

「軽い、軽すぎるぞ人間の小僧！　その程度の攻撃が我に利くと思っているのかぁ！」

　振り向き様にアスラはすべての腕を使い怒ど涛とうのラッシュを掛ける。

　絶対の自信を持って振り上げた一撃を躱かわされた上、完かん璧ぺきに自分の胴へと刀を打ち付けられたのだ。その屈辱が激しい怒りとなって、一護にぶつけられる。

「──くっ！」

　速度では大幅に上回っているとは言え、このラッシュをすべて躱しきるのは不可能だ。

　一護は大きく後方に跳躍して、距離をとった。刀を持つ両手は未いまだに痺しびれている。

　──ったく、どんだけ硬い皮膚をしてるんだよ、あいつは。

　言うまでもなく六本の腕は脅威だ。吐き出される三種類のブレスも危険だし、三つの顔、六つの視線が生み出す視野の広さは反則的だ。

　けど、一護にとって最も厄介なのはこの皮膚の硬さだった。いくら攻撃を当てようと、傷ひとつ付けられないのでは意味がない。

　どこかに弱点があるのかもしれないけど、それを探している時間もない。

　高こう速そく剣けんの持続可能時間は残り三十秒を切っている。

「……となれば、あれを試してみるしかないか」

　脳裏に浮かぶのはアトロポスの二つ目のアドバイスだ。




『高速剣はその名の通り、心身の限界を超えて速度を追い求めるスキルです。なので、何も考えずに使用してしまうと身体からだの方が先に壊れてしまうのですよ。そこで本当に超えてしまったらヤバイ限界値を強制的に設定したのがその鎧よろいです。一いち護ごさんの感じているその重さが、限界を超えないように押さえつけている枷かせだと思って下さい。鎧を着たまま本当の限界を超えようとするとその重みが増していくように感じるはずです。先ほど高こう速そく剣けんから一いち護ごさんの身体を守る拘束具って言ったのはそういう意味です。つまり、その鎧を外せば超えちゃいけない限界も超えられちゃうってことになります。なので、もし一護さんがどうしてもとてつもない強敵と戦わなくてはいけない状況に陥った時は、鎧を外して下さい。パーツを外せば外すほど一護さんは強くなります。まあ、まずは籠こ手てだけを外すのが良いと思います。両腕の限界を解放することで高速剣の威力は格段に増しますから。鎧を外す時は、外したい箇所を解除パージと唱えて下さい。でも、ちゃんと覚悟を決めて、本当に必要な時だけにしてくださいね。これは、本当に超えてはまずい限界を超える行為なんですから』




「──籠手解除アームガード・パージっ！」

　決意を込めてその言葉を唱えると、一護の身体から籠こ手てが外れ、地面に落ちた。その瞬間、一護は全身がカッと熱くなるのを感じた。

　身体に感じていた重みが薄れる。特に、両腕は羽が生えたように重みを感じない。

　なるほど、確かに鎧を脱げば脱ぐほど強くなるのは事実らしい。

　刀の柄つかをぎゅっと握りこむ。刀は吸い付くように一護の手に馴な染じんだ。まるで、刀の先端までが腕の一部になったような、そんな感覚が一護にはあった。刀身には『一期』の文字が光り輝くように浮かぶ。

　──これなら、いけるかもしれない。

　一護はぐぐっと腰を沈めて、両の足で地面を踏みしめる。半身になり、腰を捻ひねって、しっかりとアスラを見据えた。

　アスラも六つの目で一護を睨にらみつける。先ほどまでの侮りはもう無い。その速度だけは認めてやると言外に語っていた。すべての武器を構え、一護の突進に備える。

　一瞬の静寂の後、

「──はぁぁあぁぁぁぁっ！！！！！！！！！！」

　一護が地面を蹴けり、一瞬でアスラとの距離を詰めた。

「な、なにぃっ!?」

　アスラの表情が再び強こわ張ばる。迫り来る一護のスピードは、さっきまでの比ではない。

　音速を軽く越えたその速度から、一護は刀を振るう為ために上体を起こす。

　偶然、起こした身体が空気を激しく押おし退のけ、衝撃波ボデイソニツクが発せられた。圧力でアスラの身体が後方に三センチほどよろめく。

「くっ！」

　それがアスラの二つ目の誤算だった。立て直すのに掛かる時間は僅わずか百分の一秒。

　本当に僅かな、隙すきとも言えないほどの隙。

　しかし、それが致命的となった。

　今の一いち護ごにとって、百分の一秒など、永遠にも近いほどに大きな時間なのだから。

　突進の勢いそのままに、上段から一気に刀を振り下ろす。

　腕が軽かった。さっきまでよりも何倍も、何百倍も！

「はあぁぁぁぁぁぁ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　その軽さは、そのまま速度へと転化する。そして速度は威力へと。

　もはや光速へと近づきつつある速度で切り下ろされた刀は、何の抵抗もなくアスラの右半身──三本の腕を切り落とした。

　そして反時計回りに身体からだを反転させ、膝ひざを沈み込ませる。

　アスラに背を向けしゃがみ込むような体勢から、再び反転。アスラの正面を向くと同時に膝を跳ね上げ、振り下ろした時と同じ速度で刀を振り上げる。

「でりゃぁぁっ！！！！！」

　超絶的な運動エネルギーを生じさせた一護の刀は、アスラの左半身──三本の腕を切り飛ばす。

　宙を舞うアスラの六本の腕。

　それぞれが強烈な破壊力を持つ兵器とも呼べる六本の腕すべてが、今やただの宙を舞うガラクタだ。

「そして、コイツで最後だっ！」

　ひるがえる刀刃。水平に放たれた斬ざん撃げきはまるで光の一筋のようにアスラへと向かい、その首を刎はね飛ばした。

　アスラの表情は驚きよう愕がくのまま固まっている。

　悲鳴をあげることも、痛みを感じることもさせてもらえず、何が起きたのかを理解する前にアスラは腕と首がもがれ、噴水のように血を吹き出す己の身体を最後の映像として網膜に焼き付けることになった。

　カチャリ、と一護は刀を鞘さやに戻す。

　そして葉は桜ざくらの方を振り返ると、その背後でアスラの身体がドサリ、と崩れた。

　それが、白の騎士団を一時的に壊滅状態に陥れ、葉桜の精神に障害を生じさせるほどのトラウマを植え付け、三百以上の手て練だれの塔覇士ハンターたちの命を奪い去った怪物の、最後の瞬間だった。








　　　　◇◇◇









「……あなた、一体何者なの？」

　葉は桜ざくらには目の前で起こったことが理解できなかった。

　塔覇士ハンターの中で最速を誇り、動体視力の良さに絶対的な自信を持っていた葉桜でさえも、その動きを完かん璧ぺきに追うことはできなかった。

　はじめの剣けん戟げきはまだ良かった。常識はずれな速度ではあったけど、葉桜にも一連の動きを追うことが出来た。

　けど、一度距離をとってからの出来事はとても現実のものとは思えない。

　目の前で刀を構えていた男が消えて、気がついたらアスラの懐の中に居た。

　それからの三連撃。アスラの強きよう靭じんな肉体を物ともせずに、本当に一瞬の内に切り刻んだのだ。受ける事も避よける事も、多分、認識する事さえ許されずにアスラはその身体からだをバラバラにされた。

　あれほど強大だった、あれほど凶悪だった化け物を、自分が手も足も出なかった怪物を、まるで子供扱いしてみせたのだ。

「あなた……本当に何者なの？」

　声が震えた。

　アスラは正真正銘の化け物だった。であれば、それを数分で倒したこの男は何者なのか。

　その瞬間、一いち護ごが呻うめいて、地面にドサッと崩れ落ちた。

「って、ど、どうしたの!?」

　葉桜は駆け寄って抱き起こす。

「熱っ！」

　一護の身体に触れた葉桜は、その熱さに思わず声を上げた。まるで体内を巡る血液が沸騰しているかのように、その身体は熱かった。尋常ではない体温だ。

「はぁ、はぁ……はぁ、はぁ……」

　顔には珠たまのような汗が次々と浮かび、呼吸は激しい。兜かぶとの隙すき間まから覗のぞく目は真っ赤に充血していた。

　よくよく見てみると、全身は傷だらけだった。皮膚が不自然に裂け、血が滲にじみ出でている。

　特に酷ひどいのは両腕だ。大量に内出血しているのか、その色は紫を通りこしどす黒く変色していた。

「な、なにこれっ!?　どうしたの？　アスラにやられたの？」

「い、いえ。ちょっとヤンチャしちゃった代償ですよ……さっきのスキルの」

　苦しそうに息を吐きながらそう言う。

「祇ぎ王おう寺じさんには見られちゃったのでもう隠しませんけど、さっきのスキル──高こう速そく剣けんが俺の唯一の武器です。あのスキルを手に入れるために、他のすべてを諦あきらめました。なんせアレひとつでタイカが１００も必要だったので」

　なるほど、と葉は桜ざくらは納得した。

　この男がなんでこんなダンボール装備だったのかも、なぜ昨日、自分が負けたのかも、どうしてアスラを倒すことが出来たのかも。

　葉桜の必殺の一撃である『桜花一いつ閃せん』。それでさえも取得するのに必要なタイカは僅わずか12だ。１００というその莫ばく大だいなコストから、高速剣がどれだけ強力なスキルなのかを理解できた。

　いや、それ以前に、その凄すごすぎる性能を目の前で見せつけられたわけだけど。

「でも、この高速剣、非常に強いんですけど使い勝手が最悪でして。一度使うとごらんの有様なんです」

　尋常ではないさっきの動き。それと引き換えに身体からだにはとてつもない負荷がかかっていると言うことか。

「これでもう、今日はまともに動けないっていうか、完全に無防備になっちゃいまして。だから、なるべく使わなくて済むように周りには内緒にしてるんです。ですから高速剣のことは出来れば皆には内緒にしておいて欲しいなって思うんですけど」

「わかったわ。みんなには内緒にしておいてあげる」

　葉桜は即答した。確かにこの能力が広く知れ渡るのは得策ではないと思う。得策でないどころか危険だ。

　特に梁りよう山ざん泊ぱくやコベインみたいな連中に知れたら、確実に利用され、都合が悪くなれば使い捨てられるだろう。

　それに、なぜだかはわからないけど、これは自分だけの秘密にしておきたいという感情が葉桜の中にあったのだ。

「ありがとうございます」

「別にお礼を言われるようなことじゃないし。むしろ、お礼はこっちが言わないといけないわね。キミ、責任を感じて私を助けにきたんでしょ？」

　男は言っていた。情報屋から話を聞いて、ここに駆けつけたと。

　であれば、どうして葉桜がアスラ退治に向かわなければいけなかったのか？　その理由のすべてを知って、その原因が自分であることに責任を感じて駆けつけてきたに決まっている。

　決闘デユエルをふっかけたのは自分の方なのに。

　そして、今となってはハッキリとわかる。完全に実力で敗北した事に。だから、このことに責任を感じる必要なんてないのだ。

　そこまでの情報を聞いているなら、アスラの恐ろしさだって聞いていたはずだ。

　なのに、この男は駆けつけてくれた。

　絶望と恐怖の中で震えていた私を助けてくれた。

　トクン、と心臓が跳ねるのを葉は桜ざくらは認識していた。

「だから──」

「ち、違いますよ！　そ、そんなカッコイイ理由じゃなくて、あ、あれです。祇ぎ王おう寺じさんのアスラ退治の恩恵に──って、あ、あいたたっ！」

　葉桜がジト目で一いち護ごを見ながら内出血した腕をグリグリすると、一護が悲鳴をあげた。

「な、なんで腕をグリグリするんですかー！　マジで痛いんですって！」

「キミが変な気を使って嘘うそを言うからよ。本当は私を助けに来たんでしょ？　昨日、今日と私に何があったのか全部知ってるんでしょ？」

「し、知らないですよ！　べ、別に白の騎士団の現状とか祇王寺さんの過去に何があったとか、ぜんぜん知りませんしっ！」

　バレバレだった。

　もしかしてこの子、実はすごくアホな子なんじゃ、と葉桜は思った。

　もしくは、すごく純粋で素直なのか。

「まったく、素直に言ってもらえないと、ちゃんとお礼を言うことも出来ないじゃない……」

　葉桜がつぶやくと、一護が小さく首を傾かしげる。

「え？　なんですか？」

「なんでもないですっ！　とにかくみんなには内緒にしておいてあげます。それで良いのよね？」

「はい、ありがとうございます。あ、それと、アスラを倒したのはほとんど祇王寺さんひとりでって事にしてもらって良いですか？　そっちの方が説得力ありますし、色々と面倒くさくないので」

　葉桜の矜きよう持じから言えば答えはノーだ。アスラを倒したのは百パーセント一護の力であり、その賞賛は一護が浴びるべきだ。

　けど、一護がアスラを倒したとなると、高こう速そく剣けんのことも知れ渡ることになる。それを避けるには、葉桜が倒したという事にするしかないのは事実だった。

　眉み間けんにしわを寄せて、葉桜は数秒考える。そして「はぁ……」と溜ため息いきをつくと、

「わかったわ。アスラを倒したという賞賛を受ける屈辱を存分に受けてあげるわよ」

　ワシャワシャと髪をかき混ぜながらそう言った。

　表情に不満そうな色が浮かんでしまうのはご愛あい嬌きようだ。

「ありがとうございます。感謝します」

　素直に感謝の言葉を述べる一いち護ごに、葉は桜ざくらはもう一度ため息をついた。

　本当に純粋なんだ、この子は。そう思って、自然と肩の力が抜けた。

「でも、あれはちゃんと持って行きなさいよ。キミの手柄なんだから」

　葉桜が一護の背後を指さす。と、いつの間にかアスラの死体は消滅していて、代わりに見たこともないような宝石が三つ転がっていた。

　それぞれ燃えるような赤、深く澄んだ青、眩まばゆいばかりの黄色の大きな宝石だ。

「あれは？」

「ドロップアイテムよ。『商人マーチヤント』に売ればかなりの高値で買ってもらえるし、装備の強化とかにも使えるわ。アスラの落としたものだから、かなりの値打ちものだと思うけど」

「じゃあ、山分けしましょう」

「必要ない。っていうか、アスラを倒したっていう手柄と、寄生状態で貰もらっちゃった経験値だけでも私が貰いすぎなの。その上、ドロップアイテムまで貰えるわけないじゃない」

　アスラを倒した事により、とどめを刺した一護だけでなく、戦闘状態に入っていた葉桜にも非常に大きな経験値が入っている。

　それだけで葉桜の気持ち的にはとても大きな借りを──恩を受けすぎているのだ。

「でも、先に祇ぎ王おう寺じさんが戦ってくれてたから、俺もある程度アスラの動きを見ることが出来たわけですし。だから、一個だけ貰って下さい」

「いらない。そこまでキミに借りは作りたくない」

　キッパリという葉桜に、一護が困ったように唸うなる。そして、

「え、ええと、じゃあ、俺のことを街まで連れて行ってくれませんか？　この状態だとまともに動けないんで。で、その報酬として一個、宝石を受け取って下さい」

　そんな事を言った。その声には絶対に貰って欲しいという意思が感じられた。

　ドロップアイテムは──それもアスラのようなボスクラスの落とすアイテムであれば、普通は誰もが独占したいと思うだろう。

　所有権を巡って争いが起こるのも珍しい事ではない。それがパーティーやギルドの崩壊に繋つながることだってあるのだ。

　それだけ貴重であり、塔覇士ハンターであれば欲しいと思う物なのに、それを、

「どうして、そんなに私に宝石を渡したいわけ？」

　葉桜が訊きくと、一護は少し困ったように首の辺りをポリポリと掻かいてから、小さな声で言った。

「ええと、祇王寺さんは頑張ってましたから。どのくらい大変だったかなんて俺にはわからないですけど、話を聞いて、すごく頑張ってるのだけはわかりましたから。俺、頑張ってる人は報われて欲しいんです」

「なっ……」

　思いがけない言葉に、思わず葉は桜ざくらは大きく目を見開いた。

　喉のどの奥が震えて、鼻がツンとなって、目頭が熱くなるのを感じた。

　慌ててそれを押さえこんで、顔を横に背ける。

　あの日、大切なものを一気に失った三年前のあの日から、誰かにそんな風に言われたことは無かった。

　頑張ってるって、報われて欲しいって、そんな風に労ねぎらってもらえたことなんて一度も無かった。

　だから、我慢しても瞳ひとみから零こぼれ落おちそうになる雫しずくを抑えることが出来そうになくて、

「って、やっぱあなた、私の話、色々聞いてたんじゃない！　私の過去とか、情報屋に聞きまくってるんじゃない！」

　照れ隠しでそんな風に怒鳴ってやった。

「あっ！」

　兜かぶとの下からはマヌケそうな声が聞こえてくる。本当に、なんて言うか真っ直ぐなヤツだ。

「そこまで言うんじゃ一個だけ貰もらってあげる。キミを街まで連れて行く報酬と、勝手に私の過去を調べた慰謝料ってことで」

　葉桜は一いち護ごの脇の下から背中に手を回して、一護を支えるようにしながら立たせる。

「それと、ええと……」













　ちょっとだけ照れ臭さがあったけど、これをきちんと言っておかないのはずるいと思うから、

「助けてくれてありがとう」

　その一言は、自分で思った以上に優しく響いたのだった。








　　　　◇◇◇









　シャワーを浴びながら、葉は桜ざくらは「はあ……」と胸に溜たまった息を吐き出した。

　身体からだが熱く火照っている。それは熱いシャワーを浴びているからだけではなく、胸の内側から沸き上がってくる感情も原因のひとつだろう。

　──頑張ってる人は報われて欲しいんです。

　さっきからその言葉が何度も脳内でリフレインしていた。気が付くとあのシーンを思い浮かべてしまっている──、

「って、なにニヤニヤしてるのよ、私！　なんか気持ち悪いし」

　鏡に映ったニヤけた自分の顔をぽかぽかと叩たたく。それでも頬ほおは緩んだままで、葉桜はもう一度息を吐き出す。

　こんなの、まるで初めて父親に褒められた子供のようだ。自分でも少し呆あきれるけど、それでも嬉うれしいって気持ちはおさまらなかった。

　にしても、本当に何者なんだろう？

　貧相なダンボール装備に身を包んだルーキー塔覇士ハンター。基礎能力値も低く、才能レベルで言えば最低ランク。だけど、短時間だけ最強の存在となれる。

　絶望の淵ふちにいた自分を抱きかかえてくれた力強い感触を覚えている。

　アスラに立ち向かうその背中も覚えている。

　そして、一瞬にしてアスラを葬り去った圧倒的なスピードと攻撃力も。

　わざわざ私のことなんかを助けにきて──多分正義感がすごく強いのだろう。そして少し抜けている。

　年齢は同じくらいかな？　フルフェイスの兜かぶとの向こう側から聞こえてくる声のトーンから、多分、少年──中高生くらいの年齢だと予想できた。

　どんな子、なんだろう？

　気が付くと、自分の中であのイチゴと呼ばれた少年の存在がどんどん大きくなっていた。

「イチゴ君、か」

　その名前の響きには馴な染じみがあった。学校の後輩と同じ名前だから。

「偶然、なのかしら？」

　男の子でイチゴという名前は多くは無いはずだ。そして、連日塔へとやってこれる事を考えれば、少なくとも新宿の近くに住んでいると思われる。

「…………」

　葉は桜ざくらはシャワーを止めて、後輩──千せん畳じよう敷じき一いち護ごのことを思い浮かべた。

　人懐っこくて熱血なところのある少年。

　初めて会ったのは彼の入学式の日の職員室だった。

　彼は入学式に盛大に遅刻をしてくるという新入生らしかぬ失態を犯し、その事について先生たちに注意されているシーンにたまたま遭遇したのだ。

　彼は遅刻の理由を訊きかれると、登校中に急病人のお婆ばあさんに遭遇したので病院へ連れて行き、状況が落ち着くまで立ち会ったから遅れたと、まるで漫画のような言い訳をした。

　当然、先生たちはそれを浅はかな嘘うそだと決めつけ、さらに怒りを募らせる。

　適当な嘘を吐つくな！　言い訳をせずに素直に謝れ！　と怒鳴りつけた。彼は遅刻については素直に謝罪した。その上で、自分は嘘を吐いていないと、理由の正当性については譲らなかった。

　どれだけ先生に怒られようと、そのことだけは絶対に曲げなかったのだ。

　後日、それが事実だとわかる。お婆さんがお礼に学校を訪れたからだ。

　嘘だと決めつけ、叱しかりつけていた教師たちはバツが悪そうに形式上は彼に謝った。彼は誤解が解けてよかったですと、素直に笑った。

　疑われたことも、嘘だと決めつけられて怒鳴られたことも、まるで恨みに思っていない顔で素直に笑ったのだ。

　面白い子だなと私は思った。急病人がいたら助ける。それは人として当たり前の行為だ。

　しかし、入学式の日にそれが出来る人間が果たしてどの位いるだろうか？

　実際、彼と同じ時間に登校し、その現場を目撃しながら通り過ぎた新入生もいるだろう。そして、悲しいことにその選択の方がきっと一般的なんだと思う。

　また別の日、彼は暴力騒ぎを起こした。先輩の不良グループにたったひとりで喧けん嘩かを売ったのだ。なんでも、クラスメイトが因縁をつけられ不当な金銭を要求され、それを撤回させるためにひとりで立ち向かったのだと言う。

　もちろん暴力行為はいけないことだ。しかし、クラスメイトの為ために先輩の不良グループにひとりで立ち向かう、その勇気と行動力は素晴らしいものだと思えた。

　世間体や保身ではなく、自分が正しいと思う行為に最優先の順位をつけられる、今どき珍しい信念を持った少年。

　好ましいと思った。同時に危うくも感じた。その優先順位のつけ方は、確実に社会の中では浮いてしまうから。

　特に学校のような何よりも規則と協調性を重んじるような場所では。

　事実、入学時から何度も（教師陣にとっては）問題のある行為を起こしていた一いち護ごに、処分を下したほうが良いのでは無いかという意見も出た。

　馬鹿げていると思ったがそれが大人のやり方だ。であれば、私が監視、監督を行うという理由をつけて、彼を生徒会で引き取ることにした。

　こういう時に、優秀であるという私の評価は役に立つ。

　それから生徒会で一年間、彼と一緒に過ごし、実直で責任感の強い性格をますます好ましく思った。時折、暴走もするけれど、それもまた可愛かわいらしいところである。

「実直で責任感が強い、か……」

　責任を感じ、わざわざアスラの元まで駆けつけてきた行動力。

　高こう速そく剣けんという強力ながらも非常に危うい選択を行なってまでも目的を叶かなえようとする意思の強さ。

　イチゴという珍しい名前。そして、思い返してみれば、どことなく似ているように感じる声。

「……可能性は、十分にあるわよね」

　そう呟つぶやいた葉は桜ざくらの唇は自然と笑みを作っていた。

　もしそうだとしたら、どうしてあげようかしら？

　正体を隠していたことを責めてみる？　私と千せん畳じよう敷じきくんの信頼関係はその程度だったんだ、と。

　それとも少し拗すねてみせる？　先輩の私に正体を隠して他人行儀に振る舞うなんて悲しいな～、なんて。

　ま、実際にどんな態度になっちゃうのかは、その時にならないとわからないけど、確実に言えるのは彼が慌てるという事だ。

　その光景を想像して、妙に楽しい気持ちになって、

「よし！　こうなったら絶対に正体を暴いてあげるんだから」

　鏡の中に映る葉桜の表情は、この三年間の中で一番楽しそうに笑っていた。







３章　──飛燕城へ挑め！──




「お兄ちゃん、起きて、朝だよー」

　ゆさゆさと控えめに身体からだを揺さぶられるような感覚で一いち護ごは目を覚ました。

　瞼まぶたを開け視界に飛び込んでくるのは、艶つややかな黒髪を顎あごくらいの位置で切きり揃そろえた色白の美少女──妹の一いち衣えだった。

「ん、んんっ……今、何時だ？」

「もう六時だよ。いつもよりも三十分も寝坊してる」

「え？　まじで！　ごめん──っぅ！」

　一護は慌てて上半身を起こそうとして、ベッドに着いた両腕から走る激痛に思わず呻うめいた。

　身体を支えきれずに、再びベッドに身体が沈み込む。その衝撃で全身に痛みが走り、一護は大きく顔を顰しかめた。

「お、お兄ちゃん、大丈夫っ!?　どっか痛いのっ!?」

　一衣が慌てて一護に向かって手を差し伸べた。ただでさえ白い顔色がさらに白くなっている。

「だ、大丈夫だよ、大丈夫。筋肉痛がちょっと酷ひどくてさ」

　一護は今度は何でもないように身体を起こして、安心させるように左右に手を振る。

「本当に大丈夫？　また無む茶ちやな事とかしてない？」

「うん、してない、してない。ほんと大丈夫だから」

　けど、昨日の無茶がここまで影響しちゃうか。昨日はリミットの三分ぎりぎりまで高こう速そく剣けんを使ったからな。

　この寝坊は脳への大きな負担の反動だろうし、限界解除した両腕の痛みは相当やばい。

　とは言え、一衣に悟られることは避けないと。知られてしまったら塔への挑戦を絶対に止められてしまうだろうから。だから、とりあえず今は話題を変えよう。

「って、一衣、またひとりで車くるま椅い子すに乗ったのか？　危ないからダメだっていつも言ってるだろ？」

　一護が注意すると、一衣は不満そうにぷくっとお餅もちのような頬ほおを膨らませた。

「今日はお兄ちゃんが寝坊したのが悪い」

「まあ、それはそうなんだけど」

　基本的に千せん畳じよう敷じき家の朝は早い。母と兄妹の三人家族なので、一家の大黒柱である母親は早朝から働きに出ているのだ。

　なので、朝、身体からだの不自由な一いち衣えを起こすのも一いち護ごの仕事なんだけど、大抵は逆になってしまっているのが現状だった。一護が寝坊しようとも、しなくとも。

「それに、お兄ちゃんが学校に行ってる間はひとりで乗り降りしてるんだから大丈夫だよ。お兄ちゃん、過保護すぎ」

「そうかもしれないけど、俺が家に居る時は俺に頼りなさい」

「朝はやだ。お兄ちゃんが起きるの待っていたら、お兄ちゃんの寝顔見れないじゃない」

「って、一衣が毎日俺よりも早起きする理由はそれか？」

「うん、そうだよ。私の一日はお兄ちゃんの寝顔を観察するところから始まるのです！」

　なぜか薄い胸をえへんと反らしながら一衣が得意げに言う。

「俺の寝顔なんて別に見てもしょうがないだろうに」

「そんな事ありません。朝一でお兄ちゃんの寝顔を見れないと、一日ずっとモヤモヤした気分で過ごすことになっちゃうんだから。だから、私にひとりで車くるま椅い子すに乗るなって言うんだったら、前から提案しているあの条件をお兄ちゃんは飲んで下さい」

「条件って、一緒の部屋で寝るってヤツか？」

　元々、かなりのお兄ちゃんっ子であった一衣が、さらに一護に甘えるようになってきたのは石化病の進行が急激に進み始めた三ヶ月前ほどからだ。

　膝ひざから下の感覚が無くなり、自分ではまるで動かせなくなってしまい、移動は車椅子に。

　他の日常の生活も一護にある程度助けてもらわないと難しくなってしまい、心が弱くなってしまった部分もあるのだろう。

　その頃に「今は別々のお部屋があるけど、お兄ちゃんと一緒のお部屋がいい。夜寝るのも一緒がいい」と言い出したのだ。

「私はお兄ちゃんがずっと側そばにいてくれて安心。お兄ちゃんも何かある度にわざわざ私のお部屋まで来なくて済むようになるから楽ちん。お互いにとって良いことだらけの提案じゃない。子供の頃は一緒のお部屋だったんだし」

「いやいやいや、そうは言うけどな」

　一衣は年齢で言えば中学生、第二次性徴を迎えた女の子で、その身体つきは子供の頃とは違い、しっかりと女の子らしさが出てきているのだ。

　胸だけは残念な結果になっているけど。

　だから、いくら妹とは言え、中学生の女の子と同じ部屋で暮らすというのは、色々と問題があったりするわけで。

　胸だけは別の意味で問題がありそうな気がするけど。

　ほんと、そこの部分だけは心配だ。身体つきは全体的に色っぽくなってきているのに、まじでまっ平らなんだもんな。兄としては本当に心配だな。

「…………」

「って、なんで一いち衣えさんはそんな鬼のような形相でお兄ちゃんを睨にらんでいるんだ？」

「お兄ちゃんが私の将来有望な胸部のあたりをチラ見しながら、何やらとても不愉快なことを考えていそうな雰囲気があったからだよ」

「か、考えてないぞ！　一衣が不愉快になることなんて何も考えてないぞ！」

「ほう、そうですかー。お兄ちゃんは私が不愉快になるようなことはなにも考えてないですかー」

　ジト目で睨みながら、棒読みで言う。かなりへそを曲げてる証拠だった。

「お、おう、もちろんだ。なんせ俺の自慢のめっちゃ可愛かわいい妹だからな。そんな妹が不愉快になるようなことを考えるわけないだろう？」

「ま、まあ、そこまで言うんだったら信じてあげてもいいけど？」

　一衣は照れたようにそっぽを向いた。口元が緩んでいるので、機嫌は一気に回復したのだろう。

　ホッとする反面、毎度のことながら、こんなに扱いやすくて大丈夫なのかと心配だったりする。妹が不機嫌なよりも笑顔でいてくれた方が何倍もいいから、扱いやすくてありがたいんだけど。

「ええと、つまり今までの話をまとめると、今日から私はお兄ちゃんと一緒に寝るってことで良いわけだね？」

「全然良くないからっ！　さらっと変なまとめ方をするな！　今までどおり部屋は別々！　何かあったら携帯で連絡！」

「えー、なんでよー。お兄ちゃんのケチー」

「ケチでもなんでも結構。って、今日は寝坊したんだから、あんまりのんびりしてる時間は無いな。俺は適当におかずを作るから、一衣はパンを焼いておいて」

「りょーかい。でも、その前にいつのも、忘れてるよ？」

　一衣が一いち護ごの顔を覗のぞき込こむ。その目は少しだけ潤んでいた。

「アレ、まだ続けるのか？」

「とーぜん。私の身体からだの管理はお兄ちゃんの重要なお仕事でしょ？　ほら、早くやって」

　そう言って一衣は少しだけ身体を一護の方へと傾けて、瞳ひとみを閉じて軽く顎あごを上げた。

「しょうがないな」

　一護は一衣の肩に手を置いて、軽く引き寄せる。そして、自分の顔を一衣の顔へと近づけていった。

　一衣の長いまつげが小さく震え、桜色の唇の間から溢あふれる吐息が一護の顔をくすぐる。

　そして、

「……んんっ」

　二人が触れ合った瞬間、一いち衣えの口から篭こもったような色っぽい声が漏れた。

「こら、紛まぎらわしい声を出すな。熱を測ってるだけなのに」

　触れ合っているのはお互いのおでことおでこだ。

「だってぇ」

「だってぇじゃない。よしっ、今日も平熱、何の問題も無し」

　一いち護ごはおでこを離して、一衣の頭をぽんぽんと叩たたく。一衣は目を開けて、不服そうに唇を尖とがらせた。

「うー、最近、熱を測る時間がどんどん短くなってるような気がする」

「そんなことないよ。今日も一衣は健康健康ー。ほら、さっさと朝食の準備をするぞ」

　ベッドから出て、台所へ向かう一護の背中に一衣は不満そうに声をあげる。

「お兄ちゃん、職務怠慢だよー。妹への愛情が不足してるよー」

　さて、今日も新しい一日の始まりだ。








　　　　◇◇◇















「ふわぁ～」

　まだ眠さの残る中、朝の通学路を歩く。

　降り注ぐ春の日差しは、朝からぽかぽかと気持ちよく、ますます眠気を増幅させていた。

　併せて身体からだの痛みもまだまだ酷ひどいものだった。

　むしろ朝一はまだ頭がボーっとしていてくれたせいで鈍感になっている部分があったけど、意識がどんどんしっかりしてくるに従って痛みはどんどん増してきているようだった。

「この両手、ちゃんと動くようになるのか？」

　やっぱり、特に酷いのは両腕だ。昨日感じた後遺症の痛みとはまるで比較にならない。昨日の痛みが筋肉痛であれば、今日のは重度の肉離れ、くらいの違いがあった。

　間違いなく籠こ手てを外して戦った影響だろう。籠手だけでこれとなると、他の防具まで外した時の反動は想像してみただけで怖くなる。

　かと言って、必要に迫られれば、出し惜しみする気持ちはまるで無いけど。この程度の激痛、一いち衣えの病気に比べればなんて事は無いんだから。

　俺は絶対に一衣の病気を治してやるんだから。

　そんな事を考えていると、前方に見知った背中を見つけた。

　祇ぎ王おう寺じ葉は桜ざくら先輩だ。

　ぴん、と伸びた背筋。優雅な足の運び。ただ歩いているだけなのに華がある。

　腰のあたりまで伸ばした、きちんと手入れの行き届いた黒髪が朝の光を浴びて輝いていた。

　やっぱり綺き麗れいな人だよな、先輩って。

　去年の新入生歓迎会の日、当時二年生にも拘かかわらず生徒会長として舞台に上がった先輩を見た時、思わず息を呑のんだ。

　有名な塔覇士ハンターとしてテレビや雑誌などのメディアで特集されることも多かったから、当然名前も顔も知っていたし、アイドルに憧あこがれるような、そんな感情も少しだけ持っていた。

　しかし、本物の先輩を見た途端、それまでの認識なんてものは一瞬にして弾はじけ飛とんでしまった。

　それだけ本物の先輩は美しくて、凛り々りしくて、そして眩まぶしかった。

　一目見ただけで、本当に憧れてしまったんだ。

　それから生徒会で一緒に活動するようになって、ますます尊敬するようになった。

　成績優秀、運動神経抜ばつ群ぐん、優しく公明正大で誰に対しても誠意を持って接する。

　理不尽なこと、間違っていることがあれば、その相手がたとえ教師であってもきちんと指摘する。

　そんな態度が好感を呼んで、教師からも生徒からも信頼の厚い、そんな生徒会長なのだ。

　その裏では、塔で大切な父親と仲間を失なくすという悲惨な出来事もあったのに、それを抱えて辛つらい日々を送っていたのに、そんな姿はまったくおくびにも出さなった。

　ますます尊敬の出来る人だと思った。

　と同時に、もし可能であるならば、自分が少しでも先輩の助けになれれば良い。そんな風に一いち護ごは思っていた。

　身の程知らずと言われればその通りなんだけど。それに、先輩と一緒に冒険できたら良いなという邪よこしまな気持ちも少しはある。

「あら、千せん畳じよう敷じきくんじゃない？　おはよう」

　考え事をしながら歩いていたら、いつの間にか一護は葉は桜ざくらに追いついてしまっていた。

　一護を見つけた葉桜がにっこりと微笑ほほえみながら挨あい拶さつをする。

「は、はい。おはようございます、先輩」

「千畳敷くんがこの時間に登校なんてちょっと珍しいね。いつもは生徒会の誰よりも早く登校しているのに」

「実は今日、寝坊しちゃいまして」

　時間でいえば、いつもよりは十分ほど遅い時間になる。

「へえ、千畳敷くんでも寝坊するんだ？」

「そりゃあ、しますよ。一昨日からちょっと疲れが溜たまっちゃってまして、見事に寝坊しちゃいました」

「ふ～ん、一昨日からね。そうなんだ」

　葉桜がそう呟つぶやいてから、じっ、と一護の目を見つめる。

「なにか新しいことでも始めたの？　運動とか？」

「い、いえ、そういうわけじゃないんですけど」

　葉桜にじっと見つめられて、落ち着かない気分になった一護は視線を逸そらしながらそう答えて、

「そ、それよりも先輩、今日はなんだか機嫌が良さそうですね？」

　そわそわしながら話題を変えた。

「あら、わかる？」

　葉桜は髪をかきあげながら、誰もが見み惚ほれるような笑みを浮かべる。

「ええ。表情も明るいですし、声も少し弾んでいるので」

　基本的には誰に対しても気さくで優しい葉桜だけど、素の感情の部分というのは滅めつ多たに見せない。

　だから、こんな風にわかりやすく機嫌が良いのは珍しいことだった。

「なにか良いことでもあったんですか？」

　その理由が何か、大体察しは付いているけど一護は尋ねてみた。

　葉桜自身が昨日のことをどう思っているのか、聞いてみたい気持ちがあったのだ。

「ええ。色々とね、大変だな～、しんどいな～って思っていたことが、ちょっとだけだけど解決したの。それと、三年前からずっと胸につかえていた重おも石しみたいなものが少し無くなってくれたっていうか」

　葉は桜ざくらは空を見上げながらそう言った。

「全部無くなったわけじゃないんだけどね。それでも、気持ち的には結構軽くなってね」

　そして視線を上空から再び一いち護ごへと戻した。

「って、ごめんね。これじゃあ、何を言ってるのかわからないわよね？」

　葉桜の瞳ひとみに深い色が浮かんで、一護はドキッとしながら頷うなずいた。

「そ、そうですね。でも、先輩の問題が解決したんだったら良かったです」

　声が少しだけ上ずってしまった。

　もしかしてだけど、俺、疑われてる？　正体、バレかけてる？

　ま、まあ、名前が一緒だし、ダンボールで出来た兜かぶとを被かぶっているだけだもんな。聡そう明めいな先輩であれば、気づいていしまう可能性もあるけど。

「ふ～ん、なるほどね」

　葉桜はぐいっと自分の顔を一護に近づけた後、意味深に頷いた。それから、にやりと笑みを浮かべる。

「それでね、重石が無くなった代わりにひとつ、別の新しく胸につかえるものができちゃったのよね」

「そ、それはなんですか？」

「人探し──というか、正体探し、かな？　ちょっと気になる人が現れてね」

　視線はずっと一護のことを見つめたままだ。

「え、ええと、なんで俺の顔をじっと見つめてるんです？」

「ん？　何となくよ」

「な、なんとなくで見つめないでくださいよ！　そ、その、先輩にじっと見つめられると、すごく落ち着かないんで」

「それは、私に対して何かやましい事があるってこと？」

　葉桜の目は細められる。一護はぶんぶんと大きく左右に首を振った。

「ち、違いますよ！　先輩に対してやましい事なんてあるはずないじゃないですか！　そうじゃなくて、先輩、すごく綺き麗れいですから、ドキドキしちゃうんですって」

「なっ！」

　一瞬にして、葉桜の顔が真っ赤になった。

　ずさっ、と飛とび退のくようにして一護から離れる。そして胸に手を当てて大きく息を吐いた。

「きき、綺麗って、い、いきなりなに言うのよ！」

「なにって、その、本当のことを言っただけです。先輩、すごく綺き麗れいだから、見つめられるとドキドキするって」

「う～」

　葉は桜ざくらは困ったように唸うなった後、赤い顔のままジト目で一いち護ごを睨にらんだ。

「そ、そういう、変に真っ直ぐでちょっと抜けてる言動がますます怪しいのよ。ま、いいわ。今日はこのくらいで勘弁しておいてあげる」

　ちょっと怒ったようにそう言ってくるりと背を向けると、葉桜は学校へと向かって歩き出した。

　けど、その足取りは軽く、綺麗な黒髪の隙すき間まから覗のぞく首筋はずっと赤いままだった。








　　　　◇◇◇









　昼休みの学食。

「なあなあ、昨日の『熱狂ジグラートＴＶ』見たか？」

　クラスメイトであり友人の笹ささ倉くら大だい悟ごが、すごい勢いで牛丼を掻かき込こんだ後、そんな事を訊きいてきた。

「いや、見てないけど、何か面白いことでもあったのか？」

　ちなみに熱狂ジグラートＴＶとは塔内での一日の出来事をダイジェスト風に紹介する十分番組で、夜の十一時五十分から放送されている。

　朝の早い一護にとっては、すでに布団に入っている時間だ。けど、大悟が何を言いたいのかは何となく想像できた。

「お前、見てないのかよ！　久しぶりの大ニュースだったってのによ。ネットでも昨日はずっとその話題で持ちきりになっちゃうくらいの」

「ついに二十五階がクリアでもされたか？」

「いや、さすがにそれはまだだけど、でも、それと同じくらいにすげえ事が起きたんだよ！　ほら、お前も知ってるだろ？　十五階に住む六本腕の悪魔、アスラのことを」

「ああ、今まで何人もの塔覇士ハンターを血祭りにあげてきたってヤツだろ？　結構前にちょっと話題になった」

「ああ。そのアスラが昨日、倒されたらしいんだってさ！　なんでもアスラに殺された塔覇士の数は三百を軽く超えるらしくて、アスラ打倒は塔覇士たちの念願だったって話でさ。塔中はもうお祭り騒ぎ。ちょっとだけその映像が流れたんだけど、マジですげえ盛り上がりでさ。で、で、そのアスラを倒したの、誰だと思う？」

　大だい悟ごが自慢気な表情を浮かべる。そんな表情を浮かべたくなる気持ちは一いち護ごにもよくわかった。

「葉は桜ざくら先輩だろ？」

　だって、祇ぎ王おう寺じ葉桜先輩は自分たちにとっての誇りなのだから。

　たとえるなら、甲子園やインターハイに出場した生徒を誇りに思う、みたいなものか。

「いえーす！　さすが葉桜先輩だよな！　格好良いよな！　めっちゃ可愛かわいいし、頭も良いし、優しいし、それでいてひとりでアスラまで倒しちゃうんだぜ！　インタビューにも答えてたんだけど、受け答えも謙虚でさ、ただ運が良かっただけ、もっと修行を積まないといけないことを実感した、みたいなことを言っちゃってさ。ほんと尊敬しちゃうよ俺！」

　テンション高く言い放つ大悟。

「ああ、どうにかして葉桜先輩とお近づきになりて～なあ。って、そういやお前、確か生徒会役員だったよな？　葉桜先輩と話したりする機会あるんだよな？」

「まあ、そりゃあ、あるけど」

「ふ、普段、葉桜先輩とはどんな話してるんだよ？　葉桜先輩、どんな感じなんだよ？」

「どんな感じって別に普通だぞ？　いつもとほとんど変わらないっていうか真面目まじめで立派な先輩だよ。プライベートの話はほとんどしないし」

　だから、今日の朝の先輩には驚いたわけだし。

「そっか。まあガードが固そうだよな。けど、そこがまた魅力なんだよな。清潔感あるって言うかさ。今どき珍しい大和やまと撫なでし子こ、みたいな感じでさ。ああ、お付き合いしてえな～」

　それは多分、律りつ教きよう学がく園えんに通うほとんどの男子の夢だろう。

「一護もそう思うべ？　葉桜先輩と付き合えたらいいなって」

「ああ、否定はしないけど」

　そう答えた瞬間、なぜか背筋がブルっと震えた。殺気のような視線を背中に感じて、一護は思わず振り返った。

「ん？　どうかしたんか？」

「いや、なんか誰かに睨にらまれたような気がしてさ」

　振り返った先には少女がひとり四人がけのテーブルに陣取り、一護たちのことをじっと睨んでいた。その周囲のテーブルにも誰も座っておらず、まるでモーセの海割れのような状況にも見える。

「ああ、牧まき野のヶが池いけか。相変わらずひとりで居るんだな。あいつも見た目だけはすげえ可愛いんだけどな。最初見た時はそれこそ葉桜先輩と人気を二分するんじゃないかって思ったくらい。でも、あの性格じゃなあ」

　一護たちの視線を受けても、淡あわ雪ゆきは視線を逸そらさずにじっと睨み続けていた。

「って、確かに睨まれてるな、俺達たち。っていうか、お前か？」

「多分そうだと思う」

「ま、まさかお前、牧まき野のヶが池いけに惚ほれられてるとかっ!?　って、それは無いか。あいつ、そういうのに全然興味なさそうだもんな」

　大だい悟ごは一瞬テンションがあがってけど、すぐに冷静になった。

「そういうのどころか、人間関係にまるで興味なさそうだよ」

「だな。ってことは、怒らせるようなことでもしたんか？　だったら早めに謝っておいた方がいいと思うぞ」

　結局、大悟も辿たどり着つく先は一緒。なにか牧野ヶ池を怒らせるようなことをしたのではないのか、という結論。

「でも、怒らせるようなことをするほど、絡んだことは無いんだよなあ。会話すら出来ないわけだし」

「だな。ま、そんなに気にする必要もないだろ。それよりも葉は桜ざくら先輩だよ。葉桜先輩のこと、もっと教えてくれよ！　スリーサイズとかスリーサイズとかスリーサイズとか！」

「知らねえよ、ばか」

　それにたとえ知っていたとしても、絶対に教えないし。

　そんな話をしながら、お昼休みの時間は過ぎていった。その間、淡あわ雪ゆきの視線はやっぱりずっと一いち護ごに向けられたままだった。








　　　　◇◇◇









「またまた劇的なレベルアップおめでとうございます、一護さんっ！」

　聖塔の入り口をくぐりエントラスへとやってくると、昨日と同じようにハイテンションなアトロポスが一護を迎えた。

　胸を張って妙に誇らしげだ。高こう速そく剣けんの使い手である一護が活躍しているのが誇らしくて嬉うれしいのだろう。

「ほらほら、パーソナルカードを見て下さいよ。また一気に上昇しちゃってますよー」

　そう言ってアトロポスが触れると、カードは眩まばゆい光を放った。

「ほらほら、レベルが40！　一気に熟練者クラスまで上り詰めちゃいましたね！」

「けど、数値の伸びはやっぱりイマイチなんだよな」




筋力　　　　：30

敏びん捷しよう性せい　　　：59

生命力　　　：41

思考速度　　：62

魔力　　　　：６

運　　　　　：93




　魔力と運が＋１、それ以外が＋３の上昇率だ。

「そうですねー。でも、筋力が30まで伸びましたし、生命力も40を超えました。思考速度なんて60台です。と、前向きに考えていきましょう」

「ちなみに、他のレベル40くらいの人たちの能力ってどんな感じなの？」

「そ、それはですね……」

　アトロポスが困ったように視線を逸そらす。

「落ち込まないから教えてよ。参考にしたいだけだから」

「本当に落ち込みません？」

「うん。他人は他人、自分は自分だし」

「う～ん、そこまで言うなら教えますけど。ちなみに、現状でレベル40まで上昇させることの出来た塔覇士ハンターはかなり優秀な人たちの部類に入りますので、平均よりも高めの数値だと思ってくださいね。ええと、では一いち護ごさんと同じようなどちらかと言えば非ひ力りきで魔法適正の弱い、軽装備での近接重視の人のパラメーターですけど──」




筋力　　　　：62

敏びん捷しよう性せい　　　：89

生命力　　　：70

思考速度　　：88

魔力　　　　：61

運　　　　　：73




「──みたいな感じですね。装備は大体ユニークで一式揃そろえて、取得したスキルの数は10ほどです」

「うっ……」

　想像していた以上の能力差に思わず呻うめく。

　筋力が62もあって非力なのか……。今の俺の倍以上の数値があると言うのに。さらに生命力も70もあるし。一番の武器である敏捷性、思考速度なんてもうすぐで90台に届くかってレベルの高さだ。

　それに比べて俺は……。

「わ、わあ、お、落ち込まないって言ったじゃないですかー。他人は他人、一いち護ごさんは一護さんですよー。この人はどんなに頑張ったところで決闘デユエルで葉は桜ざくらさんに勝つことは難しいですし、ひとりでアスラを退治するなんてことは絶対に不可能なんですから。パラメーターなんてものは飾りみたいなものなんです！」

「俺には高こう速そく剣けんがあるからな」

「そうですよー。最強のスキルのひとつ、一護さんしか持たない究極の武器です！」

「うん。でも、逆に言えば高速剣しかないってわけで」

　本当にそれだけで良いのかという思いが、一昨日、そして昨日の経験からもたげてきたのも事実だった。

　最初から指摘されていたけど、その使い勝手の悪さは相当なものだ。

　だから、高速剣無しでもある程度戦えるように、基礎能力の強化はやはり必要なんじゃないかって気がしているのだ。

「ちなみに、俺が高速剣を使わないで戦った場合、何階くらいまでの怪物なら戦えそうな感じ？」

「そうですね。実際の戦闘は能力値以外に経験だったりセンスだったり、色んな要素が絡んできますので一概には言えませんが、ひとりでしたら五階でも厳しいと思います」

「まじで？」

「はい、まじです」

　迷いもなく首肯する。

　それはつまり、ひとりでの塔の攻略は絶対に不可能ってことだ。アトロポスが最初にアドバイスしてくれたように、誰か仲間を見つけないと塔の中を探索することさえ不可能に近い。

　そして、仲間を利用して、自分は美お味いしいところだけを奪っていく。最終的には裏切ることになる。自分のことをずっと支えてくれていた仲間を。

　だって、願いを叶かなえられるのはひとりだけなのだから。

「けど、一護さんはそれを選んだんですよね？　すべてを捨ててでも高速剣を──つまり、最速で塔を攻略できるかもしれない可能性を」

　アトロポスの瞳ひとみに強い色が浮かんだ。

　今更その覚悟がブレるのかと、叱しつ咤たしているような瞳だった。

「そうだよな。俺は自分で高速剣を選んだんだ。それ以外を捨てる覚悟をした」

　そして、その選択は間違いでなかったと思っている。剣聖と呼ばれる葉桜を決闘で倒し、ボスモンスター以上に恐れられていた正真正銘の化け物であるアスラを葬った。

　僅わずか二日でこれを可能としたのは間違いなく高速剣で、それ以外の選択肢を選んでいたならば、この結果は絶対に手に入らなかったものなのだから。

「ええと、それで残りタイカなんですけど、これもちょうど30貯たまったみたいです」

　アトロポスの言うとおり、カードの残りタイカの欄には30の数字が輝いていた。

「これ、どうします？　基礎能力値をアップしますか？　それとも、高こう速そく剣けんをバージョンアップさせますか？」

「そうだな」

　一いち護ごは少し考えて、

「今の俺で二十五階のボス、飛ひ燕えんに勝てると思う？」

　素直な疑問をぶつけてみた。

　一護の体感で言えば、飛燕どころかどんな怪物が襲ってきたところで倒せそうな感覚があった。それだけ、昨日のアスラ戦で得た手て応ごたえは凄すさまじいものだった。

　だから、無理にバージョンアップをさせる必要は無さそうにも思えるんだけど。

　けど、アトロポスは腕を組んで少し悩んでから、申し訳なさそうに続けた。

「はっきり言って、こればっかりはやってみないとわかりません。二十五階の守り手、竜たつ串くし飛ひ燕えんはある意味、一護さんにとって天敵と言えるような相手ですから」

「俺の天敵？」

　予想外の答えに一護は少し驚く。

「はい。飛燕の刀技ソードスキル『光こう刀とう無む形けい』の速度は一護さんの高速剣に匹敵します。というよりも刀を振るう速度で言えば高速剣を上回っています」

「高速剣を速度で上回る？」

「はい。光刀無形は居合い斬ぎりの速度のみを追求した刀技です。ですから高速剣の様に高速移動などは出来ませんが、逆に刀を振るう速度のみで言えば高速剣を凌りよう駕がします。そして飛燕の戦い方は、狭い部屋で待って敵を迎え撃つもの。階段を守るのが役目ですから、動く必要がありません」

「一方、こっちは距離を詰めながら光刀無形を避よけ、さらに攻撃までしないといけないということか」

　速度で上回る相手の攻撃を防ぎながら、他の行動もしなければならない。それは確かに難しそうだ。

「ですので、まともにぶつかったのでは、正直太刀打ちできないと思います。とは言え、逆に光刀無形と渡り合える可能性があるのも高速剣だけかもしれませんが」

「なるほど」

　今から多少基礎能力値をアップさせたところで何の意味も無いってことだ。

　敏びん捷しよう性せいと思考速度を70台まで上昇させるってのもかなり魅力的なんだけどなあ。でも、ここはやっぱり高速剣の強化が正しい選択みたいだ。

「わかった。高速剣をバージョンアップさせるよ。今後、何があるかわからないから、一日二回、高こう速そく剣けんを使えるのは大きいと思うし」

「了解です。あ、それとですね、一昨日私が話した三つ目のアドバイス、覚えていますか？」

　アトロポスが小さく首を傾かしげる。

「もちろん覚えているよ。本当に絶体絶命の時は、すべてを捨て、拘束を解いて、刀スキルの真名を解放しろ、だろ？」

「はい。もしかしたら、今回はそれをする必要があるかもしれないです。でも、それは本当に最後の最後の手段にしてください。下手をしたら……」

　アトロポスの表情が心配で歪ゆがむ。

「うん、わかってる。俺だって正直アレは使いたくない。色んな意味で失うものが多すぎるからな。ま、アレを使わないで済む方法を考えてみるよ」

「はい。ぜひそうしてください！」








　　　　◇◇◇









「──まともにぶつかったんじゃ太刀打ちできないか」

　塔覇士ハンターの街へと転送された一いち護ごは誰ともなしに呟つぶやいた。

「ま、さすがにそんなに簡単にはいかないか」

　昨日までが順調すぎるくらいに順調すぎたのだ。

　最初の決闘デユエルの時、葉は桜ざくらは一護を侮っていた部分が少なからずあった。

　アスラ戦も、ブレスと斬ざん撃げきの威力は凄すさまじく隙すきのないものだった。膂りよ力りよくも並外れていて、何よりも強きよう靭じんな肉体はまさに鉄壁だった。けど、速度だけは一護に大きく分があった。

　つまり、一護にしてみれば単に相性の良い相手だった、というだけの事なのだ。

　けど、飛ひ燕えんには一護の唯一の武器である超絶的なスピードが通用しない。高速剣とは言え万能では無いのだ。

「さて、どうしたものかな」

「どうしたものかって、なにが？」

「うわっ！」

　独り言に突然耳元で返事をされて、一護は思わず大きな声を出してしまった。

「何か考え事かしら？」

　声の方を振り向いてみると、そこには宝石と見比べてもまったく見劣りしない、美しい瞳ひとみがあった。

　それも、距離にして五センチほどの近さに。

　その大きな瞳ひとみは猫のように好奇心の光を灯ともしている。何やら女の子特有の甘くていい香りも漂ってくる。

「って、祇ぎ王おう寺じさんっ!?」

　さらにびっくりした一いち護ごは大きく飛とび退のいた。

「なによ。大げさなリアクションね。まるで私が近くにいるのが嫌みたい」

　葉は桜ざくらは腰に手を当てて、不服そうに唇を尖とがらせた。

「ち、違いますよ、嫌なんてそんな！　むしろ光栄っていうか、幸運っていうか、だ、だから逆にびっくりして飛び退いちゃったっていうか」

　しどろもどろに答える一護に、葉桜は「ぷっ」と吹き出した。

「冗談よ冗談。別に怒ってないから。キミならそんなリアクションをするんじゃないかなって気がして、わざと接近してみたわけだし」

　そして、いたずらっぽく舌を出してみせる。

　葉桜のそんな新鮮な表情に、一護は兜かぶとの下で顔を赤くした。

　こんなの、不意打ちすぎるし！

　心臓がドラムロールのようにものすごい速さで高鳴っていた。

「で、どうしたものかって、なに？　なにか悩み事でもあるのかしら？」

「な、悩みって言いますか、飛ひ燕えんに勝つにはどうしたら良いのかなって考えてて」

　ドギマギしていたからっていうのもある。葉桜の質問に一護は素直に答えていた。

「どうしたらって、高こう速そく剣けんだっけ？　あれを使えばびゅーんて倒せるんじゃないの？」

「それが可能なら苦労はないんですけどね」

　にしても、びゅーんてって。まさか葉桜の口からそんな可愛かわいらしい擬音が出てくるとは思わなくて、一護は兜の下で頬ほおをゆるめた。

「出来ないんだ？」

「多分、まともにやったんじゃ太刀打ちできないだろうってアトロポスが」

「へえ」

　葉桜は目を丸くする。

　使い手の一護以上に、葉桜は高速剣の凄すごさを実感していた。なんせ自分が手も足も出なかった相手を一瞬にして葬り去った技なのだから。

　それこそ絶対不敗、万能のスキルくらいに見ていてもおかしくなかった。

「高速剣はその名の通りスピードの一点突破スキル。に対して、飛燕の光こう刀とう無む形けいも速度特化の必殺剣。攻撃速度で言えば光刀無形に軍配が上がるから厳しいって」

「確かに言われてみればそうかも。前に戦った時、私も飛燕の刀は一合受けるのが精一杯だったし」

　葉桜は当時のことを思い出しながら呟つぶやいた。

「けど、キミ。昨日アスラを倒したばっかりだっていうのに、もうボスを倒すことを考えてるのね」

「はい、塔の攻略が俺の目的ですから。のんびりしてる暇なんてないです」

　一いち護ごのまっすぐな言葉と視線に、葉は桜ざくらは少し気け圧おされた。と同時に、複雑な感情が胸に湧わき上がってくる。

「そっか。そう言えば最初の時、どうしても叶かなえないといけない願いがあるって言ってたわよね？」

「はい」

「それはどんな願いなの？　どんな願いを叶えたくて、ここに来たの？」

　葉桜の視線も純粋でまっすぐだった。ただ純粋に一護の願いを尋ねている、ともすれば救いを求めているような、そんな視線に見えなくもなかった。

　一護は少し迷った後、

「絶対に助けたい人がいるんです」

　ただ一言、そう告げた。そして、急いで話題を変えるように言葉を続けた。

「そういう祇ぎ王おう寺じさんは、何が望みなんですか？」

「え、私？　私は願いがあって聖こ塔こに来たわけじゃないからね」

　視線を上空へと向けて、懐かしむような表情を浮かべる。

「昔の私にとって、ここはお父さんに遊んでもらえる遊園地みたいな場所だったの。ただここに来て、お父さんやギルドのみんなと一緒に冒険する。それだけですごく楽しくて幸せだったから。だから、一度も願いを叶えてもらおうなんて気にはならなかったな」

「へえ、そうなんですね」

　葉桜の答えは一護にとって驚きのものだった。

　塔での冒険は危険との隣合わせのものである。それでも挑戦を諦あきらめないのは、それに勝る強い願いがあるからだと、そう思っていたからだ。

「けど、そうね。もし本当に何でも願いが叶うんだとしたら、三年前に失ったものを取り戻したいかなって、最近ちょっと思うんだ」

　葉桜は寂しそうな笑みを浮かべた後、慌てて「なんてね」と茶ちや化かすような言葉を付け加えた。

「私が願い事を叶えようとしたら、キミは困っちゃうよね。強力なライバルが増えるわけだし。正直に言えば、止やめて欲しいでしょ？」

　吹いてくる風が葉桜の綺き麗れいな黒髪をなびかせる。葉桜は片手で髪を押さえながら、じっと空を──その先にある何かを眺めていた。

　口調はイタズラっぽく冗談めかしたものだったけど、取り戻したいって想おもいはきっと本物だ。だから、

「いえ、当然、祇ぎ王おう寺じさんにもその権利はありますから」

　願いを叶かなえられるのはひとりだけ。であれば、ライバルが少ない方がいいのは当然のこと。

　だけど、塔に挑んでいる以上は誰にだって等しく願いを叶えるチャンスがあるんだ。

　それを妨害するなんてことは誰も許されない。

「そっか。じゃあ、私も本気で目指してみようかな」

　葉は桜ざくらは清すが々すがしい笑みを浮かべて一いち護ごの顔を見た。

「塔の攻略。願い云うん々ぬんは取りあえず置いといて、五十階の踏破を──本気で」

　その強い目の光に、一護も力強く頷うなずく。

「はい、お互い頑張りましょう。ライバルですけど、応援してますから」

　けど、葉桜の頬ほおは不満そうに膨らんだ。

「やっぱりそうよね～。まあ、そうだと思ったけど、そういう反応になるわよね～。遠回しに言ってあげても理解なんてするはずないわよね～」

「え？　え？」

　訳が分からなくて慌てる一護に、葉桜は大きくため息を吐ついてから、

「私が手伝ってあげるって言ってるのよ。キミの塔の攻略を」

　そう言葉にした。

「ええっ!?」

「そんなに驚かなくても。仲間、必要なんでしょ？」

「それは、そうですけど、なんでわかったんですか？」

「そんなの、キミの最大の武器である高こう速そく剣けんの弱点をちょっと考えればわかるわよ。発動時間が極端に短い、一日一回しか使えない、しかも使用後は身体からだが使い物にならなくなる。こんな致命的な弱点を抱えて、ひとりで塔を攻略するなんて絶対に無理だし」

「うっ」

　冷静な声で次々と欠点を指摘されて、思わず呻うめく。

「だ、だから、私が手伝ってあげるって言ってるの。ありがたいでしょ？　感謝してもし足りないでしょ？」

　少し早口で、頬のあたりを朱色に染めながら葉桜はそう言った。

「え、ええと、その、確かに仲間を探してはいるんですけど」

「いるんですけどなに？　パートナーが私じゃ不満ってこと？　実力不足だと？」

「そそそ、そんなことは絶対にないです！　不満なんてあるはず無いじゃないですか！　むしろ、俺の方が実力不足で申し訳ないって言うか」

「あのね～、私はその実力不足の子に決闘デユエルで敗北した上に、命まで助けられているんですけど？」

　ジト目で見られて、一いち護ごは困ったように笑うことしか出来なかった。

　仲間は絶対に必要だ。そして、その仲間が葉は桜ざくらであることは一護にとってこれ以上もないくらいに幸運なことで。

　実力的にも、それに気持ち的にも。

　けど、だからこそ、本当に良いのかなって気持ちもあって。

　あまりにも出来過ぎすぎていて、躊ちゆう躇ちよしてしまうのだ。

「本当に良いんですか？　俺なんかのパートナーになっちゃって」

「うん。さっきからそう言ってる」

「白の騎士団の方は？」

　葉桜は白の騎士団の団長で、どうしてもその座を守りたいがために無謀とも言えるアスラ討伐に挑んだはずなのに。

「そっちは一時休業。って言っても、もちろん必要な仕事はするつもりだし、団員からそんな勝手は許さない、そんな中途半端な状態でいるんだったら出て行けって言われたら出て行くつもり」

「そ、そんな！」

　さらっと言った葉桜の言葉に一護は驚く。けど、葉桜は涼しい顔をしていた。

「私、決めたの。もう、過去に捕らわれ続けるのは止やめようって。白の騎士団は私にとってかけがえの無い大切な場所だけど、これからは少し前に進んでみようってね」

　そうにっこりと微笑ほほえんだ葉桜の笑顔は、一護が今まで見た中でも一番綺き麗れいなものだった。

「だから、今後ともよろしくね」

　差し出された右手を慌てて握る。

「は、はいっ」

　初めて触れたその感触は、あまりにもドキドキしすぎて残念ながら記憶に残らなかった。








　　　　◇◇◇









　──東京聖塔トウキヨウジグラートの二十五階。

　通称『飛ひ燕えん城』と呼ばれるこのフロアは、その名の通り日本の城をモチーフとしたダンジョンになっていた。

　板張りの廊下が迷路状に入り組んでおり、襖ふすまで囲われた畳敷きの大広間には多数の怪物が待ち構えている事もある。

　さらに、このフロア自体が五階建ての長丁場となっている為ため、飛燕の部屋に辿たどり着つくだけでも一苦労と、なかなかに塔覇士ハンター泣かせのフロアだ。

「はぁ、はぁ……、はぁ、はぁ……」

　そんな飛ひ燕えん城一階、鳳ほう凰おうの間で一いち護ごは中腰の体勢で荒く呼吸を繰り返していた。

　全身から吹き出した汗が滴り落ちて、地面である畳を濡ぬらす。

　一護のまわりには忍の姿をした人型の怪物が七体、倒れていた。

「キミ、高こう速そく剣けんを使わないと本当に弱いのね」

　一護の背中側に立ち、声を掛けるのは葉は桜ざくらだ。

　こちらは一護とは逆に息ひとつ乱れていない。準備運動にもならないとばかりに涼しい顔をしている。

　怪物七体の内、六体を倒したのは葉桜だ。

　まるでダンスでもするかのように可か憐れんで軽やかな太刀さばきで怪物たちをまったく寄せ付けずに倒した後、最後の一体を相手になんとか攻撃を凌しのいでいた防戦一方の一護をフォローし──というか、あとはとどめを刺すだけという状態にまでアシストしてみせた。

　通常状態での実力差は比べるのも恥ずかしいくらい圧倒的だった。

「これで本当に大丈夫なのかしら？」

　ちょっと心配そうに、そして意外と嬉うれしそうに葉桜がそう言う。

　さっきまで塔覇士の先輩として、さらには剣聖としてのプライドを一護によってズタズタにされていたので、こうして実力差があることを見せられて少しだけ胸がすく思いがあったのだ。

「い、言い訳をさせてもらえるなら、これが俺にとって初めての実戦みたいなものですから」

「あ、そっか」

　葉桜と決闘デユエルしたのが一回目。そして二回目がアスラ。高速剣を使わずの雑ざ魚ことの戦いを一護は一度も経験していない。

　圧倒的に戦闘経験が足りないまま二十五階の敵と戦っているわけで、防戦一方になってしまうのは仕方のない事だ。むしろ、よくやっていると言えるかもしれない。

「だったら、やっぱり経験を積むために下の方のフロアを冒険しない？　せめて一週間くらいは」

　この提案は冒険に出る前に一度している。いきなり二十五階へと向かうのではなく、まずは二階から順番に攻略を試してみた方が良いと。

　それにもちゃんと付き合うからと葉桜は提案した。

　けど、一護は首を横に振った。その時間が勿もつ体たい無なかったのだ。一いち衣えの石化病がいつどのタイミングでさらに進行するのかわからない。

　さらに、この先の二十六階以降は本当に未知の領域になる。攻略にどんな障害が待っているのかわからない。

　飛ひ燕えん以上に高こう速そく剣けんとの相性の悪い敵が出てくる可能性だって当然ある。であれば、すでに五年間もの情報の蓄積がある二十五階は可能な限り早く攻略をしてしまいたかったのだ。

「飛燕のところに着くまでには慣れますから大丈夫です。この後も敵、出てきますよね？」

「ええ。こっちが嫌になるくらい出てくると思うけど、本当に大丈夫？」

「はい。最低限、死なないように頑張ります。いざとなれば高速剣がありますし」

「そうね。高速剣を使いさえすれば雑ざ魚こにやられることはないでしょうけど」

　でも、それを使った時点で今日の冒険が終了することを意味するわけで、本当に危ないと思った瞬間、それを使う判断が出来るかどうかは結構難しそうだった。

　たとえるなら、シューティングゲームでボムを使うタイミングを躊ちゆう躇ちよして死んでしまうような。

「それに、俺は祇ぎ王おう寺じさんのことを心から信頼していますから」

　剣聖が一緒に居てくれるのだ。こんなに心強いことはない。

　その気持ちを素直に言葉にした途端、葉は桜ざくらの頬ほおが赤くなった。

「な、なに？　私のことをこき使おうっていうわけ？」

「い、いえ、そういう意味じゃないですけど、で、でも、結果的にはそうなっちゃいますね。すみません」

　頭を下げる一いち護ごに、葉桜は慌てたように言葉を続けた。

「べ、別に本気で言ったわけじゃないから謝らなくていいわよ。そ、その、心から信頼してるって言われて嬉うれしかったから、照れ隠しで言っちゃっただけだし。っていうか、言葉を素直に受け取りすぎ。こう、もっと色々と察してよね！」

　照れたようにそう言って、ぷいっと横を向く。唇が少し尖とがっていた。

　そんな葉桜のリアクションに、今度は一護の顔が熱くなっていた。

　正直、そのリアクションはズルいと思う！　自分で照れ隠しでとかバラしちゃうのも、それでいて拗すねちゃうのも可愛かわいすぎてズルい。

　一緒に行動をするようになって、葉桜の新しい一面がどんどん見えてくる。それが一護には嬉しくて、幸せなことだった。勝手に頬が緩んでしまうくらいに。

「そ、それと、祇王寺さんって呼び方もちょっと気に入らないのよね」

「え？」

「私、苗みよう字じで呼ばれるのってあんまり好きじゃないのよ。それにせっかくパートナーになったんだから、親密さは必要だと思うし。ってことで、これからキミのことはイチゴくんって呼んで良いかしら？」

「は、はい！　それは全然かまいませんけど」

　むしろ大歓迎だ。憧あこがれの先輩から名前で呼んでもらえるなんて。一護は葉桜に見えないように小さくガッツポーズした。

「で、私のことも葉は桜ざくらって呼んでいいわよ」

「え？　ええ!?」

　その提案に思わず聞き返してしまう。そ、そんな畏おそれ多いこと！

「なに？　私のことを名前で呼ぶの、嫌なの？」

「い、嫌じゃないですけど……」

　非常に緊張してしまうわけで。あと、めちゃくちゃ照れくさいっていうか。

「ふ～ん。あ、そうだ！」

　葉桜は何かを思いついたとばかりにポンッと手を叩たたいたあと、

「名前が呼びづらいなら、先輩って呼んでもかまわないわよ？」

　にっこりと爽さわやかな笑みを浮かべる。

　うん、それなら普段から呼び慣れた呼び方だし、抵抗はない。先輩もそっちの方が聞き慣れているだろうし。

「はい、じゃあせんぱ──って、ななな、なんで先輩なんですか！　べ、べべ、別に俺、祇ぎ王おう寺じさんの後輩じゃないでですすしし」

　あ、あぶねえ！　危うく誘導尋問に引っかかるところだった！

「や、動揺しすぎだから」

　葉桜はジト目で一いち護ごを見る。確実に色んな事を疑っている目だった。

「そ、そそ、そりゃ動揺しますよ！　いきなり先輩って呼んでも良いって言われたら」

「そうかしら？　私は塔覇士ハンター歴十年なわけだし、イチゴくんはまだ三日目でしょ？　先輩って呼ぶのは別におかしい事じゃないと思うけど？」

「あっ」

　にやりと笑みを浮かべる葉桜に、一護はマヌケな声を出す。

「それともなに？　イチゴくんは私を先輩と呼ぶことに対して、何か特別な意味があったりするわけ？」

「べべべ別にないです！」

「ふ～ん、そう。私の目にはそうは見えないんだけど。ま、いいわ。今日のところはそういう事にしておいてあげる」

　一護の兜かぶとから三センチほどの距離まで顔を近づけて、葉桜はにっこりと会心の笑みを浮かべた。

　こ、これは、ほぼ確実にバレてる、よなぁ……。

　別に正体がバレたところで致命的な問題になることは無い……とは思うんだけど、けど、出来る事なら、なるべくバレないままの方が色々とやりやすいのは確かだ。

　うん、ほぼバレているとは言え、それはあくまで推測の域でしかない。いつまでごまかし続けられるかはわからないけど、ぎりぎりまでとぼけ続けよう。

「それで、私のことはなんて呼んでくれるのかしら？　葉は桜ざくら？　それとも先輩？」

　ふふん、とちょっと勝ち誇ったような顔で葉桜が訊きいてくる。

　その目が、どうせ先輩なんでしょ？　と雄弁に語っていた。

　普通に考えれば先輩だ。普段であれば間違いなくそっちを選択する。言い慣れてるし、照れくさくないし、呼び間違える心配もない。

　けど、こんな風に勝ち誇られると、ちょっとした反抗心が湧わき上がってきた。

　それに、憧あこがれの先輩を名前で呼べるチャンスなんて滅めつ多たにあることじゃないし、単純に呼んでみたいって気持ちもある。

　なので、照れ臭さと緊張を押し殺して、一いち護ごは決断した。

「じゃあ、葉桜で」

「えええっ!?」

　一転、今度は葉桜があわあわした。目を大きく開いて、陶器のように白く美しい肌が、熟れたトマトのように赤く色づいた。

「な、な、な、なんで名前なのよ!?」

「だって、そう呼んで良いって言ったじゃないですか」

「そ、そうだけどっ」

　葉桜は指先で髪の毛を弄いじりながら、可愛かわいらしく一護を睨にらむ。実際に葉桜と名前で呼ばれて、予想以上に心臓が跳ねてしまったのだ。

「こ、こういうところ、たまに油断ならないのよね。油断した心の隙すきをついてくるっていうか、変な所だけ予想を裏切るっていうか。ちゃんと準備してればここまで動揺しなかったのにぃ」

　顔が赤いまま、「うぅぅ……」と唸うなる葉桜を見て、

　ほんの少しだけやり返せたかな？　一護はそんな風に思ったのだった。







４章　──絶体絶命！──




「あとはこの廊下をまっすぐ進んでいけば、飛ひ燕えんの部屋までたどり着けるわ」

　階段を登り、飛燕城五階へと着いたところで葉は桜ざくらがそう言った。

　城の構造上、上の階に行くほどフロアの面積は狭くなる。

　一階、二階は複雑な迷路のようになっており階段にたどり着くまでに長い道のりを要したけど、三階以降はシンプルな構造になっていて、比較的楽に進むことが出来た。

　それでも、襲い掛かってくる雑ざ魚こモンスターの数は多く、一いち護ごはすでにへとへとになっていた。

「けど、その様子で本当に飛燕と戦えるの？」

「はぁ、はぁ……だ、大丈夫です。高こう速そく剣けんはなんとか……温存できましたから……」

　これまでの怪物との戦いで一護が命の危険を感じたのは一度や二度では無い。けど、紙一重のタイミングですべて葉桜がフォローしてくれた。

　葉桜の技量ならば、もっと前のタイミングで余裕を持ってフォローすることも可能だっただろう。けど、一護に戦闘経験を積ませるために敢あえてギリギリの、本当に命の危機を感じさせるレベルにまで到達した際のみ、手を出すようにしていた。

　それは、よほどの技量とメンタルの強さが無ければできる事ではない。

　そして、命の危機を身を以もつて知ることにより一護の戦闘経験も確実に増していた。これ以上は危険だという状況を体験した上で生き残る事は、一番の成長に繋つながるのだから。

「やっぱり凄すごいですね、葉桜さんは。俺、まじで尊敬します」

「な、なによ、いきなり。変なこと言ってる暇があったら、少しでも息を整えなさい」

　葉桜は照れたように顔を背ける。どうにも一護のまっすぐな物言いに照れてしまうのだ。

「それに、高速剣を使ったところで飛燕には勝ち目は薄いんでしょ？　対策は考えてるの？」

「はい。一応考えてはいますけど、実際に飛燕の動きを見たことがないので、まだどのくらい通用するかはなんともです。葉桜さんは戦ったことあるんですよね？」

「ええ、三回ほどね。そのすべてで近づくことすら出来なかったわ」

　その声には少しだけ悔しさが滲にじんでいるけど、どちらかと言えば清すが々すがしさの方が強かった。それだけ飛燕が見事な技量を持っているということだろう。

「せっかくだし、飛燕の部屋に着く前に、軽く飛燕のことを説明しておくわね」

「はい、お願いします」

　飛ひ燕えんの部屋へと続く長い通路を歩きながら、話を続ける。

「まず、飛燕の部屋だけど横幅と高さが三メートルくらい、そして奥行きが十五メートルほどの長方形になっているわ。当然、壁や天井は破壊不可能。そして一番奥が二十六階への階段になっていて、その前に飛燕が陣取っている」

「飛燕を倒さない限り、階段を登ることは出来ないってことですね？」

「そうね。過去に一度、梁りよう山ざん泊ぱくが十五人の精鋭を揃そろえて、戦わずにただ駆け抜けることだけを目的とした一斉突撃を行なってみたけど見事に玉砕したわ。つまり多人数による同時攻撃も効果なし。極端な長方形の狭い部屋っていうのも、そういったことをさせない為ためのものでしょうね」

　そして飛燕はその場から動くことはない。ただひたすら、迫る者に『光こう刀とう無む形けい』を放ち続けるのみ。場としては相手に有利な条件が整っているわけだ。さながら固定砲台といったところか。

「遠方からの魔法攻撃は効果無いんですか？」

「彼の斬ざん撃げきは魔法すらも弾はじくわ。当然、弓矢もね。光刀無形を上回る速度の魔法か弓矢を放てる塔覇士ハンターがいれば効果あるかもしれないけど、当然そんな塔覇士はいない」

「なるほど。じゃあ、飛燕の攻撃レンジはどのくらいですか？」

「十メートルと言ったところじゃないかしら。部屋に入ってすぐに攻撃をされることは無いわね。攻撃的な性格ではないし、部屋を通り抜けようという意思を見せない限り普通に会話にも付き合ってくれるわよ。むしろ、逆に会話をしたがっているようにも見えるわ。なんせ、こんなところにずっとひとりで居るんだもの。話相手くらいは欲しいわよね」

「なんか、そう言われると普通の人間のようにしか思えないんですけど」

「少なくとも見た目は普通の人間よね。普通、って言うには少し整いすぎてはいるけど」

　一いち護ごも過去に数回、雑誌などで飛燕の姿を見たことはある。

　百八十センチを超える長身で、身体からだつきは細身。とは言え、華きや奢しやな感じはまるでなく、優雅で靭しなやかな中に力強さも感じさせる。

　色白の肌に涼し気な目元、スジの通った高い鼻。青みがかった髪を伸ばし、後頭部のあたりでひとつに括くくっている。

　美形、という表現がこれほど似合う男は居ないのではないか、と思えるほどに飛燕は美形だった。

「女子塔覇士の中には飛燕を倒すことに対して反対を唱える人までいるわ。倒してしまったら飛燕様ともう話が出来なくなっちゃうじゃない、って」

　それはもう、本末転倒すぎる。けど、すべての塔覇士が塔の攻略を目標としているわけでも無いんだよな。

「ちなみに葉は桜ざくらさんはどうなんです？」

「その発言は私に対する侮辱と受け取るけど、いいかしら？」

　すーっと葉は桜ざくらの目が細められる。冷気が周囲に満ちた。

「ご、ごめんなさい。失言でした」

　一いち護ごが謝ると、葉桜は肩の力を抜くように「はぁ……」と息を吐いた。

「けど、そうね。飛ひ燕えんにそういった興味はまるでないけど、本気で攻略を目指していなかったって部分では、その子たちとそんなに変わらないのかもね。だから、今まで真剣に飛燕対策を考えてこなかった。心のどこかでは諦あきらめてたのかもしれない。飛燕には勝てないんだって」

　葉桜だけではなく、誰もがそんな風に心のどこかでは思っていたのかもしれない。だから、五年もの間、攻略は停滞してしまった。

「フィールドは狭いから回りこむ事も飛び越えることも複数で同時に襲いかかることもほぼ不可能。つまり必ず飛燕の間合いで──絶対的な速度を持つ『光こう刀とう無む形けい』がもっとも活いきる条件の中で、真正面から立ち向かい打ち倒さないといけない。それが本当に出来ると思う？」

　葉桜が視線を一護に寄よ越こす。

「そうですね。ひとりでは難しかったと思います。けど、葉桜さんが一緒なら可能なんじゃないかなと、そう思います」

　一護は葉桜の目をしっかりと見返しながら、そう言葉にした。

「さっきも言った通り横幅は三メートルくらいしかないわ。ふたりで同時に斬きりかかるには狭すぎるわよ。むしろ武器の長さがあるから互いに邪魔になっちゃうと思う。そもそも、私は一合受けるのが精一杯で近づくことすら出来ないし」

「はい。だから、俺は葉桜さんを飛燕のところまで連れて行くことに全力を尽くします」

「え？」

「俺の高こう速そく剣けんなら飛燕の光刀無形を弾はじくことは出来ると思うんです」

　こちらも攻撃をするとなると大きく剣を振るう必要が出てくる。故に動作が大きくなる。そうなると速度で負ける分、不利になる。しかし防ぐだけであれば刀を振る動きは最小限。対処は出来るはずだ。

「だから、葉桜さんは俺の後ろを付いてきて下さい。そして、飛燕に接近したところで何とか一瞬だけ隙すきを作ってみせます」

「その一瞬の隙をついて、私がトドメを刺すのね？」

「はい」

　それは簡単な事ではない。激しく迫り来る飛燕の斬ざん撃げきの中、意識を攻撃だけに集中させ、防御はすべて一護に委ゆだねるという胆力。

　一瞬の隙を逃さない視力、反応速度、瞬発力。

　そして一撃で確実に敵を仕留める攻撃力、正確性。

　あらゆる能力が秀でて無ければとても成功させることは出来ない、非常に難易度の高いミッションだ。

　だからこそ、葉は桜ざくらは笑ってみせた。

「わかったわ。その役目、引き受けてあげる」

　当然プレッシャーはある。恐怖心がまるで無いわけでもない。失敗したらという不安だってある。

　けど、それ以上に気分が高揚していた。

　塔を攻略する。ボスを倒す。それは、この塔においてもっとも純粋な目的で、喜びだ。

　そして長い間、葉桜が忘れていた気持ちでもあった。

　三年前のあの日から、どこかに置き忘れていた純粋な気持ち。

　初めて塔に入ったあの頃。父親との冒険がただ楽しくて、強敵とまみえるとワクワクドキドキして、ボスを倒した時は大きな達成感と共に無邪気に嬉うれしかった。

　そんな気持ちが、葉桜の中に蘇よみがえってきたのだ。

　もちろん、悲しい気持ちが全部無くなるわけではない。辛つらい想おもいは小さな刺とげのように一生葉桜の中に残るだろう。

　けど、それでも、もっと前に進めると思った。一いち護ごと一緒であれば。

「期待してます、葉桜さん」

「そっちこそ、期待してるわ。なんせ私の全部をキミに預けることになるんだから」

「はい、葉桜さんのすべて、俺がしっかりと受け止めます。安心して、俺の背中に付いてきてください！」

「あうっ……」

　一護の言葉に、葉桜の顔が真っ赤になる。そして、ポカリ、と軽く一護の胸を叩たたいた。

「んもう、そういう事を、そんな真剣な声で言わないの。違った意味に聞こえちゃうでしょ！」

「ん？　違った意味って？」

「な、なんでもないわよ！　そ、それより、ほら、着いたわよ。見てご覧なさい」

　葉桜が前方を指さす。そこには飛ひ翔しようする燕つばめの姿が見事に描かれた襖ふすまがあった。

「あそこが飛ひ燕えんの部屋よ。覚悟はいい？」

「当然です」

　ふたりはしっかりと頷うなずき合い、引手へと手を掛けた。








　　　　◇◇◇









「ようこそ、我が城へ。狭くむさ苦しいところだが、まあゆっくりしていってくれ」

　部屋の中に入ると、その一番奥、二十六階への階段の前に飛ひ燕えんはあぐらをかいていた。

　端麗な顔立ちに見事な柄の着物を少し着崩している。手には盃さかずき。どうやら一杯やっていたみたいだ。その姿は絵になりすぎていて、雅みやびという言葉がよく似合っていた。

「ああ、その前にひとつだけ注意がある。そこから五メートル。それが貴公達たちに許された領域だ。そこを越えさえしなければ自由にしてくれて構わない。ただ、そこを越えようとするのであれば、少々面倒なことになる。出来ればただの話相手であって欲しいのだが、訊きいてみよう。今日は何用で？」

　飛燕が涼し気な瞳ひとみのまま訊いてくる。

　何一つ気負いのないその様子が、逆に飛燕の強さを引き立てていた。

　一いち護ごは肌がピリピリと疼うずくのを感じた。これはとてつもない強敵だと、全身の神経が警告しているのだ。

　しかし、ここで尻尾しつぽを巻いて逃げるという選択肢は当然ない。

「塔覇士ハンターがここを訪れる理由はひとつです。あなたの後ろにある階段を使わせて欲しい」

　一歩前に出て、そう告げる。

　飛燕の口端が少しだけつり上がった。それは喜んでいるようにも見えたし、面倒がっているような表情にも見えた。

「なるほど、それは残念だ。私にはこの階段を守るという役目があってね。何人なんぴとたりともここを通すわけにはいかないのだよ」

「ならば、押し通るまでです！」

　さらに一歩、一護が歩を進める。その背中にはぴったりと葉は桜ざくらも続いた。

「ふむ、であれば、私も自分の役割を果たすまでだ。出来ればあまり面倒なことはしたくないのだが、まあそれもまた一興。ここのところ私に剣を向ける相手はとんと居なくなっていたのでね。たまには刀を振るうのも悪くはない」

　そう言って飛燕は緩やかに立ち上がる。まるで水が流れるかの如ごとく、淀よどみなく自然な動作だった。

　あまりにも自然で、あまりにも無駄がない。故に緩やかな動きなのに目で追いきれない。そんな不思議な所作だった。

　さらに一歩、もう一歩と距離を縮める一護。

　飛燕は微かすかに腰を落とし、腰に差した刀の柄つかへと右手を移した。

　そして入り口から五メートル。『光こう刀とう無む形けい』の間合いぎりぎりのところで一護は足を止める。

「念の為ためもう一度訊きいておくが、諦あきらめる、という選択は無いのだな？　私は無益な殺生は好まない。故に最善の注意は払うが、それでも刃を交えるとなれば死に至ることもある。貴公にその覚悟は出来ているのだな？」

「その言葉、そっくりそのまま返しますよ。あなたこそ、俺に倒される覚悟は出来ていますか？」

　挑発するような一いち護ごの言葉に、飛ひ燕えんは面白そうに目を細めた。

「フフフ、ならば言葉はもう無用。あとは言葉よりも分かりやすい、互いの牙きばで会話をしようぞ」

　飛燕の腰がさらに落ち、前傾が深くなる。ただ静かに、微動だにせず一護を見つめる。

　それは、まるで日向ひなたぼっこでもしているかのような、自然体で力の抜けた姿だった。

　しかし、一ミリでも動けば自分が切り刻まれる。そんなイメージが一護の脳裏には明確に浮かんでいた。

　前進しようが、左右にステップしようが、ジャンプしようが、一瞬にも満たない時間で飛燕の刀は一護の身体からだを斬きりつけるだろう。

　光こう刀とう無む形けい──その名の通り、太刀筋は光のように速く、対たい峙じしたものは刀の形を認識することすら出来ない。

　圧倒的なまでに圧倒的な神速の居合。

「葉は桜ざくらさん、一気にいきます。準備はいいですか？」

　意識を飛燕に集中したまま、振り返ることなく一護が訊く。

「ええ、いつでもいいわ。キミの好きなタイミングで仕掛けて。全力で付いて行くから」

　一護は刀を抜いた。そして構え、ひとつ息をつく。

　高こう速そく剣けんを発動させて闇やみ雲くもに突進する。それだけでも飛燕の攻撃をすべて弾はじきながら距離を詰めることは可能かもしれない。

　しかし、その前にひとつ、試しておきたい技があった。スキルを取得する時、アトロポスは言っていた。

　高速剣を使用することによって、超音速で剣を振るい衝撃波を発生させたり、残像を利用しての分身攻撃が出来たりすると。

　事実、アスラ戦では偶然とはいえ距離を詰めた際に衝撃波を放つことが出来た。

　今回で高速剣の使用は三回目。使いこなせるほど慣れたとはとても言えないけど、ある程度は感覚としてどんなものかわかってきた。

　であれば、意識的に技を試してみるのも悪くはない！

　ぎゅっと強く刀の柄つかを握る。両足で地面を踏みしめるようにしてから、短く息を吐き出す。そして、

「──高速剣っ！」

　一いち護ごの唯一にして最強の武器スキルを発動させると同時に、鋭く刀を振るった。

　全身の筋肉を軋きしませながら、最短の軌道で振りぬく刃。切り裂くは人ではなく空間だ。

「はあああぁぁぁぁあ!!　音速剣ソニツクブレードっ！！！！」

　気合いと共に一護の刀からは、音速を軽く超える衝撃波が放たれた。

　その衝撃波を追うように一護が地面を蹴けり、飛ひ燕えんに向かって突進する。背中を葉は桜ざくらが追いかけた。

「……っ!?」

　飛燕の目が微かすかに見開かれる。自分の予想を超える一護の速度に驚くと共に、歓喜がこみ上げてきたのだ。

　まさか、自分と同じ速度域に生きる人間がいるとは思ってもいなかったから。

　口元を緩めながら、刀身を鞘さやから抜き放った。

「──光こう刀とう無む形けいっ！」

　打ち出された刀は一筋の風。または質量を持った音。

（速いっ！）

　今度は一護が目を見開く。その姿を完全に目で捉とらえることは出来ず、超速の何かが衝撃波を弾はじく。弾かれた衝撃波は一陣の風を巻き起こして消滅した。

　飛燕の姿はまるで動かず。いや、一瞬にも満たない時間で、飛燕は抜刀し、再びその刀身を鞘に収めたのだ。

　葉桜の目でさえ、かろうじて微かな動きが認識できただけの超速度での居合。

（やっぱり付け焼き刃の衝撃波じゃこんなものか。けど、光刀無形を自分の目で見ることが出来た）

　速度、太刀筋、動作。そのすべてを体感として知っているのと、いないのとではまるで違う。その意味では、この初撃の打ち合いには大きな意味があった。

「さあ、私の刃を受けきってみよ、勇敢な少年よ！」

　続けざまに繰り出される飛燕の斬ざん撃げき。二合目、三合目、四合目──カキンッ、カキンッ、と金属がぶつかり合う甲高い音だけが響く。

　葉桜は思わず声をあげそうになった。自分の目では追い切れない、圧倒的な速度を持った刃が次々と襲い掛かってくるのだ。その恐怖は相当なものだった。

　しかし、一護だって負けてはいない。

　次々と繰り出される飛燕の斬撃をすべて打ち返す。一度見たことによって、他の誰の目にも見ることの出来なかった飛燕の刀身を、一護の目はしっかりと捉えていたのだ。

　軽さを重視するために極限まで薄く研がれた刀。それはまるでガラスで出来ているかのように透明で美しい姿だった。

　そんな刀が超音速で振るわれるのだ。普通であれば見えるはずがない。しかし、一護には見えている。見えているからこそ、その弱点も明確にわかった。

　軽さを追求した飛ひ燕えんの刀。その長所はそのまま短所へと繋つながる。飛燕の斬ざん撃げきは軽いのだ。だから、威力を求めるため、その太刀筋は斬きるでなく突くに近い形になる。

　線による斬撃ではなく、点による刺突。縦からの衝撃には強くても、横からのそれには非常に弱い。軌道さえ把握できれば、弾はじくことは容易たやすい。

　むろん、そんなことが出来るのは高こう速そく剣けんを使用した上で、防御に意識を集中した一いち護ご以外いるはずも無いのだが。

　アトロポスは飛燕を一護の天敵だと言った。だとすれば、その逆もまた然しかり。

　飛燕にとって、己の刀をこうも容易く弾く人間がいることは衝撃だった。

　一護の突進は止まらない。上体を倒し、空気抵抗を抑えた低い前傾姿勢でより加速する。

　それはまさに疾風の如ごとし。光こう刀とう無む形けいをすべて弾きながら、ふたりの距離が七メートル、五メートル、三メートルと縮まる。

　ここまで飛燕が接近を許したのは後にも先にも一護だけだ。飛燕の表情が強こわ張ばる。

　そして残り二メートル。刀を振るえば届く間合い。

　そこで一護は上半身を起こした。突進での風の抵抗を最低限に抑えるための前傾姿勢から、一気に身体からだを起こし表面積を大きくする。

　まともに考えればこれは愚策。スピードの低下を招くと同時に、相手にとっての的を大きくするだけだ。

　しかし、今は普通の状況ではない。光速に近づかんばかりの超速度での行動だ。空気に触れる身体の面積が一気に増え、勢いそのままに空気を押し出す。

「くらえっ！　身体衝撃波ボデイソニツクっ!!」

　──アスラ戦で偶然起こった現象を技として昇華させた一撃。

「んぬっ！」

　突如として襲いかかってきた衝撃に飛燕の身体が半歩ほどよろめいた。

「葉は桜ざくらさん、今ですっ！」

　飛燕の刀を弾けるように意識を集中しながら、葉桜に道を譲るように上空に跳ぶ。

　一護が言うよりも速く、葉桜は動いていた。

「桜花ぁぁ一いつ閃せん──っ！！！！！！！！！！」

　葉桜は防御のことなどまるで考えない。それはすべて一護がやってくれる。

　自分はただこの一ひと太た刀ちで飛燕を討ち取るのみ！

　一護の身体に隠れ、スリップストリーム状態になっていた葉桜の身体は、まさに弾丸のように飛び出した。

　空気との摩擦で火花が散る。葉桜の突き出した三み日か月づき宗むね近ちかは、桜を思わせる淡い赤に包まれた。

　──勝った！　一いち護ごも葉は桜ざくらもそう思った。

　葉桜の一撃は必殺のタイミングで繰り出され、飛ひ燕えんの身体からだはよろめいている。ここから光こう刀とう無む形けいを繰りだそうと、一護はたやすく弾はじくことが出来るだろう。

　葉桜の動きを止めることは最も早はや不可能。どう考えてもチェックメイトだ。

　けど、飛燕は不敵に笑ってみせた。

　その瞬間、一護の背中に冷たいものが走る。

（ダメだっ！）

　脳がそう判断するよりも速く、一護の身体は反応していた。

　空中で無理やりに身体を捻ひねり、出で鱈たら目めな力の入れ方をして天井を蹴けり、無む茶ちや苦茶な方向転換をする。

　全身の筋肉が悲鳴を上げ、ブチブチ、と何かが切れた音が至るところから聞こえた。

　けど、そんなことを気にしている余裕は無い。

「──欺ぎ心しん暗あん器き！」

　飛燕が言葉を発し、一瞬身体が震える。そして次の瞬間、着物の袖口から無数の小型な刃──超小型の苦く無ないだろうか──がガトリングガンのような勢いで射出された。

　その数は軽く三十を超えている。

　まさに一斉掃射と呼べる連撃のすべてを刀で叩たたき落おとすことなど不可能。躱かわすことは更に困難。

　特に攻撃のみに意識を集中している葉桜なら尚なお更さらだ。

　このままでは、葉桜は真正面から苦無の弾幕の中へと飛び込んでしまうことになる。

　とてつもない速度のままで。その先に待っているのは、身体を蜂の巣のように撃ちぬかれ訪れる──死だ。

「間にあえ──────っ！！！！！！！！！！！！！」

　一護は全身を投げ出すようにして、上空から葉桜の身体へとタックルした。躱せないのであればスピードでぶち抜くしかない。

　苦無が葉桜の身体へと到達する前に、なんとしてもでも進行方向を変える。そして、

「「んくっ！」」

　こぼれた呻うめきはふたつ。

　予測していない上からの突然の衝撃にこぼれた葉桜の呻きと、いくつかの苦無を背中に浴びてしまった一護の呻きだ。

　ふたりはそのまま絡み合うように激しく地面を転がり、壁に衝突して動きを止めた。

「かはっ！」

　叩きつけられた衝撃で、強制的に肺から空気が吐き出される。続けて胃の中の物も吐き出しそうになって、それは何とか堪こらえた。

　そんなものを吐き出している時間はない。

　一いち護ごはすぐさま立ち上がり、葉は桜ざくらを守るようにして飛ひ燕えんを睨にらんだ。飛燕との距離は五メートルほど。

　決死の思いで詰めた距離を自らの手で再び遠ざけることとなってしまった。

　葉桜も続いて立ち上がる。その表情は苦痛で歪ゆがんでいた。

「大丈夫ですか？　葉桜さん」

「え、ええ。ちょっと足をやられちゃったみたいだけど」

　葉桜の足に視線を移すと、太ももの辺りをえぐられた後があり、血が流れていた。

（くそっ！　先輩にも当たってしまっていたか）

　悔やむ一護に、葉桜は気丈にも笑みを作ってみせた。

「大丈夫よ、イチゴくん。大きな怪け我がじゃないから。さすがに無傷の時と同じようには動けないけど」

　同じように、どころでは無いだろう。命に関かかわる怪我では無いだろうけど、見た感じ決して軽い怪我でも無い。立っているだけでもかなりの激痛があるはずだ。

「それよりも、イチゴくんの方が……」

　葉桜が心配そうに一護の背中を見る。ダンボールで出来た一護の鎧よろいにはいくつもの穴が空いていた。

　至近距離から放たれた苦く無ないの弾丸の前ではダンボールの鎧などなんの意味もない。

　複数の苦無は軽々とダンボールを突き破り、一護の背中に埋め込まれ、そして無理やりに引き抜かれた。

　鏃やじりと同じように返しの付いたその苦無は、引き抜く時にこそ大きな殺傷力を持つ。一護の背中はごっそりと肉がえぐり取られていた。

　ドクドクと流れだした大量の血は、すでに鎧の縁から溢あふれだしている。けど、今は痛みも何もかもを押し殺す。

「俺も大丈夫です。こんなの大したことありません」

　痛がるのも、倒れるのも後でまとめてやればいい。死にさえしなければ、それでいい。

　それよりも今は、この状況をどうにかするのが最優先だ！

「ほほう、私の二の太刀を目にして死なぬとはな」

　飛燕が軽く身体からだを捻ひねる。と、飛燕の足元に放射状に落ちていた苦無が着物の下へと戻っていく。頑丈なワイヤーか何かで繋つながれているのだろう。

「なかなかに楽しませてくれるではないか」

　飛燕は顎あごを撫なでながら嬉うれしそうに言う。それは飛燕が初めて見せた、心からの笑顔だった。対して一護たちの表情は苦渋に歪む。

　まさか飛燕にこんな奥の手が隠されていたなんて、思ってもみなかった。

　居合さえ何とかして近づければ勝てると踏んでいた。飛ひ燕えんの攻撃は光こう刀とう無む形けいのみだと、誰もがそう思っていたのだ。

　そう思わせるほどに光刀無形は強力な技だった。けど、それすら撒まき餌えに過ぎなかった。光刀無形でこちらの動きを制限した上で、至近距離からの回避不可能な必殺の連撃『欺ぎ心しん暗あん器き』を放つ。どこにも隙すきはなかった。

　今、こうしてふたりして生きていられるのも運が良かっただけのことだ。

　そして、更に絶望的なのが、高こう速そく剣けんの持続時間──三分がすでに過ぎているということだった。今の一いち護ごは高速剣の後遺症と欺心暗器の傷で全身ぼろぼろな、立っているだけがやっとの最弱の塔覇士ハンターにすぎない。

「イチゴくん、ここは一いつ旦たん引きましょう。私たちはもうまともに戦える状態じゃないわ。飛燕の奥の手を知れただけでも大きな成果だし、一旦引いて、対策を練り直しましょう」

　それが多分正解だろう。それが生き残る為ための唯一の手段と言える。だけど、

「そうさせてくれると嬉うれしいんですけどね」

　視線はずっと飛燕を捉とらえたままに呟つぶやく。

「私の仕事はこの階段を守ること。帰るのであれば別に止める気は無い──と、いつもの私なら言うのだが、今回は少しばかり毛色が違ってね。私の奥の手を見た者を生きて帰すわけにはいかないのだよ」

　飛燕の手が再び刀の柄つかに掛かる。

「それに、貴公らは放ほうっておけば今後さらに厄介な相手になりそうだしな。武人としては喜ばしい事だが、ここの番人としてはいささか困る。なので、悪いが今回はふたりとも死んでもらう事にしたよ。その前に、是非とも私をもっと楽しませて欲しいものだがね」

　涼し気な瞳ひとみの中に殺気が宿った。逃げるために背中を見せれば、即座に斬きりつけられるだろう。絶体絶命──まさに絶体絶命だった。

　もう一度同じ攻撃をしたところで、欺心暗器を防ぐのは無理だ。時間があれば対策が思いつくかもしれないが、今はその時間はない。

　そもそも怪け我がをしている時点でさっきと同じ動きは出来ない。その選択肢は消える。

　では、アスラ戦と同じように籠こ手てを外すか？

　いや、籠手を外したところで速度で光刀無形を上回るのは不可能。籠手どころか具ぐ足そく、胸当て、腰当て、肩当て、そのほとんどの防具を外したとしても、速度は同じくらいといったところだろう。

　それでは意味が無い。片手間で捌さばけるくらいに圧倒的な速度で光刀無形を上回らない限り、結局は欺心暗器の餌え食じきになるだけだ。

　つまり、まともに戦ったのでは勝ち目は無いのだ。

　かと言って、逃げることも出来そうにない。自分ひとりならまだしも、足に怪け我がをしている葉は桜ざくらを連れて逃げ出せる可能性はゼロ。

　──死、というものが現実味が帯びていく。

　一いち護ごは塔に入ってから初めて恐怖していた。葉桜戦でも、アスラ戦でも感じなかった己の死の匂においがはっきりと感じられたのだから。

　死にたくない、と思う。

　そんなの当然だ。誰だって死にたくなんてない。

（けど、同じ死を迎えるんだったら、黙って殺されるよりも足あ掻がいて死ぬべきだよな！）

　奥の手があった。

　ひとつだけ、この状況を覆せるかもしれない手段が。

　アトロポスから伝えられた最後の手段──高こう速そく剣けんの真名の解放。

　限界の限界を超えるというただでさえ負担の大きすぎる真名の解放をこのボロボロの身体からだで、しかも、二度目の高速剣の使用時に行うのだ。

　どこまで身体が保もつか、危険過ぎる賭けだった。死に至る可能性は大きいだろうし、それ以外に失うものも多い。

　けど、今はそんな事は言ってられない。身体が保たないならば、無理やりにでも保たせれば良いだけだ！

「──高速剣」

　呟つぶやくと共に、見える世界が切り替わる。

　光も音も緩やかに流れ、感覚が鋭敏に。と同時に、動かしてもいないのに全身の筋肉にキリキリとねじ切られるような痛みが生じた。

　血は沸騰したように熱く、滝のように汗が吹き出す。頭が割れそうなくらいの頭痛に目眩めまいがした。

　背中は神経を直で炎で焼いているような熱と激痛でぐちゃぐちゃだ。

　一回目の高速剣とは比べ物にならない負荷が肉体と神経に掛かる。身体が滅め茶ちや苦く茶ちやに壊れていくのを感じる。

　でも、今はそれを無視しろ！　ただただ意識を集中しろ！　高速剣を途切らせてしまえば、そこですべてが終わってしまうのだから。

　俺が壊れていいのは、全部をきちんと終わらせてからだ。

「籠手アームガード、具足レツグガード、肩当てシヨルダーガード、解除パージ！」

　唱えた途端、それぞれの防具が淡い光を放ち、そして地面へと落ちる。

「え？」

　背中で葉桜が小さく驚くような声をあげた。それも当然だろう。いきなり目の前で一護の防具が外れていくのだから。

　けど、それも気にしない。さらに増す拷問のような激痛も、内臓があげる不快感という悲鳴も、全部無視して意識を集中する。

　挫くじけそうになる弱い気持ちは、絶対に譲れない想おもいで粉々に打ち砕く。

　一いち衣え──浮かぶ最愛の妹の顔。大好きな笑顔。一衣を絶対に救ってみせる。お兄ちゃんが、絶対に一衣の病気を治してあげるからな！

　たとえ、自分の身体からだがどうなろうとも！

「胸当てブレストガード、腰当てチエストガード、兜ヘルム、解除パージ！」

　また、それぞれの装備が淡い光を放ちながら外れ、地面に落ちる。素顔が空気に触れ、風が髪を撫なでた。

「い、一いち護ごくん？」

　葉は桜ざくらの声がクリアに一護の耳に届く。

「はい。正体を隠していて……すみませんでした」

「い、いや、それは薄々っていうか、かなり確信を持って気づいてはいたんだけど、それよりもさっきから何をしているの？」

　一護が何かを呟つぶやく度に、一護の身体を覆っていた鎧よろいが外れていく。今、一護が纏まとっているのは外套マント一つだ。

　いくらダンボールの鎧とは言え、着ているのといないのとでは、多少は防御力に差があるはずだ。それをわざわざ外していく。その意味が葉桜にはまるで理解出来なかった。

「飛ひ燕えんに勝つための……奥の手の準備ですよ……」

「飛燕に勝つ？　奥の手──って、そんなものが本当にあるの？」

「はい。絶対に……飛燕に勝って、先輩を守ってみせます。だから、先輩は……そこで見ていて下さい！」

　そう言って、一護は深く息を吐いた。

　最後、外がい套とうを解除すれば、高こう速そく剣けんの真名の解放は完成する。

　外套を解除する事にまったく抵抗が無いかと言えば、嘘うそになる。

　きっと、色々と壊れてしまうんだろうな。憧あこがれの先輩との楽しかった時間も、築いてきた信頼も、淡い恋心も。そして、奇跡のような塔でのこの関係性も。

　この先に進めば、どうしたってぎこちない関係になってしまうだろう。

　それはちょっとキツいけど、でも、先輩の命を失うよりは全然良い。ここで先輩を救えなかったら、俺は一生自分を許せないだろうから！

「外套マント、解除パージ！」

　高らかに張り上げた言葉に反応するように、最後の装備である外套が肩から外れ、宙を舞った。

　マントの内側から現れるは、黄金に輝く一護の裸体だ。

　素肌に直接当たる風が、蒸気機関のように体内からエネルギーを生産し熱くなった身体を冷やしてくれて心地よい。

　限界を超えて神経が壊れてしまったのか、さっきまでの苦痛や不快感はすべて消きえ失うせていた。代わりに、とてつもないエネルギーが全身に漲みなぎっている。

「え？　え？　えええ──！！！！　な、な、なにぃ!?」

　葉は桜ざくらの混乱した絶叫が響き渡る。当然のリアクションだ。目の前で突然男が裸になったのだから。

　その混乱は、やがてマイナスの感情へと変化していくだろう。けど、それも気にしない。

「我が剣は最速なり！　因果すらも超越する、三世最速の剣なり！」

　アトロポスから訊きいた、高こう速そく剣けんの真名を解放するための暗号コードを唱え、鎖を断ち切るように、刀を振るう。

　瞬間、一いち護ごの足元から凄すさまじい突風が巻き起こった。それは竜巻のようにうねり、部屋中に暴風が吹ふき荒すさぶ。

　身体からだが信じられない程に軽かった。まるで重力なんてものが存在していないかのようだ。

　一護は刀を構え。しっかりと飛ひ燕えんを見据えた。

　全身に覇気が満ちてくるのを一護は感じていた。

「ほほう。その目、その覇気。どうやら貴公はとてつもないものを隠し持っていたようだな？」













　吹き荒れる暴風の中、飛ひ燕えんが楽しそうに笑った。

「ええ。もっとも鋭い爪つめは、最後の最後まで隠しておくものですから」

　一いち護ごもニヤリと笑う。

　高こう速そく剣けん。その本当の力は因果関係さえも逆転させる最速の刀技。その真名を『皇剣　一いち期ご一ひと振ふり』と言う。

「竜たつ串くし飛燕！　貴方あなたがどれだけ速かろうと、俺には一切関係ないんです。この一振りは次元が──まさに次元が違いますから。故に、この一振りは貴方の生涯においてただ一度きりのものなり！」

　一護がそう言葉にした瞬間、一期一振が光を放つ。刀身自体が一筋の光になったように眩まばゆく輝く。

「いくぞ飛燕！　因果こうそくを断ち切りし絶対不可避のこの一いつ閃せん、受けてみろっ！」

　一護が大地を蹴けり、飛燕に向かい刀を振るう。

「遅い遅い遅いっ！　その程度の速さでこの私が斬きれるかーっ!!!」

　飛燕もそれを迎え撃つ。

　ふたりの速度はほぼ同じ。いや、飛燕の方が格段に速い。

　だから、一期一振を飛燕の刀が受けたように見えた。

　が、次の瞬間、一護の身体からだは飛燕の後方へとあった。刀を振り抜いたまま停止する。

「なっ！」

　飛燕が目を見開いて背後を見る。

「──ぐふっ！」

　その口から鮮血がこぼれ落ちた。右手を己の腹の辺りへと当てる。そこは肉が裂かれ、熱くぬめった液体が流れていた。

　一護の振りぬいた刀は、見事に飛燕の胴を横薙なぎに切り裂いたのだ。

　刀を弾はじくことは出来ず、暗器で迎え撃つことさえも出来ず、飛燕はただ斬られていた。

　どうやったのかはわからない。あり得ない現象だった。

　飛燕の刀は間違いなく一護の一振を受け止めていたはずなのだから。

　更に言えば、どれだけ一護が高速で斬り込もうとも、あの体勢から一瞬の間も無く飛燕の後方へと斬り抜けることなど出来よう筈はずがない。

　一護はそんな動きなどひとつもしていなかったのだから。

　しかし、斬られたことは事実だった。刀を振るう前から決まっていた事のように、その事実だけが存在していた。

　そして、男たちにとっては、それだけで十分だった。

「……見事だ。その太刀筋、私の目にもまるで見えなかった。まるで奇跡のような一瞬だったぞ。良き体験をさせてくれたものだ」

　飛ひ燕えんが清すが々すがしい笑みを浮かべながら、詠うたうように言う。

「貴公、名は何という？」

「一いち護ご。千せん畳じよう敷じき一護です」

「ふむ、良い名だ。最期に聞く名が一護とは面白い。この奇跡の出会いに感謝をしよう。誠に楽しい生涯であった」

　それが五年間、二十五階まで辿たどり着つきし百人以上の精鋭たちを退け続けた男の最後の言葉となった。








　　　　◇◇◇









　全身にまるで力が入らなかった。

　地面に大の字に倒れこみ、ぼんやりと天井を眺める。目は霞かすみ、視界はグラグラと揺れている。

　首から下がまったく動かなかった。と言うより、感覚がまるで無い。体内に蓄えられてあるエネルギーを魂から丸ごと持って行かれたような感じだ。

　指先のひとつさえ動かすことが出来ない。

　多分、本当は今、全身にとてつもない痛みが走っているのだと思う。けど、それすらも感じられないくらいに体中の感覚がなかった。

　──これは、本当に使ってはいけない力だ。もう二度と……。

　本能で一護はそう感じていた。耐え難がたい激痛に襲われるよりも、今の感覚の方がよっぽど恐怖だった。

　痛みはそこに自分がある証拠だ。けど、無は存在が無いのと同じだ。多分、今、こうして存在していられるのは奇跡のような運の良さなんだろう。

　とりあえず生き延びることが出来た。それに、少しだけホッとする。

「え、ええと、とりあえず大丈夫、一護くん？　怪け我がしてない？」

　葉は桜ざくらが一護に背中を向けながら訊きいてくる。声音には一護を心配している響きがあった。

　とりあえず、葉桜が今まで通り、普通に声を掛けてくれた事に一護はちょっと安心した。

「はい、なんとか。全身ボロ雑巾のようですけどね」

「そ、そう。それはよかった。にしても、本当に飛燕を倒しちゃうなんてね。なんか夢を見てるみたい」

　五年という長い間、数多あまたの塔覇士ハンターたちを尽ことごとく退け続けた飛燕。その打倒は、すべての塔覇士たちにとっての悲願とも言える。

　このニュースはすぐに聖塔中に、いや、世界中に広がり、大きな話題となるだろう。そして、その先に待っているのは二十六階という新しい冒険の場だ。

　止まっていた時間は動きだす。新しいフロアに新しいモンスター。塔覇士ハンターたちは活気づき、メディアの注目もまた高まるだろう。その影響で新人塔覇士が増えるかもしれない。

　それだけ、凄すごいことをふたりはしたのだ。

「ほんと夢を見てるみたい」

　葉は桜ざくらも感動をしている──のは間違いないのだろうけど、

「でも、この非常に複雑な感情は何っ!?　嬉うれしいし、ワクワクする気持ちもあるんだけど、半分くらいはあまりに衝撃的すぎて、これは夢であってくれたら良いのにって思っちゃってるし！」

　髪の毛をワシャワシャとかき混ぜながらそう言う。

「とりあえず、色々と説明して欲しいんだけど良いかしら？」

「わかりました」

　葉桜の問いに、一いち護ごは大の字のまま小さく頷うなずいた。

「まず、さっきの飛ひ燕えんを倒した技ですけど高こう速そく剣けんの真の力で──」

「ちょっと待った！　うん、そこもかなり気になるポイントっていうか、本当だったら最初に聞きたくなる部分だし、多分、最終奥義的なものだろうから一護くんとしても一番に話したいところだと思うけどそれは後回し！　他のことが気になっちゃって頭に入ってこないから」

「他のところって？」

「格好に決まってるでしょ、格好に！　何なのよ、その格好は！」

「ええとですね、まあ、強いて言えば俺の正装、的な？」

「ええーっ!?　も、もしかして一護くん、そういう趣味があるの？　裸が正装とか」

　葉桜の声に動揺が混じる。

「ちちち、違いますって！　そうじゃなくて、高速剣の本当の力を引き出すために必要な正装ってことです！　そ、そんな趣味、あるはずないじゃないですか！」

「どうかしらね？　その慌て方が逆に怪しい」

「あ、慌てるに決まってるじゃないですか！　変な性癖を持ってるなんて先輩に誤解されそうになったら！　あれは本当に高速剣の真の力を引き出すために必要な工程なんです！　鎧よろいは拘束具みたいなもので、普段は限界を超えないように制御してくれていて、で、鎧を脱ぐことによってその制御を解除することが出来るんですよ！　制御を解除した結果がさっきの必殺技で！」

「って言われても証拠ないし。それが本当かどうかは一護くん以外にはわからないわけだし」

　それは、確かにそうかもしれないけど、その誤解はさすがに厳しい。しかも、憧あこがれの先輩に露出狂なんて思われるのは絶対に嫌だ。

　この誤解は絶対に解かなくては！　どうすればいい？　どうすれば誤解は解ける？

　必死に考えて、そして一いち護ごは閃ひらめいた。

「だ、だったら証拠を見せますよ」

「証拠？」

「はい。俺がそんな変な趣味を持った人間じゃないって証拠、先輩に見せつけてやりますよ」

「ほ、本当にそんな証拠、あるの？」

「あります。だから先輩、こっちを向いて下さい。なんか背中向けられてると話しづらいですし」

「い、嫌よ！」

「なんでですか？」

「なんでって、そっち向いたらほら、い、色々見えちゃうし」

「でも、こっち向いてもらわないと証拠見せられないですよ」

　一護はそう言うと、葉は桜ざくらは困ったように「うぅぅ……」と唸うなる。その首筋は赤く色づいていた。

「ほ、本当に証拠を見せてくれるのよね？　その、変なモノじゃなくて」

「先輩が言う変なモノが何なのかはわかりませんけど、大丈夫です。ちゃんとした証拠ですから。自信をもってそう言えます」

「わ、わかったわよ。じゃあ、一護くんのこと信じるわよ」

　そう言ってから、恐る恐るといった感じで葉桜は一護の方を振り向いた。

「ほら、先輩！　見てください証拠です！　俺の股こ間かん、全然興奮してないでしょ!?」

「って全力で一番ヤバイもの見せつけてるじゃない─────っ！！！！」

「ぎゃー！」

　葉桜に思いっきり顔を踏まれて、一護は絶叫した。

「はぁ、はぁ、はぁ……。い、い、一護くんねえ！　あ、あなたねえっ！　お、お、思いっきり変なもの見せつけるってなに考えてんのよ！」

「なにって証拠ですよ。もし俺に露出狂的な性癖があったとしたら、俺の身体からだは興奮しちゃうわけじゃないですか。でも、今の俺の身体は平常時のままなわけでして、つまり興奮していないわけですよ。だから何よりも証拠になるかなって思ったんですけど」

　あくまで真面目まじめなトーンの一護に、葉桜がなんとも言えない表情を浮かべる。

「そ、それは、そうなのかもしれないけど……っていうか、そうじゃなくて！　根本的な部分がおかしいでしょそれ！　私はそもそもソレを見ないで済むように警戒していて、だから、もしかしたら一いち護ごくんがソレを女性に見せつけて喜ぶ特異な性癖も持ち主なんじゃないかって疑ったりしたわけで。で、一護くんは、私のそんな警戒を解くために、おかしな性癖を持っていない証拠を見せるからと言いました。そして私は振り返りました」

「そして俺は見事にその証拠をみせつけてやりましたよっ！」

「それがアウトッ！　そもそも私はソレを見たくなかったの！　なのにソレを思いっきり見せつけていたら本末転倒でしょ！　っていうか、何が見せつけてやりましたよ、だ！　しかも得意気に！　って、今度はなんでしょんぼり顔？」

「いやあ、別に見せたいわけじゃないんですけど、目の前で何度も何度も見たくないを連呼されると、ちょっと傷つくなって。そんなに俺のは酷ひどいのかって。なんか、酷いものを見せてしまって申し訳ありませんでした」

「あ、そ、そうじゃなくて！　一護くんのが特別酷いとか思ってるわけじゃないし！　っていうか、他の人のを見たことがないから比べることなんて出来ないし。た、ただ一般論として、ほら、女の子がそういうのを見るのはあまり感心しないみたいな？　やっぱりはしたないし。そ、そりゃあ、あれよ。わ、私だって健康的な思春期女子なわけで、男の人の身体からだにまるで興味が無いわけじゃないし、たまにちょっと妄想とかしちゃう事もあったりするし、なんだかんだ言って一護くんのをチラチラ見ちゃってたし、それで、ちょっとだけラッキーなんて思ったりもしちゃったから、逆にそれを隠すために必死になってって私は何を言ってるのよ────────────！！！！！！」

　全身という全身を真っ赤にして、目をぐるぐる回しながら葉は桜ざくらは腰に差した刀を抜いた。

「ってせ、先輩！　なんでいきなり刀抜いてるんですかー！」

「い、色々テンパりすぎてものすごい失言をしまくっちゃったから、一いつ旦たん一護くんを斬きって、全部無かったことにしてから気持ちを落ち着けます！」

「そ、それ一旦じゃないですから！　俺、死んじゃいますから！　っていうか、な、何も聞いてません！　俺、先輩の失言とか何も聞いてないんで！」

「そ、そう？　本当に何も聞いてない？」

「はい。先輩が実はエッチな妄想をしちゃってたとか、チラチラ股こ間かんを見てたとか、そんなことは何も聞いてま──って、ほ、ほんとに聞いてません全部忘れましただから刀を、刀を仕し舞まって下さい！　首に突き付けてる刀を今すぐ引いて下さい！」

　一護の懇願に、葉桜はジト目のまま冷たく言葉を放つ。

「失言は時に身を滅ぼすキッカケになることがあるから、気をつけたほうが良いと思うわよ？」

「は、はい、気をつけます！」

　小さく一護が頷うなずくと、葉桜は小さく息を吐いてから刀を鞘さやに収めた。

「……わかったわよ。とりあえず信じてあげる。一護くんには変な性癖はなくて、あれは高こう速そく剣けんの真の力を発動する為ために必要な行為だったって。けど、それにしてもなあ……」

　葉は桜ざくらは大きくため息をついた。

「まさか飛ひ燕えん討伐がこんなコミカルで気の抜けた感じになっちゃうなんて。イメージしてたのと全然違うわ……」

「お、俺的には結構カッコイイ感じだったかなって思ってたんですけど。絶体絶命の状況からの真の力を解放して逆転勝利的な」

　事実、命の危険に晒さらされた絶体絶命な状態だったわけだし、そこから一いち護ごの繰り出した刀技は世界の理すらもねじ曲げるとてつもない技だったのだ。

「ま、キミたちはそうかもね。裸ってのをまるで気にしないで、ふたりで凄すごい盛り上がっちゃってさ。けど、外側から冷静に見てる立場としては色々と台無しだったのよ！　飛燕の『ほほう。その目、その覇気。どうやら貴公はとてつもないものを隠し持っていたようだな？』とかさ、心の中で『この状況でその台詞せりふはまったく別の意味に聞こえちゃうから！　とてつもないモノの意味が意味深になりすぎちゃうから！』とかツッコんじゃったし、一護くんの『ええ。もっとも鋭い爪つめは、最後の最後まで隠しておくものですから』にも『鋭い爪じゃないし！　そもそもソレは最後の最後まで隠しておかないとダメなものだから！』とか考えちゃったし」

「そ、それは……」

　確かに傍はたから見ていたらちょっとアレな光景なのかもしれない。

「その後も、すっごくシリアスなやり取りをしてたけど、結局全裸でしょ？　もう、真剣になればなるほど、見てる側としてはうわーって感じで」

「それは、なんていうか、すみません」

「謝られても困るんだけど。って、もしかして、今後もあの技を使う時は全裸になっちゃうってわけ？」

「はい、そうなります」

　一護が答えると、葉桜は頭を抱え、

「悪夢だわ……」

　絶望的な声でそう呟つぶやいた。その気持ちは、わからなくもない。

　一護だって、出来れば使いたくは無いのだ。

「あ、あの、それで、悪夢ついでに先輩にお願いがあるんですけど」

「嫌よ」

「即答っ!?　せ、せめて聞くだけは聞いて下さいよ～」

　一護が情けない声をあげると葉桜は小さく肩をすくめる。

「はぁ、わかったわよ。嫌な予感しかしないけど、聞くだけは聞いてあげる。なに？」

「俺に鎧よろいを着せて、それから街まで連れてって貰もらえま──」

「絶対に嫌！　街まで連れて行くのはしてあげるけど、鎧よろいくらい自分で着なさい！」

　さっき以上の即答だった。けど、

「それが無理なんですよ。身体からだ、まるで動かないです。もう、全身の神経が切れちゃったみたいに」

　さっきから何度も動かそうとチャレンジはしてみている。けど、やっぱり身体はまったく動いてくれなかった。

　そして、身体が動くようになるまでどのくらいの時間が掛かるのか、まるで予想がつかない。

　昨日、アスラ戦の後まともに動くようになったのは街についてからだ。けど、今回は二度の高こう速そく剣けんの使用をしている上に、真名の解放までしている。

　身体に掛かっている負荷は、昨日とはまるで比べ物にならないだろう。

「本当に？　本当は動くのに動かないって嘘うそついてるんじゃなくて？」

　葉は桜ざくらが警戒したように訊きいてくる。

「本当ですって。そんな嘘はつきません。お願いですから鎧を着せて下さい。さすがに俺もずっとこの格好のままはキツいので」

　平気なふりをしているけど、やっぱり憧あこがれの女の子の前で全裸でいるのはちょっと厳しいものがある。













「先輩、お願いします！」

　一いち護ごが必死にお願いすると、葉は桜ざくらは諦あきらめたように大きくため息をついた。

「もう、わかったわよ。着せてあげればいいんでしょ？　一護くんの身体からだを隅から隅まで凝視しながら、ダンボールを着せてあげればいいんでしょ？」

　そう言いながら、葉桜は地面に散らばったダンボールを拾い集めていく。

「いや、凝視は別にしなくてもいいんですけど」

「ああもう、私の色んな初めてがどんどん一護くんに奪われていくわ！　こういう体験はもっとロマンチックな感じのものを想像してたのに、よりによってこんな形で初めてが奪われるなんて思ってもいなかったわよー！」

　葉桜の心からの絶叫が飛ひ燕えん城中に木霊こだましたのだった。







エピローグ　──新たなる世界──




　翌日の早朝四時。一護の目覚めは最悪だった。

　夜中、全身が燃えるように熱く、少し寝返りをうっただけでも激痛が走るので途中で何回も目が覚めてしまい、ぐっすりと眠れなかった。

　その為ための睡眠不足と、絶え間なく続いている頭痛のせいで思考はまるで働かず、視界もぼやけていた。

「……んくっ」

　身体を起こそうと腕に力を入れただけで、頭のてっぺんから爪つま先さきまで電気のように激痛が走り、思わず呻うめいてしまう。

「これは、想像以上にやばいかもしれない」

　昨日、塔内で身体の感覚が戻ってきたのは、あれから二時間後の事だった。

　戻ってきたとは言っても、かろうじて身体を動かせるといった程度で、葉桜の肩を借りて何とか塔覇士ハンターの街まで戻り、塔の外へと出ることが出来た。

　外はすっかり夜になっており、急いで帰ろうとしたところで体中にとてつもない激痛。

　すべての筋肉が切れちゃっているんじゃないかと思ってしまうくらいの激痛でまともに歩くことも出来ない。

　これは電車に乗るのも不可能そうだと、一緒に塔を出た葉は桜ざくらに身体からだを支えて貰もらいながらタクシーを拾い、何とか家に辿たどり着ついたのが九時過ぎだった。

　そして、夜ご飯も食べず、一いち衣えの面倒を見ることも出来ずにベッドに倒れこんでしまったわけだけど、

「一晩経たったのに、ここまで回復してないとは」

　かと言って、一衣に心配を掛けるわけにもいかない。

　昨日、帰宅が遅くなった上に何もせずに寝てしまうという失態を犯している以上、今日は普通に振る舞わなくては。

「とりあえず熱い風ふ呂ろに入って、全身をほぐさないと」

　一いち護ごは苦痛を堪こらえながらよろよろと立ち上がり、自分の部屋を後にした。




　──湯船でお湯に浸つかること一時間。

　ゆっくりマッサージをして筋肉をほぐしながら全身に血を巡らせた結果、少しだけ身体が楽になったような気がした。

　頑張ればぎこちなさは残るものの普通に歩くことが出来るし、意識をしていれば痛みでつい呻うめいてしまうこともない。

　単に痛みに慣れてきただけ、って可能性も大いにあるけど。

　そんな感じでお風呂に入った後、一護は一衣を起こし、一緒に朝ごはんの用意をしてテーブルについた。

　ホカホカのご飯に塩しお鮭ざけとほうれん草のお浸し、きんぴらごぼう、温泉玉子、そして豆腐とわかめの味み噌そ汁しるという純和風な朝食だ。

　一護も一衣も料理が好きなので、ふたりで作ると自然とおかずの品数も豊富になる。

　特に今日のように、ゆっくりと朝食の時間が取れる時は。

　昨日、ほとんど一衣を構うことが出来なかったので、朝はふたりでゆっくり過ごそうという一護なりのお詫わびの気持ちもあるのだ。

　ふたりで「いただきます」をして、ずずず、と味噌汁を飲む。そして一護は首を捻ひねった。

「あれ？　一衣、使ってる味噌、変えた？」

「ううん、変えてないけど？」

　同じように一衣も首を傾かしげた。

「味、おかしいかな？　分量もいつもと同じように作ったんだけど」

「いや、じゃあ、多分気のせいだ。ちょっと薄いかなって気がしただけだから」

　正直に言えば、一いち護ごの舌は味み噌そ汁しるの味をほとんど感じていなかった。

　──まあ、これも昨日のアレの影響なのは間違いないだろう。なんせ体中がおかしくなっているのだ。舌の感度が鈍くなっていても不思議では無い。

「う～む」

「って、なんで一いち衣えさんは怖い目で俺のことを睨にらんでいるのかな？」

「それはですね、これはあくまで私の推論でしかないのですが──」

　一衣はそこでたっぷり五秒ほど間を置いてから、

「お兄ちゃん、彼女できた？」

　低い声でそう聞いた。

「へ？　彼女？　出来てないけど？」

「ふ～ん、ホントかな～。じじじー」

　一衣が疑わしそうな目で一護を見つめる。

「本当だよ。っていうか、なんで俺に彼女が出来たと思ったんだ？」

「まず一つ目。私がいつも通り作ったお味噌汁の味が変わったと、そのような反応をされました。それはつまり、お兄ちゃんの舌が、他の女の作った味噌汁の味に調教されてしまったかもしれないという非常に不愉快な懸け念ねんがあるのです」

　一衣がピンッ、と人差し指を立てた。

「い、いや、そんなことは全然ないから。単に、いつもとちょっと違うかなって思っただけで。多分、俺の身体からだが疲れててそんな風に感じただけだよ」

「なるほど。お兄ちゃんの言い分はよくわかりました。そして、その言い分が次の私の疑念に繋つながるわけですけど、最近、お兄ちゃんの帰りが非常に遅くなりました。そして毎日疲れて帰ってきます。一昨日は詳しく訊ききませんでしたけど、今日は訊かせてもらいます。一体なにをしているんですか？」

「そ、それはだな……」

　塔の攻略をしている、とは絶対に言えない。そして、一衣に心配されるわけにもいかない。となると、

「と、友達に頼まれて、アルバイトの手伝いをしてるんだよ。だからちょっと帰りが遅くなっちゃってるって言うか。人手が足りなくて、どうしてもって頼まれちゃって断りきれなくてさ。で、仕事もハードだから、毎日へとへとで」

「ふむふむ、それは確かに筋は通ってますね。お友達の名前とかアルバイトの内容とか色々とツッコみたいところはありますが、今日のところはあえて不問にいたしましょう」

　一衣は腕を組んで数回頷うなずいてから、くわっと目を見開いて一護を見た。

「そして三つ目です。これが私的には一番クリティカルなことだったのですが、昨日、お兄ちゃんの身体から他の女の匂においがしました。それもかなりの濃度で。あの匂いの付き方から考えるに、相当なレベルの──つまり抱き合うくらいの密着具合な身体的接触があったと考えられます。それも比較的長時間。そんな女性がいるのに彼女はいないと言いますかこのお兄ちゃんは！」

「それも誤解だ誤解。ちょっと体調が悪くてフラフラしちゃった時に支えてもらったんだよ、学校の先輩に。多分、その時に匂においが──っていうか、いつの間に俺の匂いなんて嗅かいだんだよ？」

「そんなのお兄ちゃんが寝ている間に決まってます」

　一いち衣えが「えへん」と胸を張る。

「寝てる間って部屋に忍び込んでか？」

「忍び込んでなんてとんでもない。堂々と入りました。そして堂々と匂いを嗅ぎましたけど何か？」

「何かって言われたら、兄として色々とツッコんでおいた方が良いんだろうけど、今日のところはそれは置いておいて、本当に彼女はいないよ。それに一衣が心配するような事もしてないし。これからも遅くなっちゃう日はあると思うけど、それは勘弁して欲しい」

「むー」

　一衣の表情は不満そうなままだ。ぷっくりと頬ほおを膨らませている。

「ええと、もしかして、昨日、相手してあげなかったから機嫌わるい？」

「当然です！」

　即答だった。

「毎晩、二時間以上はお兄ちゃんと一緒に過ごしたいって私は思ってるんです。それが私の人生において、もっとも重要かつ幸せな時間なんです。それをお兄ちゃんは昨日、いとも簡単に無しにしちゃったんですよ。怒るに決まってるじゃないですか」

「ご、ごめん」

　車くるま椅い子すで、しかも一日のほとんどを家でひとりで過ごしている一衣にとって、一いち護ごと過ごす時間はとても大切で、楽しみにしているということは一護も理解している。

　だから、素直に謝った。塔に挑戦するって決めた時も、最後まで心に引っ掛かっていたことはそれだったのだから。

「なので、今後も帰ってくるのが遅くなる上に昨日みたいに私の相手も出来ないくらいにヘトヘトになる日が続くようでしたら、あの提案を飲んでもらいますからね」

「あの提案？」

「お兄ちゃんと一緒にお部屋で暮らすってヤツです。そうすれば、お兄ちゃんがヘトヘトで帰ってきても、一緒に過ごす時間は取れます。例えばベッドの中で！　今回は私も徹底抗戦をする構えですからね」

　一衣の瞳ひとみは真剣だった。勇ましく──と言うより可愛かわいらしく力こぶも作って見せている。

「わ、わかった。考えておくよ」

　一いち護ごがそう答えると、一いち衣えはやっと笑顔を見せてくれたのだった。
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「はい、一護くん。この書類、今日中に全部目を通して、区分ごとにまとめておいてね。一護くんで判断出来ちゃう案件は判断した上で、こっちにチェックに回して」

　生徒会室の一護の机の上にドサリと大量の書類が置かれる。

　書類を置いたのはもちろん生徒会長の葉は桜ざくらだ。

「ええー！　こ、この量を今日中に全部ですかっ？」

　置かれた書類の厚みは三センチほどある。ただ見るだけでも一時間以上かかりそうだった。

「ええ、そうよ。もしかして、出来ないとか言うつもりかしら？」

　葉桜がにっこりと笑みを浮かべる。

　けど、その笑みの裏側にある迫力に、一護の背中には冷たいものが流れ落ちた。

「で、でも、この辺の書類とかは生徒会長宛のものばかり──っていうか、基本的に全部、先輩の担当、だと、思うの、ですが？」

「うん、そうだけど？　そもそもこの学校、生徒会長の仕事が多すぎるのよね。前からずっと思ってたんだけど」

　葉桜が少し唇を尖とがらせながらそう言う。

「珍しいですね、先輩が愚痴を言うなんて」

　珍しいというよりは、一護の記憶の中では多分初めてだ。葉桜がこんな風に人前で悪態をつくのは。

「私だって愚痴のひとつやふたつ、言いたいわよ。今までずっと我慢してたけど。周りがさ、勝手に私のイメージを作り上げちゃうからそれを守るのに必死にね」

　ちょっとだけ、葉桜が疲れたような表情を見せる。

「成績優秀、運動神経抜ばつ群ぐん、品行方正で公明正大、真面目まじめで勤勉、さらに誰にでも優しくて自分に厳しい、ついでに美少女。そんな完かん璧ぺきな人間、いるわけないのに。成績を落とさないようにあまり好きじゃない勉強を一生懸命やったり、運動だって陰で人の何倍もトレーニングしてるし、品行方正で公明正大な性格なんて必死でそう映るように演じてるだけ。私だってたまには羽目をはずしたいし、他人にイライラする時だってあるし、好き嫌いで人を贔ひい屓きしたくなるし、怠けたいって思うことだってあるわよ。悪い？」

　ぐいっと一いち護ごに顔を近づけて、マシンガンのように一気に言葉を放つ。

「わ、悪くはないですけど」

　それもそうだ。完かん璧ぺきな人間なんているはずがない。

　そんな風に見えるのは、人一倍そんな風に見えるように努力しているからだ。

　水上では優雅な姿を見せている白鳥も、水面下では激しく足をバタつかせている。

　つまり、そういうことだ。でも、

「先輩はやっぱり成績優秀で運動神経抜ばつ群ぐんで品行方正で公明正大で真面目まじめで勤勉でだれにでも優しく自分に厳しい美少女だと思いますよ」

　そう見せられてるってだけで、それは素晴らしく凄すごいことなんだから。

　と同時に、本音の部分を、素の自分の姿を葉は桜ざくらが見せてくれたのが一護には嬉うれしかった。

「もう一回言って」

　ぽつりと葉桜がそう言う。

「もう一回？　って、先輩はやっぱり品行方正で──」

「ううん、違う。全部じゃなくて、最後のところ」

　期待するような目で、じっと一護のことを見つめる。

　その視線に、一護の顔が思わず熱くなった。

「え、ええと、び、美少女だと思いますよ？」

「うん、ありがと」

　そして葉桜はにっこりと笑った。

　頬ほおがちょっと赤くなっているところを見ると、本当に喜んでいるみたいだった。

　だから、次の言葉は自然とこぼれ落ちていた。

「そして、俺はそんな先輩を尊敬してますし、好きです」

　一護がそう言った瞬間、

「──っ！」

　葉桜の肩が大きくびくっと動く。

　顔は蒸気が噴き出しそうなくらいに真っ赤になっていた。けど、冷静を装って、

「ね、念の為ためにもう一回聞いておこうかしら？」

　チラチラと一護を見ながらそんな風に言う。

「美少女だと思います──」

「戻りすぎだから！　そこじゃなくて！」

「え？」

「だ、だからっ！」

　一護の座る机にバンッ、と手をついて、さっきまで以上にぐいっと前のめりになって、

「わ、私のこと、好きですってところ、よ……」

　盛大に照れながら葉は桜ざくらが言った。そんな葉桜の姿に一いち護ごも盛大に照れた。そして、何気なく言った自分の爆弾発言に気づく。

「あ、え、ええとですね、その好きって言ったのは純粋な憧あこがれとかそういった意味でして、あ、で、でも、いわゆる好感が無いとか、そういうわけでもなくて、で、ですから」

「そ、そういう細かい説明はいらない！　つまり、一護くんは私のことが、す、好き、ってこと、でしょ!?」

「は、はい！」

　尊敬の念もあるし、人として好きって気持ちもある。もちろん、異性として意識していないわけはなかった。

　色んな意味で好きという感情を持っていることは間違いない。

「じゃ、じゃあ言って。もう一回、私のこと、好きって」

「せ、先輩のこと、好きです」

「「…………」」

　数秒ほど、時間が止まったかのような静寂が流れた。

　まるで高こう速そく剣けんを使っている時のような、ゆるやかな時間の流れだった。

　すぐ目の前では先輩の瞳ひとみが揺れていて、頬ほおのあたりは少しヒクヒクしている。

　ニヤけそうなのを必死に抑えている、そんな感じの表情にも見えた。

「そ、そう。一護くんの気持ちはよくわかったわ。一応、気に留とめておいてあげる」

　そして、身体からだを起こしてぷいっと顔を背けながらそんなことを言う。

　照れ隠しなのがバレバレで、めちゃめちゃ可愛かわいかった。

「ってことで、その書類、手伝ってくれるわよね？　大好きな先輩からのお願いなんだもの」

「え、ええー。それとこれは話が別なんじゃ」

　と言いながらも、別に手伝うのは嫌じゃない。

「嫌なの？　昨日、私にあんなことしておいて。私の色んな初めてを奪っておいて。私のこと穢けがしておいて」

　葉桜がわざとらしくそう言いながら、一護を睨にらむ。

「わ、わかりましたよ。手伝いますって」

　それは予定調和のやりとりで、だから、それがすごく嬉うれしかった。

　正直、もっと気まずくなると思っていた。なんだかんだ理由をつけたところで、いきなり裸を見られた関係になってしまったわけで、それを意識しないはずが無いのだから。

　先輩の言うとおり、色んな初めてを奪ってしまったのも事実だし、少し距離を置かれるくらいのことは覚悟していた。

　けど先輩は今までどおり、いや、今までよりももっと距離感の近い感じで接してくれている。それが嬉うれしくて、ホッとして、

「ちなみに今日中っていうのは、放課後までにって意味だからね。せっかく二十六階が開放されたんだもの。放課後になったらすぐに塔に向かうわよ。で、二十六階も私たちで攻略しちゃいましょう」

　葉は桜ざくらのそんな言葉に、

「はいっ！」

　一いち護ごは元気よく返事をしたのだった。
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　中庭を挟んだ反対側の校舎から窓越しに、生徒会室で楽しそうに談笑する一護と葉桜の姿をじっと見つめる少女がいた。

　牧まき野のヶが池いけ淡あわ雪ゆきだ。雪のように淡く繊細な白金の髪、ガラス細工のような透明感を持つ肌。

　熟練の職人が最高の技術を持って作り上げたかのような整った顔には、なにも表情は浮かんでいない。

　ただ全体として強烈な白を意識させる容よう貌ぼうの中、唯一色を持つ赤の瞳ひとみだけが、どこか怪しくも強い光を宿していた。

「やっぱりそうだったんだ」

　呟つぶやく声は鈴のように凛りんと澄んで可愛かわいらしく響く。

　ただ、その声音にも少しだけ怪しい響きが混じっていた。

「あの正体は、やっぱり一護くんだったんだ……」

　表情の薄い淡雪の唇が少しだけ緩む。そこに滲にじむ感情は歓喜だ。

　予感から確信に、渇望から希望へと変化した歓喜。

「やっと会えた。やっと見つけた。そして、やっぱり一護くんは私にとっての王子様だった」

　無意識に淡雪は手を伸ばしていた。その手は透明な窓ガラスに遮られる。

　けど、それも今だけ。すぐに触れられる。

　あの頃と同じように、私の手を引いてくれるはず。

「ねえ、一護くん。私を助けて。私を、あの地獄から、救いだして……」

　そう呟いた声は、朝の学校の雑踏の中に溶けるように消えていった。













あとがき




　はじめましての方ははじめまして！　『創楽譜フルスコア』以来の方はお久しぶりです！　そして他でも僕の作品に触れて下さっている方、いつもありがとうございます、雨あめ野の智ち晴はれです！

　というわけで、新作『東京聖塔トウキヨウジグラート』を出させていただくことが出来ました。

　攻略すればどんな願いでも叶かなえてくれるという聖塔に挑むまっすぐな少年の冒険物語。やっぱり冒険って言葉にはワクワクしてしまいますね。皆様に末永く愛していただける作品になれるよう、精一杯頑張っていきたいと思います。

　さて、この『東京聖塔』ですがキャラクターも設定も物語も完全な新作で、作品としての繋つながりは無いのですが、僕的にやりたい要素の一部を、大人の事情で続きを書けなくなってしまったとある作品から引き継いでいたりします。もし某作品が好きだよって方がいましたら、同じようにこの作品も好きになっていただけたら幸せだなあと思っています。

　新作ですので他にも色々と語りたいことはあるのですが、今回はあとがきが１ページ。ということで、謝辞です。とても可愛かわいく素敵なイラストを描いてくださった富とみ岡おか二じ郎ろう先生。担当の神かみ長なが様を筆頭に編集部の方々、他、たくさんの方に支えられて今回も本を作ることができました。感謝感謝です。そして、何よりもこの本を取ってくださった貴方あなた！　本当にありがとうございます。できれば二巻で再びお会いできることを願いまして。
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